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３
月
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら

日
ま
で
、

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２２

１８

初
日
に
は
復
興
計
画
に
沿
っ
た
市
政
運
営
に
つ
い
て
の
市
長
施
政
方
針
演
述
、
教
育
行
政
方

針
演
述
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
最
終
日
に
は
、
釜
石
ヒ
カ
リ
フ
ー
ズ
㈱
の
工
場
設
置
に
つ
い

て
市
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

日
か
ら
は
９
名
が
一
般
質
問
に
登
壇
し
、
復
興
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
内

１３
容
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成

年
度
予
算
を
含
む
市
長
提
出

２４

議
案

件
は
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
件
の
議
員
提
出
議

３５

案
に
つ
い
て
は
、

人
以
下
学
級
実
現
等
の
意
見
書
、
父
子
家
庭
支
援
の
意
見
書
が
可
決
、
公

３０

的
年
金
引
き
下
げ
反
対
の
意
見
書
は
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概

３
月
定
例
会
の
概
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

大
震
災
の
影
響
が
大
き
い

新
年
度
当
初
予
算

平
成

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

２４

大
震
災
後
、
初
め
て
の
当
初
予
算

と
な
り
ま
す
が
、
通
常
予
算
の

２
・
２
倍
と
な
る
３
８
２
億
９
千

万
円
と
、
か
つ
て
な
い
膨
大
な
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の

月
、
当
市
の
復
興
ま

１２

ち
づ
く
り
基
本
計
画
が
で
き
る
中

で
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、

生
活
基
盤
の
再
建
等
を
掲
げ
た
実

質
的
な
初
年
度
に
あ
た
る
予
算
と

な
り
ま
す
が
、
今
後
、
国
か
ら
の

交
付
金
の
配
分
を
含
め
、
当
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
柱
と
な
り

ま
す
。

歳
入
で
は
、
市
税
が
大
震
災
の

影
響
で
８
億
２
千
万
円
ほ
ど
の
減

と
見
て
い
る
中
、
そ
の
分
、
地
方

交
付
税
が

億
円
増
と
な
っ
て
い

１０

ま
す
。
ま
た
、
歳
出
で
は
、
瓦
れ

き
処
理
と
な
る
災
害
等
廃
棄
物
処

理
事
業
を
１
７
０
億
円
と
み
て
い

る
の
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

３
年
ご
と
に
改
正
す
る
介
護
保

険
事
業
計
画
の
見
直
し
に
伴
う
介

護
保
険
料
の
改
正
及
び
当
市
が
独

自
に
定
め
る
特
別
給
付
（
見
守
り

介
護
サ
ー
ビ
ス
）
の
廃
止
を
行
う

も
の
で
す
。

介
護
保
険
料
の
改
訂
は
、
所
得

に
応
じ
て
６
段
階
の
年
額
保
険
料

を
定
め
る
も
の
で
、
保
険
料
を
月

額
一
人
当
た
り
３
９
９
５
円
か
ら

４
６
８
０
円
に
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

ま
た
、
見
守
り
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
、
平
成

年

月
か
ら
在
宅
の

１５

１０

要
介
護
認
定
者
を
対
象
に
、
見
守

り
、
身
体
介
護
等
を
一
体
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
短
期
入
所

生
活
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
整
備
が
進
展
し
た
こ
と
、
利
用

者
の
減
少
、
固
定
化
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
介
護
保
険
費
用
が
増

加
し
て
い
る
等
の
理
由
で
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

な
お
、
条
例
は
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

現
行
条
例
で
の
釜
石
市
防
災
会

議
委
員
は
、
各
関
係
機
関
の
役
職

員
を
任
命
し
て
い
る
中
で
、
現
委

員
の
全
員
が
男
性
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
生
か
し
、
市
民
の
視
点
か
ら

の
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
る

た
め
、
防
災
会
議
の
委
員
数
を
、

現
行
の

人
以
内
か
ら

人
以
内

３０

３５

に
改
め
、
一
般
市
民
や
女
性
を
委

員
に
含
め
ら
れ
る
よ
う
所
要
の
改

正
を
し
た
も
の
で
す
。
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検証しつつ、手を携えて復興に向け進んでい
きたいとの意見がありました。最後に、復
旧・復興に係る建設業界の力は非常に大きい
ものがあるので、この力を他の業種にいかに
回していくかが今後の課題でもあるとして意
見交換会を終えました。

２月２７日、経済常任委員会は、岩手県建設
業協会釜石支部と震災後の建設業の現状につ
いて、市当局を交えて意見交換を行いました。
建設業協会からは、入札参加の予定を組む

上で必要となる、建設工事発注予定の早期の
公表や、入札辞退が多く見られる原因の見極
めや改善を要望されました。特に、震災後は
労務単価や資材価格が上昇し続けており、設
計時の積算単価では契約後の人員確保が難し
い現状となっています。また、コンクリート
から人へというの流れの中で、公共工事、技
術者、職人は減少しておりますが、大震災か
らの復興に向けてたくさんの技術者、職人が
必要になってきています。
当局からは、震災前のルールのまま、震災

後もやってきた弊害もあるが、立ちどまらず
に、動きながら改善すべきは改善していくと
の発言がありました。
議員からは、岩手、宮城、福島と復興予算

が一気についたが、釜石の復興が他に遅れを
とることのないよう議会としても頑張りたい
との意見や、安全確保と施工管理をしっかり

２月２０日、市議会議員全員協議会が開かれ、
釜石市高齢者保健福祉計画・第５期釜石市介
護保険事業計画（案）について、当局から説
明がありました。
両計画は、老人福祉法及び介護保険法に基

づき、３年ごとに策定されるもので、平成２４
年度を始期とし、平成２６年度までの計画と
なっています。
今年度の計画は、大震災の影響が大きく、

震災後の介護の需要動向が不明確のため、介
護事業者の参入意向が確認できないことから、
来年度、再精査のうえ、介護サービスの基盤
整備の計画量などの見直しを行うとしていま
す。
また、本計画の策定にあたり、被災した当

市の現状として、人口の流出現象が加速、今
後、高齢化がさらに進み、ひとり暮らし、高
齢者のみの世帯が増加すること、地域に壊滅

的被害が生じたことにより、地域コミュニ
ティーが喪失されたこと、復旧、復興の途上
にあるものの、保健、医療、福祉、介護機能
が低下していることをあげています。
計画の基本的な考え方としては、高齢者の

日々のくらしや、これを支えるさまざまな活
動は、人と人との支えあい、地域とのつなが
りが重要であるとして、保健・医療、福祉・
介護の分野においてもさまざまなネットワー
クづくりが大切であるという理念に基づき、
計画の基本施策として、地域包括ケアシステ
ムの実現を掲げています。
質疑では、大震災で被災した五葉寮の復旧

の見通し、生活支援ハウスの増床について、
介護保険制度では、保険料の区分、引き上げ、
収納率、待機者等について意見が交わされま
した。

経済常任委員会活動報告

議 員 全 員 協 議議 員 全 員 協 議 会会

委 員 長 赤 崎 光 男
副委員長 木 村 琳 藏
委 員 合 田 良 雄

古 川 愛 明
小 鯖 利 弘
松 坂 喜 史
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１月３０日、市議会臨時会が開かれ、「平成２３
年度一般会計補正予算」と、「公共下水道根幹
的施設の災害復旧事業に係る建設工事及び実
施設計書作成の委託に関する基本協定の締結
に関し議決を求めることについて」の２議案
を審議し、両議案とも全会一致で可決しまし
た。
市長からは、復興まちづくり計画、災害廃

棄物処理、東日本大震災検証委員会、被災者
への支援についての報告がありました。
補正予算の審議では、花露辺地区の新たな

宅地整備としての防災集団移転促進事業や瓦
れき処理について議論が集中し、福祉灯油購
入費助成事業、デジタル無線、被災住宅の家
財保管場所等の質疑がありました。

平成２３年９月からの新任期において組織さ
れた釜石市議会東日本大震災復興対策特別委
員会は、本年１月から３月まで理事会を３回、
特別委員会を２回、それぞれ開催しましたの
で、特別委員会の質疑の概要を報告します。

■平成２４年第１回（１月２３日）
□釜石市復興交付金事業の概要とスケジュー
ルの当局説明
問 震災後のまちづくりに廃校校舎の活用計
画は。答 具体的な計画はない。
問 風力発電事業への特区制度は。答 被災し
た地域の復興がメーンとなるので厳しいが、
規制緩和の要望はしている。
問 被災２１地区の地区別計画の進捗状況は。
答 １月中の全地区合意は難しい。
問復興公営住宅が高層建築の場合、震災での
経験をどう生かすのか。答 エレベーター、停
電対策の自家発電、備蓄倉庫を整備したい。
問被災した宅地の買い取り、建築制限の線引
きは。答 現時点ではっきり決めているもの
ではなく、住民との話し合い、国・県との協
議によって変わってくる。
問 土地区画整理と移転補償は。答 区画整理
では、土地は換地により別の敷地に権利が移
ることになるが、建物は移転補償をする予定
ではいるものの現時点では評価の仕方が決
まっていない。
問 住宅金融支援機構の災害復興住宅融資と

は二重ローン債務者でも適用されるのか。
答 直ちに適用外になるとは決まっていない
が、支援機構との個別のやりとりになる。
問 災害公営住宅の入居期間は。答 入居期間
は定めていないが、１０年を過ぎると収入要件
が適用される。

■平成２４年第２回（２月２０日）
□復興交付金事業計画の当局説明
問 ＪＲ山田線の復旧及び鵜住居地区国道４５
号のルート変更の検討状況は。答 山田線は
鉄路での復旧を要望しているし、国道45号は
JRに沿ったルートも含めて検討中。
問嬉石・松原地区の国道かさ上げは。答嬉石
のトンネルからの高さに合わせて西に向かっ
てかさ上げをするが、矢の浦橋方面と三陸鉄
道の陸橋下はあまり高くできない。

□新たな防災行政無線の整備の当局説明
問 新たな無線システムは災害時には有効に
機能できるのか。答 電源等のしっかりした
バックアップ体制の中で構築したい。
問 設置箇所数は。答 約１００基

なお、釜石市復興交付金事業計画は平成２３
年度末に国の１次審査結果が示され、今年度
は事業計画が実践に移る新たな年度となるこ
とを踏まえ、当特別委員会の活動を行ってま
いります。

東日本大震災復興対策特別委東日本大震災復興対策特別委員員会会

１月臨時会開催
かまいし市議会だより

第１２８号３

条 例 関 係
■東日本大震災復興交付金基金条例
・復興交付金事業等に要する経費の財源に充てるため、基
金を設置するもの。

■地域情報通信基盤整備事業分担金徴収条例
・地域情報通信基盤整備推進事業により光ファイバケーブ
ルを整備した地域において、新たにテレビの視聴、光イ
ンターネットサービスの利用を希望する市民が負担する
分担金について定めるもの。

■部設置条例の一部を改正する条例
・機構改革による危機管理監等の新設など。
■特別会計条例及び駐車場条例の一部を改正する等の条例
・市営大町駐車場の用途廃止に伴う特別会計と条例の廃止。
■市税条例の一部を改正する条例
・災害関連支出に係る対象期間が延長されたことに伴う所
要の改正をするもの。

■学校給食センター条例の一部を改正する条例
・中学校の給食開始に伴い、給食センター運営委員会の委
員定数を増員するもの。

■幼稚園に関する条例の一部を改正する条例
・小川幼稚園の閉園に伴う所要の改正をするもの。
■図書館設置に関する条例の一部を改正する条例
・図書館協議会の委員の任命の基準を定めるもの。
■介護保険条例の一部を改正する条例
・「定例会の概要」を参照
■市営住宅管理条例等の一部を改正する条例
・東日本大震災による市営住宅等の用途廃止に伴い、市営
住宅管理条例、改良住宅管理条例、コミュニティ住宅管
理条例について所要の改正をするもの。

■防災会議条例の一部を改正する条例
・「定例会の概要」を参照
■消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一
部を改正する条例
・消防団員の待遇改善を図るもの。

一 般 議 案
■(臨)公共下水道根幹的施設の災害復旧事業に係る建設工
事及び実施設計書作成の委託に関する基本協定の締結
・日本下水道事業団との契約金額 ３３億８７７７万円
■過疎地域自立促進計画の変更
・過疎対策事業債の借り入れに伴い、計画を変更するもの。
■財産の取得（３件）
・震災復興事業に使用するため、ＳＭＣ㈱から７億７７８４万
５６５６円で鵜住居町の土地を購入するもの。

議 決 議 案 ・消防ポンプ自動車６台を、合資会社古川ポンプ製作所か
ら１億１２６４万４千円で購入するもの。

・小型動力ポンプ付積載車２台を、㈱岩野商会から１９６３万
５千円で購入するもの。

■釜石高等職業訓練校の指定管理者の指定
・引き続き、職業訓練法人釜石職業訓練協会を平成２９年３
月３１日まで指定管理者に指定するもの。

■本郷地区コミュニティ消防センターの指定管理者の指定
・引き続き、本郷町内会を平成２９年３月３１日まで指定管理
者に指定するもの。

■市道路線の認定に関し議決を求めることについて
・一般県道水海大渡線の一部を市道として引き受けるもの。
■デジタル防災行政無線災害復旧工事の請負契約の締結
・パナソニックシステムソリューションズジャパン㈱との
契約金額 ５億３５５０万円

予 算 関 係
■(臨)一般会計補正予算（第８号）
・２億２７００万円増額。総額５５７億２２００万円。
・消防防災通信基盤整備事業、福祉灯油購入費助成事業の
増など。

■一般会計補正予算（第９号）
・１６５億９２００万円増額。総額７２３億１４００万円。
・三陸鉄道災害復旧事業費補助金、漁業再建復旧支援事業、
水産流通･加工業復旧支援事業、漁港災害復旧事業の増
など。

■漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
・３億３７５４万７千円減額。総額３３１１万４千円。
■駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
・４９７万７千円増額。総額１７０７万７千円。
■魚市場事業特別会計補正予算（第２号）
・新釜石魚市場建設事業の、２４年度への繰越限度額を計上。
■平成２４年度予算
・一般会計、７特別会計、水道事業会計の予算を可決。

人 事 案 件
■副市長の選任に関し同意を求める
・平成２３年７月から１人欠員となって
いた副市長に嶋田賢和さんを選任す
ることに同意。

嶋田賢和副市長
■監査委員の選任に関し同意を求める
・４月１日から新たに野田喜一さんを選任することに同意。

※ (臨)とあるのは１月臨時会での議案

1206923本文.indd   2 2012/04/12   10:37:38



かまいし市議会だより
第１２８号 ２

３
月
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら

日
ま
で
、

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２２

１８

初
日
に
は
復
興
計
画
に
沿
っ
た
市
政
運
営
に
つ
い
て
の
市
長
施
政
方
針
演
述
、
教
育
行
政
方

針
演
述
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
最
終
日
に
は
、
釜
石
ヒ
カ
リ
フ
ー
ズ
㈱
の
工
場
設
置
に
つ
い

て
市
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

日
か
ら
は
９
名
が
一
般
質
問
に
登
壇
し
、
復
興
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
内

１３
容
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成

年
度
予
算
を
含
む
市
長
提
出

２４

議
案

件
は
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
件
の
議
員
提
出
議

３５

案
に
つ
い
て
は
、

人
以
下
学
級
実
現
等
の
意
見
書
、
父
子
家
庭
支
援
の
意
見
書
が
可
決
、
公

３０

的
年
金
引
き
下
げ
反
対
の
意
見
書
は
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
ののののののののののののののののののののの
概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概

３
月
定
例
会
の
概
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

大
震
災
の
影
響
が
大
き
い

新
年
度
当
初
予
算

平
成

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

２４

大
震
災
後
、
初
め
て
の
当
初
予
算

と
な
り
ま
す
が
、
通
常
予
算
の

２
・
２
倍
と
な
る
３
８
２
億
９
千

万
円
と
、
か
つ
て
な
い
膨
大
な
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の

月
、
当
市
の
復
興
ま

１２

ち
づ
く
り
基
本
計
画
が
で
き
る
中

で
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、

生
活
基
盤
の
再
建
等
を
掲
げ
た
実

質
的
な
初
年
度
に
あ
た
る
予
算
と

な
り
ま
す
が
、
今
後
、
国
か
ら
の

交
付
金
の
配
分
を
含
め
、
当
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
柱
と
な
り

ま
す
。

歳
入
で
は
、
市
税
が
大
震
災
の

影
響
で
８
億
２
千
万
円
ほ
ど
の
減

と
見
て
い
る
中
、
そ
の
分
、
地
方

交
付
税
が

億
円
増
と
な
っ
て
い

１０

ま
す
。
ま
た
、
歳
出
で
は
、
瓦
れ

き
処
理
と
な
る
災
害
等
廃
棄
物
処

理
事
業
を
１
７
０
億
円
と
み
て
い

る
の
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

３
年
ご
と
に
改
正
す
る
介
護
保

険
事
業
計
画
の
見
直
し
に
伴
う
介

護
保
険
料
の
改
正
及
び
当
市
が
独

自
に
定
め
る
特
別
給
付
（
見
守
り

介
護
サ
ー
ビ
ス
）
の
廃
止
を
行
う

も
の
で
す
。

介
護
保
険
料
の
改
訂
は
、
所
得

に
応
じ
て
６
段
階
の
年
額
保
険
料

を
定
め
る
も
の
で
、
保
険
料
を
月

額
一
人
当
た
り
３
９
９
５
円
か
ら

４
６
８
０
円
に
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

ま
た
、
見
守
り
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
、
平
成

年

月
か
ら
在
宅
の

１５

１０

要
介
護
認
定
者
を
対
象
に
、
見
守

り
、
身
体
介
護
等
を
一
体
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
短
期
入
所

生
活
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
整
備
が
進
展
し
た
こ
と
、
利
用

者
の
減
少
、
固
定
化
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
介
護
保
険
費
用
が
増

加
し
て
い
る
等
の
理
由
で
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

な
お
、
条
例
は
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

現
行
条
例
で
の
釜
石
市
防
災
会

議
委
員
は
、
各
関
係
機
関
の
役
職

員
を
任
命
し
て
い
る
中
で
、
現
委

員
の
全
員
が
男
性
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
生
か
し
、
市
民
の
視
点
か
ら

の
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
る

た
め
、
防
災
会
議
の
委
員
数
を
、

現
行
の

人
以
内
か
ら

人
以
内

３０

３５

に
改
め
、
一
般
市
民
や
女
性
を
委

員
に
含
め
ら
れ
る
よ
う
所
要
の
改

正
を
し
た
も
の
で
す
。
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検証しつつ、手を携えて復興に向け進んでい
きたいとの意見がありました。最後に、復
旧・復興に係る建設業界の力は非常に大きい
ものがあるので、この力を他の業種にいかに
回していくかが今後の課題でもあるとして意
見交換会を終えました。

２月２７日、経済常任委員会は、岩手県建設
業協会釜石支部と震災後の建設業の現状につ
いて、市当局を交えて意見交換を行いました。
建設業協会からは、入札参加の予定を組む

上で必要となる、建設工事発注予定の早期の
公表や、入札辞退が多く見られる原因の見極
めや改善を要望されました。特に、震災後は
労務単価や資材価格が上昇し続けており、設
計時の積算単価では契約後の人員確保が難し
い現状となっています。また、コンクリート
から人へというの流れの中で、公共工事、技
術者、職人は減少しておりますが、大震災か
らの復興に向けてたくさんの技術者、職人が
必要になってきています。
当局からは、震災前のルールのまま、震災

後もやってきた弊害もあるが、立ちどまらず
に、動きながら改善すべきは改善していくと
の発言がありました。
議員からは、岩手、宮城、福島と復興予算

が一気についたが、釜石の復興が他に遅れを
とることのないよう議会としても頑張りたい
との意見や、安全確保と施工管理をしっかり

２月２０日、市議会議員全員協議会が開かれ、
釜石市高齢者保健福祉計画・第５期釜石市介
護保険事業計画（案）について、当局から説
明がありました。
両計画は、老人福祉法及び介護保険法に基

づき、３年ごとに策定されるもので、平成２４
年度を始期とし、平成２６年度までの計画と
なっています。
今年度の計画は、大震災の影響が大きく、

震災後の介護の需要動向が不明確のため、介
護事業者の参入意向が確認できないことから、
来年度、再精査のうえ、介護サービスの基盤
整備の計画量などの見直しを行うとしていま
す。
また、本計画の策定にあたり、被災した当

市の現状として、人口の流出現象が加速、今
後、高齢化がさらに進み、ひとり暮らし、高
齢者のみの世帯が増加すること、地域に壊滅

的被害が生じたことにより、地域コミュニ
ティーが喪失されたこと、復旧、復興の途上
にあるものの、保健、医療、福祉、介護機能
が低下していることをあげています。
計画の基本的な考え方としては、高齢者の

日々のくらしや、これを支えるさまざまな活
動は、人と人との支えあい、地域とのつなが
りが重要であるとして、保健・医療、福祉・
介護の分野においてもさまざまなネットワー
クづくりが大切であるという理念に基づき、
計画の基本施策として、地域包括ケアシステ
ムの実現を掲げています。
質疑では、大震災で被災した五葉寮の復旧

の見通し、生活支援ハウスの増床について、
介護保険制度では、保険料の区分、引き上げ、
収納率、待機者等について意見が交わされま
した。

経済常任委員会活動報告

議 員 全 員 協 議議 員 全 員 協 議 会会

委 員 長 赤 崎 光 男
副委員長 木 村 琳 藏
委 員 合 田 良 雄

古 川 愛 明
小 鯖 利 弘
松 坂 喜 史
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餌

影
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１月３０日、市議会臨時会が開かれ、「平成２３
年度一般会計補正予算」と、「公共下水道根幹
的施設の災害復旧事業に係る建設工事及び実
施設計書作成の委託に関する基本協定の締結
に関し議決を求めることについて」の２議案
を審議し、両議案とも全会一致で可決しまし
た。
市長からは、復興まちづくり計画、災害廃

棄物処理、東日本大震災検証委員会、被災者
への支援についての報告がありました。
補正予算の審議では、花露辺地区の新たな

宅地整備としての防災集団移転促進事業や瓦
れき処理について議論が集中し、福祉灯油購
入費助成事業、デジタル無線、被災住宅の家
財保管場所等の質疑がありました。

平成２３年９月からの新任期において組織さ
れた釜石市議会東日本大震災復興対策特別委
員会は、本年１月から３月まで理事会を３回、
特別委員会を２回、それぞれ開催しましたの
で、特別委員会の質疑の概要を報告します。

■平成２４年第１回（１月２３日）
□釜石市復興交付金事業の概要とスケジュー
ルの当局説明
問 震災後のまちづくりに廃校校舎の活用計
画は。答 具体的な計画はない。
問 風力発電事業への特区制度は。答 被災し
た地域の復興がメーンとなるので厳しいが、
規制緩和の要望はしている。
問 被災２１地区の地区別計画の進捗状況は。
答 １月中の全地区合意は難しい。
問復興公営住宅が高層建築の場合、震災での
経験をどう生かすのか。答 エレベーター、停
電対策の自家発電、備蓄倉庫を整備したい。
問被災した宅地の買い取り、建築制限の線引
きは。答 現時点ではっきり決めているもの
ではなく、住民との話し合い、国・県との協
議によって変わってくる。
問 土地区画整理と移転補償は。答 区画整理
では、土地は換地により別の敷地に権利が移
ることになるが、建物は移転補償をする予定
ではいるものの現時点では評価の仕方が決
まっていない。
問 住宅金融支援機構の災害復興住宅融資と

は二重ローン債務者でも適用されるのか。
答 直ちに適用外になるとは決まっていない
が、支援機構との個別のやりとりになる。
問 災害公営住宅の入居期間は。答 入居期間
は定めていないが、１０年を過ぎると収入要件
が適用される。

■平成２４年第２回（２月２０日）
□復興交付金事業計画の当局説明
問 ＪＲ山田線の復旧及び鵜住居地区国道４５
号のルート変更の検討状況は。答 山田線は
鉄路での復旧を要望しているし、国道45号は
JRに沿ったルートも含めて検討中。
問嬉石・松原地区の国道かさ上げは。答 嬉石
のトンネルからの高さに合わせて西に向かっ
てかさ上げをするが、矢の浦橋方面と三陸鉄
道の陸橋下はあまり高くできない。

□新たな防災行政無線の整備の当局説明
問 新たな無線システムは災害時には有効に
機能できるのか。答 電源等のしっかりした
バックアップ体制の中で構築したい。
問 設置箇所数は。答 約１００基

なお、釜石市復興交付金事業計画は平成２３
年度末に国の１次審査結果が示され、今年度
は事業計画が実践に移る新たな年度となるこ
とを踏まえ、当特別委員会の活動を行ってま
いります。

東日本大震災復興対策特別委東日本大震災復興対策特別委員員会会

１月臨時会開催
かまいし市議会だより
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条 例 関 係
■東日本大震災復興交付金基金条例
・復興交付金事業等に要する経費の財源に充てるため、基
金を設置するもの。

■地域情報通信基盤整備事業分担金徴収条例
・地域情報通信基盤整備推進事業により光ファイバケーブ
ルを整備した地域において、新たにテレビの視聴、光イ
ンターネットサービスの利用を希望する市民が負担する
分担金について定めるもの。

■部設置条例の一部を改正する条例
・機構改革による危機管理監等の新設など。
■特別会計条例及び駐車場条例の一部を改正する等の条例
・市営大町駐車場の用途廃止に伴う特別会計と条例の廃止。
■市税条例の一部を改正する条例
・災害関連支出に係る対象期間が延長されたことに伴う所
要の改正をするもの。

■学校給食センター条例の一部を改正する条例
・中学校の給食開始に伴い、給食センター運営委員会の委
員定数を増員するもの。

■幼稚園に関する条例の一部を改正する条例
・小川幼稚園の閉園に伴う所要の改正をするもの。
■図書館設置に関する条例の一部を改正する条例
・図書館協議会の委員の任命の基準を定めるもの。
■介護保険条例の一部を改正する条例
・「定例会の概要」を参照
■市営住宅管理条例等の一部を改正する条例
・東日本大震災による市営住宅等の用途廃止に伴い、市営
住宅管理条例、改良住宅管理条例、コミュニティ住宅管
理条例について所要の改正をするもの。

■防災会議条例の一部を改正する条例
・「定例会の概要」を参照
■消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一
部を改正する条例
・消防団員の待遇改善を図るもの。

一 般 議 案
■(臨)公共下水道根幹的施設の災害復旧事業に係る建設工
事及び実施設計書作成の委託に関する基本協定の締結
・日本下水道事業団との契約金額 ３３億８７７７万円
■過疎地域自立促進計画の変更
・過疎対策事業債の借り入れに伴い、計画を変更するもの。
■財産の取得（３件）
・震災復興事業に使用するため、ＳＭＣ㈱から７億７７８４万
５６５６円で鵜住居町の土地を購入するもの。

議 決 議 案 ・消防ポンプ自動車６台を、合資会社古川ポンプ製作所か
ら１億１２６４万４千円で購入するもの。

・小型動力ポンプ付積載車２台を、㈱岩野商会から１９６３万
５千円で購入するもの。

■釜石高等職業訓練校の指定管理者の指定
・引き続き、職業訓練法人釜石職業訓練協会を平成２９年３
月３１日まで指定管理者に指定するもの。

■本郷地区コミュニティ消防センターの指定管理者の指定
・引き続き、本郷町内会を平成２９年３月３１日まで指定管理
者に指定するもの。

■市道路線の認定に関し議決を求めることについて
・一般県道水海大渡線の一部を市道として引き受けるもの。
■デジタル防災行政無線災害復旧工事の請負契約の締結
・パナソニックシステムソリューションズジャパン㈱との
契約金額 ５億３５５０万円

予 算 関 係
■(臨)一般会計補正予算（第８号）
・２億２７００万円増額。総額５５７億２２００万円。
・消防防災通信基盤整備事業、福祉灯油購入費助成事業の
増など。

■一般会計補正予算（第９号）
・１６５億９２００万円増額。総額７２３億１４００万円。
・三陸鉄道災害復旧事業費補助金、漁業再建復旧支援事業、
水産流通･加工業復旧支援事業、漁港災害復旧事業の増
など。

■漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
・３億３７５４万７千円減額。総額３３１１万４千円。
■駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
・４９７万７千円増額。総額１７０７万７千円。
■魚市場事業特別会計補正予算（第２号）
・新釜石魚市場建設事業の、２４年度への繰越限度額を計上。
■平成２４年度予算
・一般会計、７特別会計、水道事業会計の予算を可決。

人 事 案 件
■副市長の選任に関し同意を求める
・平成２３年７月から１人欠員となって
いた副市長に嶋田賢和さんを選任す
ることに同意。

嶋田賢和副市長
■監査委員の選任に関し同意を求める
・４月１日から新たに野田喜一さんを選任することに同意。

※ (臨)とあるのは１月臨時会での議案
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６
分
程
度
お
く
れ
さ
せ
た
ほ
か
、

津
波
高
を
約
４
割
、
遡
上
高
を
約

５
割
低
減
す
る
な
ど
一
定
の
減
災

効
果
を
発
揮
し
、
数
多
く
の
と
う

と
い
生
命
を
守
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
津

波
を
せ
き
と
め
た
こ
と
で
、
湾
の

内
と
外
に
極
端
な
水
位
差
が
生
じ
、

ケ
ー
ソ
ン
が
港
の
内
側
に
押
さ
れ

る
と
と
も
に
、
基
礎
マ
ウ
ン
ド
が

越
流
に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
ケ
ー
ソ

ン
が
滑
落
し
、
全
長
１
９
６
０
㍍

の
湾
口
防
波
堤
は
、
北
提
９
９
０

㍍
と
開
口
部
３
０
０
㍍
が
ほ
ぼ
全

域
で
倒
壊
、
南
提
は
６
７
０
㍍
の

う
ち
３
６
０
㍍
が
倒
壊
被
害
を
受

議
員

釜
石
港
湾
口
防
波
堤
の
復
旧
工
事
着

工
式
が
と
り
行
わ
れ
た
が
、
復
旧
工
事
は
ど

の
よ
う
な
作
業
工
程
で
行
わ
れ
る
の
か
。
ま

た
、
倒
壊
し
た
ケ
ー
ソ
ン
の
状
況
は
。

副
市
長

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
津

波
襲
来
時
、
中
心
市
街
地
へ
の
到
達
時
間
を

け
た
。
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
で

は
、
湾
口
防
波
堤
を
多
重
防
御
を

形
成
す
る
第
一
線
堤
と
し
て
位
置

づ
け
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

議
員

震
災
に
よ
り
多
く
の
事
業

所
や
産
業
基
盤
が
失
わ
れ
、
こ
れ

に
伴
っ
て
多
く
の
方
々
が
職
を
失

う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
産
業

の
再
生
と
雇
用
の
場
の
確
保
・
創

出
に
向
け
た
見
解
は
。

部
長

本
年
１
月
の
有
効
求
人
倍

率
は
、
復
興
需
要
や
事
業
再
生
を

果
た
し
た
事
業
所
な
ど
の
求
人
増

加
に
よ
っ
て
、
０
・

倍
と
昨
年

６８

同
月
を
０
・

ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

２５

数
値
上
は
大
き
く
改
善
し
て
い
る

が
、
求
人
の
多
く
が
正
社
員
以
外

で
あ
り
、
雇
用
条
件
が
合
わ
な
い

な
ど
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕

在
化
し
て
い
る
。
失
業
給
付
の
大

幅
な
延
長
に
伴
っ
て
就
職
活
動
へ

の
意
欲
低
下
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
対
応
し
た

求
職
者
へ
の
職
業
訓
練
支
援
、
グ

ル
ー
プ
補
助
金
を
初
め
、
助
成
制

度
に
加
え
て
雇
用
の
場
の
安
定
確

保
に
向
け
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

ロ
リ
菌
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

除
菌
療
法
を
行
う
と
、
胃
が
ん
の

リ
ス
ク
が
下
が
る
と
も
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
先
進
自
治
体
の

情
報
を
収
集
し
、
検
診
機
関
等
と

の
協
議
を
行
い
な
が
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
。

議
員

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
住
宅
の
建
設
に
は
、
高
齢
者

の
視
点
に
立
っ
た
検
討
が
肝
要
で

あ
る
。
今
後
、
一
斉
に
建
設
が
進

め
ら
れ
る
復
興
公
営
住
宅
で
は
孤

立
化
さ
せ
な
い
た
め
の
施
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

部
長

高
齢
化
率
が

・
６
％
、

３６

仮
設
住
宅
で

歳
以
上
の
同
居
者

６５

議
員

胃
が
ん
は
、

当
市
の
死
亡
原
因

の
上
位
を
占
め
て

い
る
が
検
診
の
受

診
率
が
低
い
状
況

に
あ
る
。
そ
れ
は

な
ぜ
な
の
か
背
景

に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
胃
が
ん
の
罹
患
者
は
ピ
ロ

リ
菌
の
感
染
者
で
あ
り
、
世
界
保

健
機
構
や
国
際
が
ん
研
究
機
構
で

も
、
ピ
ロ
リ
菌
が
胃
が
ん
の
発
が

ん
因
子
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。

胃
が
ん
予
防
に
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌

が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
査

が
容
易
な
尿
素
呼
気
試
験
法
を
用

い
て
、
胃
が
ん
対
策
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

部
長

胃
が
ん
検
診
の
受
診
率
が

低
調
な
一
因
と
し
て
、
胃
部
診
察

の
通
院
者
が
、
他
の
検
診
と
比
べ

て
多
い
こ
と
や
、
早
朝
の
検
診
の

た
め
に
、
当
日
の
辞
退
者
が
多
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ピ

検診車

雇
用
を
取
り
巻
く
状
況
は

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕
在
化

世
紀
の
会

２１
平
野
弘
之

公

明

党

細
田
孝
子

協議・研究していきたい！
胃がん予防にピロリ菌検査を

が
い
る
世
帯
が

・
７
％
だ
。
こ

４３

の
現
状
か
ら
も
高
齢
者
に
配
慮
し

た
住
宅
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
交
流
を
促
す
共
有

ス
ペ
ー
ス
の
整
備
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
維
持
に
配
慮
し
、
孤
立

化
さ
せ
な
い
施
策
を
考
え
て
い
き

た
い
。

議
員

震
災
の
影
響
で
、
実
施
時

期
が
お
く
れ
た
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
で
は
、
３
回
の
摂
取
が
年
度

内
に
終
わ
ら
な
い
方
も
い
る
。
こ

の
助
成
事
業
は
、
平
成

年
度
も

２４

継
続
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
年
度
を

越
え
た
方
に
対
し
て
も
助
成
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長

１
回
目
を

年
度
内
に
接

２３

種
し
た
方
は
、

年
度
で
助
成
す

２４

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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公
営
住
宅
の
入
居
選
定
に

お
い
て
は
、
震
災
前
後
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
を
図
り
た

い
と
の
こ
と
だ
。
現
在
、
市
内
の

仮
設
住
宅
に
は
、
他
市
町
の
世
帯

問

県
施
工
の
住
宅
は
、
基
本

的
に
地
区
以
外
の
入
居
が
可

能
だ
が
、
果
た
し
て
そ
れ
で
い
い

の
か
、
今
後
の
入
居
基
準
を
含
め

た
管
理
に
つ
い
て
県
と
協
議
し
た

い
。
ま
た
、
市
全
体
の
考
え
と
し

て
、
片
岸
・
鵜
住
居
地
区
に
、
希

望
戸
数
以
上
の
住
宅
を
建
設
し
、

大
槌
町
か
ら
の
受
け
入
れ
が
で
き

な
い
か
県
と
調
整
し
て
い
る
。

答

甲
子
町
関
沢
地
区
に
建
設

予
定
の
道
の
駅
に
つ
い
て
、

事
業
内
容
と
開
業
時
期
は
。
ま
た
、

活
用
策
と
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
。

問

今
年
度
は
用
地
造
成
と
実

施
設
計
を
予
定
し
て
い
る
。

開
業
は

年
度
末
な
い
し

年
度

２５

２６

早
々
。

時
間
使
用
で
き
る
ト
イ

２４

レ
、
駐
車
場
と
情
報
発
信
機
能
を

持
た
せ
た
施
設
を
整
備
す
る
。
ま

た
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
を
工
夫
し
た
い
。

答

子
供
た
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害
）
へ
の
対
応
は
。

問

市
内
で
は
、
２
名
の
児
童

が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
た

が
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

指
導
に
よ
り
現
在
は
落
ち
着
き
、

通
常
の
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

答 子
供
た
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

へ
の
対
応

震
災
に
よ
る
加
配
教
員
の

状
況
は
。

問

震
災
後
、
各
学
校
の
支
援

の
た
め

名
の
教
員
が
配
置

２０

さ
れ
て
い
る
。

年
度
も
復
興
加

２４

配
と
し
て
、
引
き
続
き

名
を
配

２０

置
し
子
供
た
ち
へ
の
対
応
に
当
た

る
。 答

震
災
に
よ
る
損
失
額
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
供
給

で
き
た
地
域
は
。

問

損
失
額
は
復
興
プ
ラ
ン
を

立
て
な
い
と
具
体
的
に
出
せ

な
い
が
、
最
低
で
も

億
円
以
上
。

３０

給
水
で
き
た
地
区
は
中
妻
以
西
で
、

非
常
用
発
電
機
を
設
置
し
て
い
た

た
め
に
給
水
が
可
能
と
な
っ
た
。

答 水
道
事
業
会
計

給
水
車
運
行
の
組
織
体
制

を
検
証
す
べ
き
で
は
。

問

想
定
外
の
災
害
だ
っ
た
た

め
に
日
本
水
道
協
会
を
中
心

と
し
た
給
水
支
援
に
当
た
っ
た
が
、

見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
し
た

い
。 答

震
災
後
、
水
質
の
変
化
は

あ
っ
た
の
か
。

問

水
質
は
震
災
前
後
で
変
化

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
唐

丹
、
鵜
住
居
地
区
で
は
海
水
が
混

入
し
た
た
め
に
数
値
に
変
化
が
生

じ
た
が
、
現
在
は
問
題
な
い
。

答

震
災
に
よ
る
加
配
教
員

釜
石
の
西
の
玄
関
口
に

道

の

駅

学
校
給
食
食
材
の
放
射
性

物
質
測
定
装
置
の
配
置
検
討

問

県
が

カ
所
の
県
立
学
校

１１

に
配
置
し
、
食
材
の
放
射
性

物
質
濃
度
の
測
定
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

答

給
食
の
放
射
性
物
質
測
定

年
以
上
に
わ
た
っ
て
多

５０
く
の
優
秀
な
選
手
を
は
ぐ
く

ん
で
き
た
松
倉
陸
上
競
技
場
施
設

の
一
部
を
残
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

問

陸
上
競
技
場
は
、
岩
手
国

体
の
開
催
に
伴
っ
て
改
修
す

る
が
、
今
後
、
設
計
に
着
手
す
る

予
定
な
の
で
、
そ
の
中
で
全
体
的

な
レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
討
し
た
い
。

答 陸

上

競

技

場

新
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
代
替
地
が
不
足
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
現
在
の
状
況

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

問

代
替
地
と
し
て
中
妻
、
上

中
島
地
区
に

宅
地
と
３
宅

２５

地
、
計

宅
地
を
予
定
し
て
い
る
。

２８

フ
ル
イ
ン
タ
ー
の
場
合
、
移
転
対

象
は
約
１
０
０
戸
と
な
る
の
で
、

今
後
、
民
有
地
、
市
有
地
の
積
極

的
な
確
保
に
努
め
た
い
。

答 新
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

食
材
の
測
定
装
置
を
市
単

独
で
購
入
し
て
は
。

問

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。

答

す
べ
て
の
食
材
は
安
全
か
。

問

厚
生
労
働
省
の
現
行
の
暫

定
規
制
値
を
超
え
た
場
合
は

出
荷
停
止
す
る
措
置
が
と
ら
れ
て

い
る
。
産
地
等
に
留
意
し
て
、
安

全
な
も
の
を
提
供
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
心
配
な
食
材
に
つ

い
て
は
、
測
定
結
果
等
を
業
者
か

ら
入
手
し
、
疑
い
の
あ
る
食
材
に

つ
い
て
は
納
入
を
取
り
消
し
て
い

る
。 答

震
災
に
よ
る
子
供
た
ち
の

学
力
の
お
く
れ
が
心
配
だ
。

学
習
支
援
室
設
置
の
内
容
は
。

問

仮
設
住
宅
に
入
っ
て
家
庭

学
習
が
思
う
よ
う
に
で
き
な

い
実
情
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
寸
断
さ
れ
て
、
子
供
た

答 学

習

支

援

室

ち
が
の
び
の
び
と
活
動
で
き
な
い

状
況
だ
。
青
年
海
外
協
力
協
会
に

委
託
し
て
資
格
を
持
っ
た
職
員
に

学
習
指
導
し
て
も
ら
う
の
が
学
習

支
援
室
だ
。
鈴
子
の
教
育
セ
ン

タ
ー
で
行
い
、
今
年
の
５
月
か
ら

来
年
の
３
月
ま
で
の
計
画
だ
。

復
興
公
営
住
宅
の
具
体
的

な
場
所
及
び
県
と
市
の
施
工

割
合
は
。

問

今
年
度
は
県
営
住
宅
と
し

て
野
田
、
平
田
に
１
６
０
戸
、

ま
た
、
花
露
辺
地
区
も
土
地
が
確

定
し
た
も
の
か
ら
設
計
に
入
る
。

県
・
市
の
施
工
割
合
は
県
５
５
０

戸
、
市
４
５
０
戸
、
全
体
で
１
０

０
０
戸
だ
。

答 災
害
復
興
公
営
住
宅

も
入
居
し
て
い
る
が
、
県
施
工
の

公
営
住
宅
に
他
市
町
か
ら
の
入
居

は
可
能
な
の
か
。

の
そ
の
後
の
経
過
は
。
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日
本
脳
炎
予
防
接
種
委
託

料
が
ふ
え
て
い
る
理
由
は
。

問

予
防
接
種
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
副
作
用
が
出
た
た
め
に
一

時
中
断
さ
れ
て
い
た
。
今
回
、
新

し
い
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
２４

年
度
分
に
加
え
、
中
断
さ
れ
て
い

た
分
も
含
め
て
確
保
で
き
た
の
で

委
託
料
が
ふ
え
た
も
の
だ
。

答 日
本
脳
炎
予
防
接
種

放
射
能
の
影
響
に
よ
る
牛

や
シ
イ
タ
ケ
の
販
売
価
格
へ

の
影
響
と
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

暫
定
規
制
値
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
、
和
山
、
楢
ノ
木
平

両
牧
場
と
シ
イ
タ
ケ
生
産
者
へ
の

対
応
は
。

問

牛
と
シ
イ
タ
ケ
の
販
売
価

格
が
下
落
し
て
い
る
。
ま
た
、

経
営
が
弱
体
で
あ
り
、
必
要
な
対

策
を
講
じ
た
い
。
牧
場
は
早
期
の

放
牧
再
開
と
代
替
飼
料
の
確
保
に

努
め
た
い
。
シ
イ
タ
ケ
は
、
原
木

の
更
新
や
融
資
対
策
と
な
る
。

答

復
興
住
宅
供
給
を
目
指
す

供
給
シ
ス
テ
ム
の
沿
革
は
。

問

釜
石
地
方
森
林
組
合
が
中

心
に
木
材
を
供
給
。
加
工
は

遠
野
市
の
木
工
団
地
の
協
力
に
よ

る
構
造
材
の
乾
燥
処
理
、
製
材
を

行
い
な
が
ら
、
地
元
製
材
所
も
活

答 復
興
住
宅
へ
の
木
材
供
給

当
市
の
地
域
型
モ
デ
ル
住

宅
の
考
え
と
、
価
格
設
定
は
。

問

単
身
者
や
２
人
世
帯
向
け

の
、
比
較
的
小
さ
い
プ
ラ
ン

や
、
子
育
て
世
帯
向
け
の
プ
ラ
ン

等
を
進
め
て
い
る
。
木
造
在
来
工

法
を
主
体
に
、
な
る
べ
く
安
い
価

格
で
提
供
し
た
い
。
面
積
規
模
、

価
格
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。

答

復
興
釜
石
新
聞
発
行
事
業

の
内
容
は
。
ま
た
、
広
告
料

収
入
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

問

復
興
情
報
を
主
と
し
て
週

２
回
、
新
聞
と
し
て
発
行
し

全
戸
配
布
し
て
い
る
。
運
営
費
は
、

市
か
ら
の
委
託
料
で
賄
っ
て
い
る
。

広
告
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
委
託

料
が
広
告
収
入
と
同
額
分
減
額
さ

れ
て
い
る
。

答 復
興
釜
石
新
聞

放
射
能
に
よ
る

牛
や
シ
イ
タ
ケ
へ
の
影
響

シ
カ
被
害
対
策
費
が
減
少

し
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

ま
た
、
猟
友
会
の
現
状
と
、
シ
カ

被
害
の
抜
本
的
な
被
害
対
策
は
。

問

誘
導
柵
事
業
費
を
削
減
し

て
い
る
。
猟
友
会
は
メ
ン

バ
ー
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
し

て
お
り
、
よ
り
良
い
対
策
を
考
え

た
い
。

答

猟
友
会
の
現
状
と

シ
カ
被
害
対
策

基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業

の
復
旧
状
況
は
。

問

震
災
前
の
養
殖
棚
が
３
千

台
近
く
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

現
在
は
１
４
８
６
台
と
３
分
の
１

ま
で
復
旧
。
作
業
小
屋
、
倉
庫
等

は
順
次
進
め
て
い
く
予
定
だ
。

答 水
産
業
の
復
旧
状
況

地
元
建
設
業
界
の
施
工
能

力
は
。

問

市
内
の
業
者
は
約

社
と

４０

考
え
て
お
り
、
１
年
で
４
件

の
施
工
が
可
能
と
す
れ
ば
、
１
０

０
件
程
度
と
考
え
て
い
る
。

答

水
産
業
の
復
旧
に
向
け
た

漁
業
従
事
者
の
動
態
は
。

問

従
事
者
は
１
５
５
４
人
程

度
で
、
う
ち

歳
以
上
が
１

７５

７
０
名
と
１
割
程
度
お
り
、
引
退

す
る
人
も
多
く
、
若
い
人
に
定
置

網
漁
業
へ
の
従
事
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

答

塩
蔵
わ
か
め
製
造
は
。

問

共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
機
械
等
が
そ
ろ
わ
な
い

た
め
多
く
は
生
出
荷
と
な
る
。

答

用
す
る
。
建
築
は
、
岩
手
県
建
築

士
会
釜
石
支
部
が
協
力
す
る
。
地

元
工
務
店
を
窓
口
に
住
宅
発
注
供

給
し
て
い
く
。
７
～
８
月
に
は
、

部
材
の
供
給
体
制
を
備
え
な
が
ら

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
提
案
を
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

魚
市
場
の
平
成

年
度
の

２３

水
揚
げ
と
、

年
度
の
予
想

２４

及
び
課
題
は
。

問

年
２
月
末
で
７
５
０
０

２３
㌧
、
金
額
で

億
５
千
万
円

１４

ほ
ど
。

年
度
予
想
は
５
カ
年
計

２４

画
で
は

億
円
。
課
題
は
地
元
漁

２０

船
が
少
な
い
こ
と
等
で
あ
る
。

答 魚

市

場

１
社
３
億
円
の
工
場
取
得

補
助
金
の
雇
用
者
数
と
全
体

の
従
業
員
数
は
。
ま
た
、
雇
用
は

正
社
員
か
。

問

新
規
の
雇
用
者
数
は

名
１０

以
上
で
、
全
体
の
従
業
員
数

は
１
１
５
０
人
。
交
付
金
の
目
的

か
ら
、
今
回
の
十
数
名
の
雇
用
は

正
社
員
で
あ
る
。

答 工
場
取
得
補
助
金

被
災
し
た
事
業
所
の
事
業

再
開
へ
の
動
向
に
つ
い
て
把

握
し
て
い
る
の
か
。

問

被
災
し
た
６
７
４
事
業
所

の
う
ち
、
調
査
済
み
事
業
所

答 被
災
事
業
所
の
事
業
再
開

新
年
度
予
算
で
重
点
的
に

取
り
組
む
も
の
は
。
ま
た
、

小
規
模
事
業
者
へ
の
再
建
支
援
補

助
金
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

問

こ
れ
ま
で
支
援
の
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
全
壊
し
た
小

規
模
事
業
者
へ
の
再
建
支
援
補
助

金
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
国
・

県
の
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
さ
ら
な

る
活
用
に
も
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
み
、
被
災
事
業
者

の
事
業
再
開
を
強
力
に
支
援
し
た

い
。
あ
わ
せ
て
、
国
の
雇
用
創
出

基
金
を
活
用
し
た
雇
用
創
出
事
業

で
短
・
中
期
の
雇
用
創
出
に
も
引

き
続
き
取
り
組
み
た
い
。

答 は
５
４
７
事
業
所
で
、
そ
の
う
ち

３
８
３
事
業
所
（

％
）
が
事
業

７０

再
開
を
果
た
し
て
い
る
ほ
か
、
廃

業
は

事
業
所
（

％
）、
再
開
し

５５

１０

た
い
が
目
途
が
立
た
な
い
が

事
２７

業
所
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
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項
を
付
託
し
て
い
る
が
、
そ
の
結

果
を
受
け
、
ご
遺
族
へ
の
説
明
会

を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

議
員

湾
口
防
波
堤
の
建
設
は
１

年
経
た
な
い
中
で
の
着
工
と
な
っ

て
い
る
が
、
両
石
や
仮
宿
へ
の

「
返
し
波
」
の
検
証
を
行
わ
な
い

こ
と
は
、
当
市
の
歴
史
に
汚
点
を

残
す
こ
と
に
な
る
。
第
三
者
に
よ

る
検
証
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

副
市
長

独
立
行
政
法
人
港
湾
空

港
技
術
研
究
所
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
影
響
が
大
き
な
も

の
で
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
各
種
研
究
機
関
等
に

議
員

東
日
本
大

震
災
で
、
津
波
の

避
難
場
所
に
指
定

さ
れ
て
い
な
か
っ

た
鵜
住
居
地
区
防

災
セ
ン
タ
ー
で
、

１
０
０
人
前
後
が

避
難
し
た
う
ち
、

人
の
と
う
と
い
命
が
奪
わ
れ
た
。

６３市
は
検
証
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、

検
証
作
業
を
進
め
て
き
た
が
、
犠

牲
と
な
ら
れ
た
方
々
や
市
民
が
納

得
で
き
る
今
後
の
対
応
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長

多
く
の
市
民
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
を
厳
粛
に
重
く
受
け
止
め

て
い
る
。
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
説
明
会
を
こ
れ
ま

で
２
回
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
検

証
委
員
会
は
行
政
独
自
の
検
証
で

は
な
く
、
第
三
者
に
よ
る
検
証
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
釜
石
市
東
日

本
大
震
災
検
証
委
員
会
に
鵜
住
居

地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
事

よ
る
検
証
が
進
め
ら
れ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

中
学
校
の
体
育
授
業
で
新

年
度
か
ら
柔
道
や
剣
道
な
ど
の
武

道
が
必
修
化
さ
れ
る
中
で
、
柔
道

の
安
全
性
が
大
き
く
問
わ
れ
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
。
武
道
の
必
修

化
を
前
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
守
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長

指
導
前
に
生
徒
の
健
康

状
態
の
把
握
、
指
導
中
の
体
調
の

変
化
へ
の
配
慮
、
体
調
に
異
常
を

感
じ
た
と
き
の
中
止
の
徹
底
、
初

心
者
へ
の
受
身
の
指
導
、
施
設
や

用
具
等
の
安
全
点
検
な
ど
の
練
習

環
境
へ
の
配
慮
、
事
故
を
防
ぐ
た

め
の
学
校
向
け
解
説
書
な
ど
を
各

学
校
へ
徹
底
し
た
い
。

語
り
部
の
説
明
等
を
検
討
す
る
。

議
員

実
体
験
を
生
か
し
た
津
波

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
早
期
作
成
し

議
員
「
釜
石
の
奇
跡
」
の
源
の

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
を
ま
ち
お

こ
し
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
活
用

し
て
は
。

部
長
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」が
市

の
津
波
防
災
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ

う
行
政
と
市
民

が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
認

津
波
防
災
を
市
民
に
徹
底
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

部
長

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
行
動
計
画

を
策
定
す
る
際
は
、
実
体
験
を
有

効
に
活
用
し
誰
も
が
理
解
で
き
る

明
瞭
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

議
員

当
市
の
高
齢
化
は
国
・
県

を
上
回
る
速
度
で
進
展
し
て
い
る
。

高
齢
化
対
策
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン

は
。

市
長

年
度
は
、「
か
ま
い
し

２４

供
ほ
っ
僑
と
プ
ラ
ン
５
」
の
策
定

年
度
に
当
た
っ
て
お
り
、
次
の
五

つ
の
視
点
で
進
め
る
。
①
医
療
と

の
連
携
強
化
、
②
介
護
サ
ー
ビ
ス

いわてデスティネーションキャンペーン

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

識
し
て
い
る
。

議
員

い
わ
て
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
予

定
だ
が
、「
釜
石
の
奇
跡
」
と
言
わ

れ
る
、
子
供
た
ち
の
避
難
ル
ー
ト

を
生
き
た
手
本
と
し
て
ツ
ア
ー
の

企
画
に
盛
込
め
な
い
か
。

部
長

遠
野
・
釜
石
号
は
、
鉄
の

歴
史
館
、
鈴
子
地
区
の
仮
設
店
舗

で
買
い
物
と
食
事
等
で
２
時
間
程

度
の
滞
在
予
定
。
子
供
た
ち
の
避

難
ル
ー
ト
の
紹
介
は
難
し
い
が
、

菊 池 秀 明
民政クラブ

津
波
防
災
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
は

第三者による検証が必要
鵜住居地区防災センターへの対応

日
本
共
産
党
議
員
団

菊
池

孝

の
充
実
強
化
、
③
健
康
づ
く
り
、

予
防
の
充
実
強
化
、
④
多
様
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
権
利

擁
護
、
⑤
高
齢
者
の
住
ま
い
の
整

備
。

議
員

高
齢
者
を
考
慮
し
た
復
興

住
宅
の
建
設
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

部
長

高
齢
者
に
配
慮
し
た
復
興

公
営
住
宅
整
備
は

年
度
か
ら
３

２３

年
間
で
、
約
千
戸
を
建
設
す
る
。

議
員

ひ
と
り
暮
ら
し
が
多
い
の

で
、
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
強
化

を
す
べ
き
で
は
。

部
長

緊
急
通
報
装
置
の
設
置
に

加
え
、
高
齢
者
を
支
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
。

スポーツ少年団活動
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６
分
程
度
お
く
れ
さ
せ
た
ほ
か
、

津
波
高
を
約
４
割
、
遡
上
高
を
約

５
割
低
減
す
る
な
ど
一
定
の
減
災

効
果
を
発
揮
し
、
数
多
く
の
と
う

と
い
生
命
を
守
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
津

波
を
せ
き
と
め
た
こ
と
で
、
湾
の

内
と
外
に
極
端
な
水
位
差
が
生
じ
、

ケ
ー
ソ
ン
が
港
の
内
側
に
押
さ
れ

る
と
と
も
に
、
基
礎
マ
ウ
ン
ド
が

越
流
に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
ケ
ー
ソ

ン
が
滑
落
し
、
全
長
１
９
６
０
㍍

の
湾
口
防
波
堤
は
、
北
提
９
９
０

㍍
と
開
口
部
３
０
０
㍍
が
ほ
ぼ
全

域
で
倒
壊
、
南
提
は
６
７
０
㍍
の

う
ち
３
６
０
㍍
が
倒
壊
被
害
を
受

議
員

釜
石
港
湾
口
防
波
堤
の
復
旧
工
事
着

工
式
が
と
り
行
わ
れ
た
が
、
復
旧
工
事
は
ど

の
よ
う
な
作
業
工
程
で
行
わ
れ
る
の
か
。
ま

た
、
倒
壊
し
た
ケ
ー
ソ
ン
の
状
況
は
。

副
市
長

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
津

波
襲
来
時
、
中
心
市
街
地
へ
の
到
達
時
間
を

け
た
。
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
で

は
、
湾
口
防
波
堤
を
多
重
防
御
を

形
成
す
る
第
一
線
堤
と
し
て
位
置

づ
け
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

議
員

震
災
に
よ
り
多
く
の
事
業

所
や
産
業
基
盤
が
失
わ
れ
、
こ
れ

に
伴
っ
て
多
く
の
方
々
が
職
を
失

う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
産
業

の
再
生
と
雇
用
の
場
の
確
保
・
創

出
に
向
け
た
見
解
は
。

部
長

本
年
１
月
の
有
効
求
人
倍

率
は
、
復
興
需
要
や
事
業
再
生
を

果
た
し
た
事
業
所
な
ど
の
求
人
増

加
に
よ
っ
て
、
０
・

倍
と
昨
年

６８

同
月
を
０
・

ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

２５

数
値
上
は
大
き
く
改
善
し
て
い
る

が
、
求
人
の
多
く
が
正
社
員
以
外

で
あ
り
、
雇
用
条
件
が
合
わ
な
い

な
ど
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕

在
化
し
て
い
る
。
失
業
給
付
の
大

幅
な
延
長
に
伴
っ
て
就
職
活
動
へ

の
意
欲
低
下
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
対
応
し
た

求
職
者
へ
の
職
業
訓
練
支
援
、
グ

ル
ー
プ
補
助
金
を
初
め
、
助
成
制

度
に
加
え
て
雇
用
の
場
の
安
定
確

保
に
向
け
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

ロ
リ
菌
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

除
菌
療
法
を
行
う
と
、
胃
が
ん
の

リ
ス
ク
が
下
が
る
と
も
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
先
進
自
治
体
の

情
報
を
収
集
し
、
検
診
機
関
等
と

の
協
議
を
行
い
な
が
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
。

議
員

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
住
宅
の
建
設
に
は
、
高
齢
者

の
視
点
に
立
っ
た
検
討
が
肝
要
で

あ
る
。
今
後
、
一
斉
に
建
設
が
進

め
ら
れ
る
復
興
公
営
住
宅
で
は
孤

立
化
さ
せ
な
い
た
め
の
施
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

部
長

高
齢
化
率
が

・
６
％
、

３６

仮
設
住
宅
で

歳
以
上
の
同
居
者

６５

議
員

胃
が
ん
は
、

当
市
の
死
亡
原
因

の
上
位
を
占
め
て

い
る
が
検
診
の
受

診
率
が
低
い
状
況

に
あ
る
。
そ
れ
は

な
ぜ
な
の
か
背
景

に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
胃
が
ん
の
罹
患
者
は
ピ
ロ

リ
菌
の
感
染
者
で
あ
り
、
世
界
保

健
機
構
や
国
際
が
ん
研
究
機
構
で

も
、
ピ
ロ
リ
菌
が
胃
が
ん
の
発
が

ん
因
子
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。

胃
が
ん
予
防
に
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌

が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
査

が
容
易
な
尿
素
呼
気
試
験
法
を
用

い
て
、
胃
が
ん
対
策
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

部
長

胃
が
ん
検
診
の
受
診
率
が

低
調
な
一
因
と
し
て
、
胃
部
診
察

の
通
院
者
が
、
他
の
検
診
と
比
べ

て
多
い
こ
と
や
、
早
朝
の
検
診
の

た
め
に
、
当
日
の
辞
退
者
が
多
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ピ

検診車

雇
用
を
取
り
巻
く
状
況
は

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕
在
化

世
紀
の
会

２１
平
野
弘
之

公

明

党

細
田
孝
子

協議・研究していきたい！
胃がん予防にピロリ菌検査を

が
い
る
世
帯
が

・
７
％
だ
。
こ

４３

の
現
状
か
ら
も
高
齢
者
に
配
慮
し

た
住
宅
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
交
流
を
促
す
共
有

ス
ペ
ー
ス
の
整
備
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
維
持
に
配
慮
し
、
孤
立

化
さ
せ
な
い
施
策
を
考
え
て
い
き

た
い
。

議
員

震
災
の
影
響
で
、
実
施
時

期
が
お
く
れ
た
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
で
は
、
３
回
の
摂
取
が
年
度

内
に
終
わ
ら
な
い
方
も
い
る
。
こ

の
助
成
事
業
は
、
平
成

年
度
も

２４

継
続
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
年
度
を

越
え
た
方
に
対
し
て
も
助
成
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長

１
回
目
を

年
度
内
に
接

２３

種
し
た
方
は
、

年
度
で
助
成
す

２４

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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公
営
住
宅
の
入
居
選
定
に

お
い
て
は
、
震
災
前
後
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
を
図
り
た

い
と
の
こ
と
だ
。
現
在
、
市
内
の

仮
設
住
宅
に
は
、
他
市
町
の
世
帯

問

県
施
工
の
住
宅
は
、
基
本

的
に
地
区
以
外
の
入
居
が
可

能
だ
が
、
果
た
し
て
そ
れ
で
い
い

の
か
、
今
後
の
入
居
基
準
を
含
め

た
管
理
に
つ
い
て
県
と
協
議
し
た

い
。
ま
た
、
市
全
体
の
考
え
と
し

て
、
片
岸
・
鵜
住
居
地
区
に
、
希

望
戸
数
以
上
の
住
宅
を
建
設
し
、

大
槌
町
か
ら
の
受
け
入
れ
が
で
き

な
い
か
県
と
調
整
し
て
い
る
。

答

甲
子
町
関
沢
地
区
に
建
設

予
定
の
道
の
駅
に
つ
い
て
、

事
業
内
容
と
開
業
時
期
は
。
ま
た
、

活
用
策
と
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
。

問

今
年
度
は
用
地
造
成
と
実

施
設
計
を
予
定
し
て
い
る
。

開
業
は

年
度
末
な
い
し

年
度

２５

２６

早
々
。

時
間
使
用
で
き
る
ト
イ

２４

レ
、
駐
車
場
と
情
報
発
信
機
能
を

持
た
せ
た
施
設
を
整
備
す
る
。
ま

た
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
を
工
夫
し
た
い
。

答

子
供
た
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害
）
へ
の
対
応
は
。

問

市
内
で
は
、
２
名
の
児
童

が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
た

が
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

指
導
に
よ
り
現
在
は
落
ち
着
き
、

通
常
の
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

答 子
供
た
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

へ
の
対
応

震
災
に
よ
る
加
配
教
員
の

状
況
は
。

問

震
災
後
、
各
学
校
の
支
援

の
た
め

名
の
教
員
が
配
置

２０

さ
れ
て
い
る
。

年
度
も
復
興
加

２４

配
と
し
て
、
引
き
続
き

名
を
配

２０

置
し
子
供
た
ち
へ
の
対
応
に
当
た

る
。 答

震
災
に
よ
る
損
失
額
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
供
給

で
き
た
地
域
は
。

問

損
失
額
は
復
興
プ
ラ
ン
を

立
て
な
い
と
具
体
的
に
出
せ

な
い
が
、
最
低
で
も

億
円
以
上
。

３０

給
水
で
き
た
地
区
は
中
妻
以
西
で
、

非
常
用
発
電
機
を
設
置
し
て
い
た

た
め
に
給
水
が
可
能
と
な
っ
た
。

答 水
道
事
業
会
計

給
水
車
運
行
の
組
織
体
制

を
検
証
す
べ
き
で
は
。

問

想
定
外
の
災
害
だ
っ
た
た

め
に
日
本
水
道
協
会
を
中
心

と
し
た
給
水
支
援
に
当
た
っ
た
が
、

見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
し
た

い
。 答

震
災
後
、
水
質
の
変
化
は

あ
っ
た
の
か
。

問

水
質
は
震
災
前
後
で
変
化

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
唐

丹
、
鵜
住
居
地
区
で
は
海
水
が
混

入
し
た
た
め
に
数
値
に
変
化
が
生

じ
た
が
、
現
在
は
問
題
な
い
。

答

震
災
に
よ
る
加
配
教
員

釜
石
の
西
の
玄
関
口
に

道

の

駅

学
校
給
食
食
材
の
放
射
性

物
質
測
定
装
置
の
配
置
検
討

問

県
が

カ
所
の
県
立
学
校

１１

に
配
置
し
、
食
材
の
放
射
性

物
質
濃
度
の
測
定
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

答

給
食
の
放
射
性
物
質
測
定

年
以
上
に
わ
た
っ
て
多

５０
く
の
優
秀
な
選
手
を
は
ぐ
く

ん
で
き
た
松
倉
陸
上
競
技
場
施
設

の
一
部
を
残
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

問

陸
上
競
技
場
は
、
岩
手
国

体
の
開
催
に
伴
っ
て
改
修
す

る
が
、
今
後
、
設
計
に
着
手
す
る

予
定
な
の
で
、
そ
の
中
で
全
体
的

な
レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
討
し
た
い
。

答 陸

上

競

技

場

新
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
代
替
地
が
不
足
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
現
在
の
状
況

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

問

代
替
地
と
し
て
中
妻
、
上

中
島
地
区
に

宅
地
と
３
宅

２５

地
、
計

宅
地
を
予
定
し
て
い
る
。

２８

フ
ル
イ
ン
タ
ー
の
場
合
、
移
転
対

象
は
約
１
０
０
戸
と
な
る
の
で
、

今
後
、
民
有
地
、
市
有
地
の
積
極

的
な
確
保
に
努
め
た
い
。

答 新
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

食
材
の
測
定
装
置
を
市
単

独
で
購
入
し
て
は
。

問

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。

答

す
べ
て
の
食
材
は
安
全
か
。

問

厚
生
労
働
省
の
現
行
の
暫

定
規
制
値
を
超
え
た
場
合
は

出
荷
停
止
す
る
措
置
が
と
ら
れ
て

い
る
。
産
地
等
に
留
意
し
て
、
安

全
な
も
の
を
提
供
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
心
配
な
食
材
に
つ

い
て
は
、
測
定
結
果
等
を
業
者
か

ら
入
手
し
、
疑
い
の
あ
る
食
材
に

つ
い
て
は
納
入
を
取
り
消
し
て
い

る
。 答

震
災
に
よ
る
子
供
た
ち
の

学
力
の
お
く
れ
が
心
配
だ
。

学
習
支
援
室
設
置
の
内
容
は
。

問

仮
設
住
宅
に
入
っ
て
家
庭

学
習
が
思
う
よ
う
に
で
き
な

い
実
情
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
寸
断
さ
れ
て
、
子
供
た

答 学

習

支

援

室

ち
が
の
び
の
び
と
活
動
で
き
な
い

状
況
だ
。
青
年
海
外
協
力
協
会
に

委
託
し
て
資
格
を
持
っ
た
職
員
に

学
習
指
導
し
て
も
ら
う
の
が
学
習

支
援
室
だ
。
鈴
子
の
教
育
セ
ン

タ
ー
で
行
い
、
今
年
の
５
月
か
ら

来
年
の
３
月
ま
で
の
計
画
だ
。

復
興
公
営
住
宅
の
具
体
的

な
場
所
及
び
県
と
市
の
施
工

割
合
は
。

問

今
年
度
は
県
営
住
宅
と
し

て
野
田
、
平
田
に
１
６
０
戸
、

ま
た
、
花
露
辺
地
区
も
土
地
が
確

定
し
た
も
の
か
ら
設
計
に
入
る
。

県
・
市
の
施
工
割
合
は
県
５
５
０

戸
、
市
４
５
０
戸
、
全
体
で
１
０

０
０
戸
だ
。

答 災
害
復
興
公
営
住
宅

も
入
居
し
て
い
る
が
、
県
施
工
の

公
営
住
宅
に
他
市
町
か
ら
の
入
居

は
可
能
な
の
か
。

の
そ
の
後
の
経
過
は
。
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日
本
脳
炎
予
防
接
種
委
託

料
が
ふ
え
て
い
る
理
由
は
。

問

予
防
接
種
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
副
作
用
が
出
た
た
め
に
一

時
中
断
さ
れ
て
い
た
。
今
回
、
新

し
い
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
２４

年
度
分
に
加
え
、
中
断
さ
れ
て
い

た
分
も
含
め
て
確
保
で
き
た
の
で

委
託
料
が
ふ
え
た
も
の
だ
。

答 日
本
脳
炎
予
防
接
種

放
射
能
の
影
響
に
よ
る
牛

や
シ
イ
タ
ケ
の
販
売
価
格
へ

の
影
響
と
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

暫
定
規
制
値
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
、
和
山
、
楢
ノ
木
平

両
牧
場
と
シ
イ
タ
ケ
生
産
者
へ
の

対
応
は
。

問

牛
と
シ
イ
タ
ケ
の
販
売
価

格
が
下
落
し
て
い
る
。
ま
た
、

経
営
が
弱
体
で
あ
り
、
必
要
な
対

策
を
講
じ
た
い
。
牧
場
は
早
期
の

放
牧
再
開
と
代
替
飼
料
の
確
保
に

努
め
た
い
。
シ
イ
タ
ケ
は
、
原
木

の
更
新
や
融
資
対
策
と
な
る
。

答

復
興
住
宅
供
給
を
目
指
す

供
給
シ
ス
テ
ム
の
沿
革
は
。

問

釜
石
地
方
森
林
組
合
が
中

心
に
木
材
を
供
給
。
加
工
は

遠
野
市
の
木
工
団
地
の
協
力
に
よ

る
構
造
材
の
乾
燥
処
理
、
製
材
を

行
い
な
が
ら
、
地
元
製
材
所
も
活

答 復
興
住
宅
へ
の
木
材
供
給

当
市
の
地
域
型
モ
デ
ル
住

宅
の
考
え
と
、
価
格
設
定
は
。

問

単
身
者
や
２
人
世
帯
向
け

の
、
比
較
的
小
さ
い
プ
ラ
ン

や
、
子
育
て
世
帯
向
け
の
プ
ラ
ン

等
を
進
め
て
い
る
。
木
造
在
来
工

法
を
主
体
に
、
な
る
べ
く
安
い
価

格
で
提
供
し
た
い
。
面
積
規
模
、

価
格
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。

答

復
興
釜
石
新
聞
発
行
事
業

の
内
容
は
。
ま
た
、
広
告
料

収
入
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

問

復
興
情
報
を
主
と
し
て
週

２
回
、
新
聞
と
し
て
発
行
し

全
戸
配
布
し
て
い
る
。
運
営
費
は
、

市
か
ら
の
委
託
料
で
賄
っ
て
い
る
。

広
告
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
委
託

料
が
広
告
収
入
と
同
額
分
減
額
さ

れ
て
い
る
。

答 復
興
釜
石
新
聞

放
射
能
に
よ
る

牛
や
シ
イ
タ
ケ
へ
の
影
響

シ
カ
被
害
対
策
費
が
減
少

し
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

ま
た
、
猟
友
会
の
現
状
と
、
シ
カ

被
害
の
抜
本
的
な
被
害
対
策
は
。

問

誘
導
柵
事
業
費
を
削
減
し

て
い
る
。
猟
友
会
は
メ
ン

バ
ー
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
し

て
お
り
、
よ
り
良
い
対
策
を
考
え

た
い
。

答

猟
友
会
の
現
状
と

シ
カ
被
害
対
策

基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業

の
復
旧
状
況
は
。

問

震
災
前
の
養
殖
棚
が
３
千

台
近
く
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

現
在
は
１
４
８
６
台
と
３
分
の
１

ま
で
復
旧
。
作
業
小
屋
、
倉
庫
等

は
順
次
進
め
て
い
く
予
定
だ
。

答 水
産
業
の
復
旧
状
況

地
元
建
設
業
界
の
施
工
能

力
は
。

問

市
内
の
業
者
は
約

社
と

４０

考
え
て
お
り
、
１
年
で
４
件

の
施
工
が
可
能
と
す
れ
ば
、
１
０

０
件
程
度
と
考
え
て
い
る
。

答

水
産
業
の
復
旧
に
向
け
た

漁
業
従
事
者
の
動
態
は
。

問

従
事
者
は
１
５
５
４
人
程

度
で
、
う
ち

歳
以
上
が
１

７５

７
０
名
と
１
割
程
度
お
り
、
引
退

す
る
人
も
多
く
、
若
い
人
に
定
置

網
漁
業
へ
の
従
事
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

答

塩
蔵
わ
か
め
製
造
は
。

問

共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
機
械
等
が
そ
ろ
わ
な
い

た
め
多
く
は
生
出
荷
と
な
る
。

答

用
す
る
。
建
築
は
、
岩
手
県
建
築

士
会
釜
石
支
部
が
協
力
す
る
。
地

元
工
務
店
を
窓
口
に
住
宅
発
注
供

給
し
て
い
く
。
７
～
８
月
に
は
、

部
材
の
供
給
体
制
を
備
え
な
が
ら

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
提
案
を
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

魚
市
場
の
平
成

年
度
の

２３

水
揚
げ
と
、

年
度
の
予
想

２４

及
び
課
題
は
。

問

年
２
月
末
で
７
５
０
０

２３
㌧
、
金
額
で

億
５
千
万
円

１４

ほ
ど
。

年
度
予
想
は
５
カ
年
計

２４

画
で
は

億
円
。
課
題
は
地
元
漁

２０

船
が
少
な
い
こ
と
等
で
あ
る
。

答 魚

市

場

１
社
３
億
円
の
工
場
取
得

補
助
金
の
雇
用
者
数
と
全
体

の
従
業
員
数
は
。
ま
た
、
雇
用
は

正
社
員
か
。

問

新
規
の
雇
用
者
数
は

名
１０

以
上
で
、
全
体
の
従
業
員
数

は
１
１
５
０
人
。
交
付
金
の
目
的

か
ら
、
今
回
の
十
数
名
の
雇
用
は

正
社
員
で
あ
る
。

答 工
場
取
得
補
助
金

被
災
し
た
事
業
所
の
事
業

再
開
へ
の
動
向
に
つ
い
て
把

握
し
て
い
る
の
か
。

問

被
災
し
た
６
７
４
事
業
所

の
う
ち
、
調
査
済
み
事
業
所

答 被
災
事
業
所
の
事
業
再
開

新
年
度
予
算
で
重
点
的
に

取
り
組
む
も
の
は
。
ま
た
、

小
規
模
事
業
者
へ
の
再
建
支
援
補

助
金
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

問

こ
れ
ま
で
支
援
の
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
全
壊
し
た
小

規
模
事
業
者
へ
の
再
建
支
援
補
助

金
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
国
・

県
の
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
さ
ら
な

る
活
用
に
も
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
み
、
被
災
事
業
者

の
事
業
再
開
を
強
力
に
支
援
し
た

い
。
あ
わ
せ
て
、
国
の
雇
用
創
出

基
金
を
活
用
し
た
雇
用
創
出
事
業

で
短
・
中
期
の
雇
用
創
出
に
も
引

き
続
き
取
り
組
み
た
い
。

答 は
５
４
７
事
業
所
で
、
そ
の
う
ち

３
８
３
事
業
所
（

％
）
が
事
業

７０

再
開
を
果
た
し
て
い
る
ほ
か
、
廃

業
は

事
業
所
（

％
）、
再
開
し

５５

１０

た
い
が
目
途
が
立
た
な
い
が

事
２７

業
所
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
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項
を
付
託
し
て
い
る
が
、
そ
の
結

果
を
受
け
、
ご
遺
族
へ
の
説
明
会

を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

議
員

湾
口
防
波
堤
の
建
設
は
１

年
経
た
な
い
中
で
の
着
工
と
な
っ

て
い
る
が
、
両
石
や
仮
宿
へ
の

「
返
し
波
」
の
検
証
を
行
わ
な
い

こ
と
は
、
当
市
の
歴
史
に
汚
点
を

残
す
こ
と
に
な
る
。
第
三
者
に
よ

る
検
証
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

副
市
長

独
立
行
政
法
人
港
湾
空

港
技
術
研
究
所
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
影
響
が
大
き
な
も

の
で
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
各
種
研
究
機
関
等
に

議
員

東
日
本
大

震
災
で
、
津
波
の

避
難
場
所
に
指
定

さ
れ
て
い
な
か
っ

た
鵜
住
居
地
区
防

災
セ
ン
タ
ー
で
、

１
０
０
人
前
後
が

避
難
し
た
う
ち
、

人
の
と
う
と
い
命
が
奪
わ
れ
た
。

６３市
は
検
証
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、

検
証
作
業
を
進
め
て
き
た
が
、
犠

牲
と
な
ら
れ
た
方
々
や
市
民
が
納

得
で
き
る
今
後
の
対
応
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長

多
く
の
市
民
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
を
厳
粛
に
重
く
受
け
止
め

て
い
る
。
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
説
明
会
を
こ
れ
ま

で
２
回
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
検

証
委
員
会
は
行
政
独
自
の
検
証
で

は
な
く
、
第
三
者
に
よ
る
検
証
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
釜
石
市
東
日

本
大
震
災
検
証
委
員
会
に
鵜
住
居

地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
事

よ
る
検
証
が
進
め
ら
れ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

中
学
校
の
体
育
授
業
で
新

年
度
か
ら
柔
道
や
剣
道
な
ど
の
武

道
が
必
修
化
さ
れ
る
中
で
、
柔
道

の
安
全
性
が
大
き
く
問
わ
れ
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
。
武
道
の
必
修

化
を
前
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
守
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長

指
導
前
に
生
徒
の
健
康

状
態
の
把
握
、
指
導
中
の
体
調
の

変
化
へ
の
配
慮
、
体
調
に
異
常
を

感
じ
た
と
き
の
中
止
の
徹
底
、
初

心
者
へ
の
受
身
の
指
導
、
施
設
や

用
具
等
の
安
全
点
検
な
ど
の
練
習

環
境
へ
の
配
慮
、
事
故
を
防
ぐ
た

め
の
学
校
向
け
解
説
書
な
ど
を
各

学
校
へ
徹
底
し
た
い
。

語
り
部
の
説
明
等
を
検
討
す
る
。

議
員

実
体
験
を
生
か
し
た
津
波

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
早
期
作
成
し

議
員
「
釜
石
の
奇
跡
」
の
源
の

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
を
ま
ち
お

こ
し
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
活
用

し
て
は
。

部
長
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」が
市

の
津
波
防
災
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ

う
行
政
と
市
民

が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
認

津
波
防
災
を
市
民
に
徹
底
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

部
長

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
行
動
計
画

を
策
定
す
る
際
は
、
実
体
験
を
有

効
に
活
用
し
誰
も
が
理
解
で
き
る

明
瞭
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

議
員

当
市
の
高
齢
化
は
国
・
県

を
上
回
る
速
度
で
進
展
し
て
い
る
。

高
齢
化
対
策
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン

は
。

市
長

年
度
は
、「
か
ま
い
し

２４

供
ほ
っ
僑
と
プ
ラ
ン
５
」
の
策
定

年
度
に
当
た
っ
て
お
り
、
次
の
五

つ
の
視
点
で
進
め
る
。
①
医
療
と

の
連
携
強
化
、
②
介
護
サ
ー
ビ
ス

いわてデスティネーションキャンペーン

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

識
し
て
い
る
。

議
員

い
わ
て
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
予

定
だ
が
、「
釜
石
の
奇
跡
」
と
言
わ

れ
る
、
子
供
た
ち
の
避
難
ル
ー
ト

を
生
き
た
手
本
と
し
て
ツ
ア
ー
の

企
画
に
盛
込
め
な
い
か
。

部
長

遠
野
・
釜
石
号
は
、
鉄
の

歴
史
館
、
鈴
子
地
区
の
仮
設
店
舗

で
買
い
物
と
食
事
等
で
２
時
間
程

度
の
滞
在
予
定
。
子
供
た
ち
の
避

難
ル
ー
ト
の
紹
介
は
難
し
い
が
、

菊 池 秀 明
民政クラブ

津
波
防
災
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
は

第三者による検証が必要
鵜住居地区防災センターへの対応

日
本
共
産
党
議
員
団

菊
池

孝

の
充
実
強
化
、
③
健
康
づ
く
り
、

予
防
の
充
実
強
化
、
④
多
様
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
権
利

擁
護
、
⑤
高
齢
者
の
住
ま
い
の
整

備
。

議
員

高
齢
者
を
考
慮
し
た
復
興

住
宅
の
建
設
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

部
長

高
齢
者
に
配
慮
し
た
復
興

公
営
住
宅
整
備
は

年
度
か
ら
３

２３

年
間
で
、
約
千
戸
を
建
設
す
る
。

議
員

ひ
と
り
暮
ら
し
が
多
い
の

で
、
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
強
化

を
す
べ
き
で
は
。

部
長

緊
急
通
報
装
置
の
設
置
に

加
え
、
高
齢
者
を
支
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
。

スポーツ少年団活動
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全
国
各
地
、
海
外
か
ら
も
数
多
く

の
支
援
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
支

援
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
三
陸

の
拠
点
都
市
と
し
て
復
興
を
成
し

遂
げ
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
よ
り
良

い
釜
石
を
創
造
し
、
希
望
の
持
て

る
ま
ち
釜
石
を
次
の
世
代
へ
と
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
を
我
々
の
使

命
と
し
、
１
日
も
早
い
復
興
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員

鵜
住
居
地
区
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
に
か
か
わ
る

営
住
宅
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
具

体
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

の
さ
ら
な
る
展
開
は
。

部
長

森
林
資
源
を
余
す
と
こ
ろ

な
く
使
い
切
る
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
。
用
材
利
用
に
つ
い
て
広
域
連

携
に
よ
る
住
宅
供
給
シ
ス
テ
ム
を

軌
道
に
乗
せ
、
将
来
的
に
は
地
域

外
へ
の
住
宅
販
売
へ
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
新
た
な
産
業
興

し
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

議
員

地
域
材
活
用
に
よ
る
復
興

住
宅
の
取
り
組
み
状
況
は
。

部
長

釜
石
、
遠
野
、
大
槌
の
２

市
１
町
の
関
連
業
者
・
団
体
の
構

成
に
よ
る
「
上
閉
伊
地
域
林
業
・

木
材
・
住
宅
産
業
振
興
協
議
会
」

が
発
足
し
、
個
人
住
宅
、
復
興
公

は
、
地
権
者
等
と
の
交
渉
や
詳
細

な
設
計
、
そ
し
て
工
事
へ
と
復
興

議
員

３
月
４
日

に
両
石
地
域
を
最

後
に
釜
石
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
案
が

お
お
む
ね
合
意
さ

れ
、

地
区
全
て

２１

で
の
合
意
が
な
さ

れ
た
。
復
興
元
年

が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
だ
と
の
思
い

だ
。
ま
た
、
３
月
２
日
は
復
興
庁

が
復
興
交
付
金
第
一
回
配
分
額
を

発
表
し
、
釜
石
市
は
１
７
５
億
７

千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
計
画
し

て
い
た
事
業
は
ど
の
よ
う
に
推
進

さ
れ
て
い
く
の
か
。

市
長

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
地
域
別
土
地

利
用
計
画
に
つ
い
て
、
地
域
と
の

懇
談
を
重
ね
取
り
組
ん
で
き
た
結

果
、
３
月
当
初
を
も
っ
て
住
民
の

皆
様
よ
り
了
承
を
い
た
だ
き
、
住

民
と
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

同
一
の
目
的
の
も
と
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
今
後

多
重
防
御
の
あ
り
方
が
明
確
に
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

副
市
長

海
抜
・
５
㍍
の
防
潮

１４

堤
、
河
口
に
は
水
門
を
設
置
す
る
。

ま
た
、
よ
り
高
い
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、
沿
岸
部
に
隣
接
す
る

地
域
は
公
園
用
地
、
居
住
地
域
は

山
側
に
設
定
。
地
域
内
の
排
水
を

考
慮
し
道
路
を
含
む
宅
地
地
盤
の

か
さ
上
げ
に
つ
い
て
提
案
し
て
い

る
。
鉄
道
軌
道
敷
の
高
さ
に
つ
い

て
は
Ｊ
Ｒ
の
復
旧
計
画
と
当
市
の

土
地
利
用
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
つ
つ
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
い
く
。

議
員

緑
の
シ
ス
テ
ム
創
造
事
業

よ
り
良
い
新
生
釜
石
の
創
造
を

郷
土
の
再
生
を
ど
の
よ
う
に

川 﨑 勇 一
海 盛 会

議
員

か
つ
て
釜
石
は
、
我
が
国

の
復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
震
災
か
ら
復
興
を
果
た

し
、
沿
岸
部
に
お
け
る
拠
点
都
市

と
し
て
地
域
を
牽
引
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
次
の
世
代
に

世
紀
の
会

２１古
川
愛
明

ＵＲ都市再生機構と外部団体で
復興まちづくり計画実施の形態は

継
ぐ
郷
土
の
再

生
に
向
け
た
市

長
の
考
え
は
。

市
長

震
災
後
、

地域材を活用した住宅

大浜渡橋から見る鵜住居町

の
核
心
部
分
に
移
行
し
て
い
く
が
、

早
期
の
復
興
を
行
う
た
め
に
は
膨

大
な
事
業
を
い
か
に
効
率
的
に
進

め
て
い
く
か
が
課
題
だ
。

議
員

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
計

２１

画
案
が
お
お
む
ね
決
ま
っ
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
、
今
後
ど
の

よ
う
な
形
で
実
施
に
移
さ
れ
て
い

く
の
か
。

市
長

市
内
５
地
区
に
お
い
て
、

事
業
実
施
を
予
定
し
て
い
る
都
市

再
生
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

直
接
買
収
に
よ
っ
て
整
備
を
行
う

場
合
と
異
な
り
、
法
の
厳
格
な
手

続
き
規
定
に
基
づ
き
、
全
て
の
関

係
権
利
者
の
理
解
の
も
と
行
う
事

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
知

識
と
膨
大
な
労
力
を
要
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
着
実
な
事
業
推

進
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
充
実
し
た
復
興
事
業
の
推
進
体

制
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
新
年
度
よ
り
市
役
所

の
組
織
を
見
直
し
、
さ
ら
に
は
全

国
の
自
治
体
か
ら
の
職
員
派
遣
な

ど
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら

体
制
強
化
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機

構
を
初
め
外
部
団
体
と
復
興
事
業

の
推
進
に
向
け
た
支
援
体
制
を
構

築
す
べ
く
調
整
を
進
め
て
い
る
。
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イ
オ
ン
の
進
出
に
関
し
、

既
存
の
商
店
街
へ
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

問

周
辺
市
町
村
か
ら
の
買
い

物
等
の
交
流
人
口
の
呼
び
込

み
に
加
え
、
東
部
の
ま
ち
づ
く
り

全
体
の
中
で
の
配
置
・
系
統
・
ま

ち
の
つ
な
が
り
も
含
め
、
交
流
人

口
が
ま
ち
全
体
に
回
流
す
る
工
夫

を
考
え
た
い
。

答 大
型
店
舗
イ
オ
ン
進
出

配
分
委
員
会
は
ど
の
よ
う

な
メ
ン
バ
ー
か
。

問

社
会
福
祉
協
議
会
長
、
市

議
会
民
生
常
任
委
員
長
、
民

生
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
、
日

本
赤
十
字
社
岩
手
県
支
部
釜
石
市

答

義
援
金
の
受
領
状
況
は
。

問

月

日
現
在
、
国
・
県

１１

１８

か
ら
の
受
領
金
額
は

億
４

７０

８
０
６
万
円
ほ
ど
で
、
市
に
直
接

寄
せ
ら
れ
た
分
は
約
４
億
２
４
９

９
万
円
で
あ
る
。
今
年
の
３
月
１５

日
現
在
、
市
に
直
接
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
は
約
４
億
５
０
０
６
万
円

で
、
お
よ
そ
２
５
０
７
万
円
の
増

に
な
っ
て
い
る
。

答

被
災
者
支
援
バ
ス
運
行
事

業
の
運
賃
、
運
行
期
間
は
。

問

運
賃
を
一
部
改
正
し
、
最

高
で
２
０
０
円
と
な
る
。
運

行
期
間
は
１
年
と
限
定
す
る
。

答 被
災
者
支
援
バ
ス

い
つ
ご
ろ
配
分
さ
れ
る
の

か
。

問

県
の
留
保
額
が

億
円
ほ

３４

ど
あ
り
、
今
後
の
分
と
あ
わ

せ
て
配
分
さ
れ
る
も
の
と
予
測
し

て
い
る
。
市
の
配
分
に
つ
い
て
は
、

配
分
委
員
会
を
開
催
し
、
内
容
、

金
額
等
を
決
め
た
い
。

答

災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
の

津
波
堆
積
物
処
理
経
費
と
、

そ
の
他
経
費
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

問

津
波
堆
積
物
処
理
と
は
瓦

れ
き
に
混
入
し
た
汚
泥
等
の

処
理
の
こ
と
で
、
そ
の
他
経
費
と

は
プ
ロ
パ
ン
や
消
火
器
等
の
危
険

物
処
理
の
こ
と
で
あ
る
。

答

女
性
の
視
点
を
生
か
す
べ

き
と
訴
え
て
き
た
が
、
こ
の

た
び
条
例
が
改
正
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
何
人
の
女
性
委
員
の
登
用
を

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
人
選

す
る
際
に
、
介
護
や
保
育
現
場
で
、

災
害
時
に
弱
者
と
な
る
方
と
直
接

か
か
わ
っ
て
い
る
方
を
登
用
す
べ

問

今
回
の
震
災
で
、
避
難
所

運
営
等
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
の
女
性
の
視
点
が
必
要
だ
ろ

う
と
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
そ

こ
で
、
民
間
か
ら
登
用
す
る
５
名

の
う
ち
、
３
名
以
上
を
女
性
に
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
人
選
に
つ

い
て
は
、
委
員
数
に
限
り
が
あ
る

の
で
、
介
護
や
福
祉
施
設
の
方
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
と
の
意
見

交
換
の
機
会
を
別
に
設
け
、
防
災

会
議
に
生
か
し
た
い
。

答

防

災

会

議

き
と
思
う
が
。

廃
棄
物
処
理
事
業
は
、
当

初
か
ら
地
域
経
済
へ
の
活
性

化
な
ど
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
状

況
は
。

問

解
体
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
板

木
山
の
山
長
Ｊ
Ｖ
、
鵜
住
居

の
小
澤
組
グ
ル
ー
プ
、
混
合
処
理

の
大
成
建
設
に
分
け
て
い
る
。
大

成
建
設
Ｊ
Ｖ
に
よ
る
地
元
と
の
調

整
や
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
監
理

業
務
を
委
託
し
、
協
議
会
を
つ

く
っ
て
進
め
て
い
る
。

答 災
害
廃
棄
物
処
理

義

援

金

当
市
の
仮
設
住
宅
の

歳
６５

以
上
の
入
居
者
数
は
。
そ
の

う
ち
、
独
居
の
人
数
は
。

問

歳
以
上
の
入
居
者
は
１

６５
８
１
８
人
で
、
う
ち
独
居
は

３
５
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

答 仮
設
住
宅
入
居
者

南
三
陸
町
で
行
っ
た
調
査

の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
ま
た
、
歩
行
困
難
者
へ
の
今

後
の
対
応
は
。

問

仮
設
住
宅
に
住
む

歳
以

６５

上
の
高
齢
者
の
３
割
が
被
災

後
に
歩
行
困
難
と
な
り
、
そ
の
後

回
復
し
て
い
な
い
。
環
境
の
変
化

に
よ
り
外
出
や
体
を
動
か
す
機
会

が
減
る
こ
と
で
心
と
体
の
機
能
が

低
下
す
る
「
生
活
不
活
発
病
」
が

原
因
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
介

護
申
請
手
続
き
を
勧
め
る
。

答 地
区
副
地
区
長（
保
健
福
祉
部
長
）、

被
災
者
代
表
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

広
域
処
理
す
る
瓦
れ
き
の

量
及
び
受
け
入
れ
体
制
は

整
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
効
果

的
な
災
害
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

問

災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理

と
し
て
埋
め
立
て
処
分
用
１２

万
㌧
、
木
質
チ
ッ
プ
用
８
万
㌧
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
花
巻
市

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
６
万
㌧
の
可

燃
物
処
理
の
了
解
を
得
た
。
埋
め

立
て
処
分
も
民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
な
が
ら
複
数
の
自
治
体

と
協
議
中
で
新
年
度
早
々
に
は
受

け
入
れ
先
を
示
せ
る
。
効
果
的
な

リ
サ
イ
ク
ル
方
法
と
し
て
は
、
高

炉
ス
ラ
グ
を
復
興
資
材
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
協
議
中
だ
。

答

瓦
れ
き
の
広
域
処
理

自
殺
防
止
対
策
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。
震
災
前
後
の

変
化
は
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養

成
に
は
費
用
が
か
か
る
の
で
は
。

問

生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
や
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
応
援
を

も
ら
い
な
が
ら
、
悩
ん
で
い
る
人

に
声
を
か
け
て
見
守
る
と
い
う
姿

勢
で
対
応
す
る
。
釜
石
市
内
の
自

殺
者
は
平
成

年

人
、

年

２０

１４

２１

１６

人
、

年

人
、

年
は
３
月
か

２２

１３

２３

ら
９
月
ま
で
で

人
だ
。
ゲ
ー
ト

１０

キ
ー
パ
ー
は
資
格
で
は
な
い
の
で

費
用
は
か
か
ら
な
い
。
早
め
に
気

づ
い
て
相
談
に
乗
り
必
要
な
支
援

に
つ
な
ぐ
と
い
う
役
割
だ
。

答 自
殺
防
止
対
策

方
法
は
。
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予算特別委員会は議員全員で構成し、委員長に菊池孝委員、副委員長に古川愛明委員を選出して
３月１６日から２２日までの４日間で各会計の予算及び関係議案の審査を行いました。一般会計では歳
出民生費の増が特に大きく、災害等廃棄物処理事業に１７０億円の予算が計上されています。
平成２４年度一般会計予算は、海盛会、日本共産党議員団の賛成討論の後、全会一致をもって可決

しました。

平成２４年度予算審査 一般会計３８２億９千万円
前年度当初に比べ ２１０億９千万円の増

１０

浸
水
区
域
の
固
定
資
産
税

は
課
税
さ
れ
る
の
か
。

問

平
成

年
度
は
基
本
的
に

２４

非
課
税
だ
が
、
従
前
ど
お
り

居
住
し
た
方
は
半
額
免
除
と
な
る
。

答 固

定

資

産

税

財
政
健
全
化
の
基
本
的
な

考
え
方
は
。

問

年
度
ま
で
の
財
政
運
営

２２
と
は
異
な
り
、
震
災
後
は
市

税
の
確
保
と
、
国
・
県
の
復
旧
・

復
興
の
財
源
有
効
活
用
が
必
要
と

な
る
。

答

法
人
市
民
税
の

年
度
の

２４

見
通
し
は
。

問

法
人
市
民
税
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
市
内
主
要

答

市
民
税
が
前
年
度
と
比
較

し
て
、
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い

な
い
理
由
は
。

問

企
業
の
業
績
が
好
調
に
推

移
し
て
い
る
た
め
に
比
較
的

安
定
し
た
給
与
収
入
が
見
込
め
る

こ
と
と
、
大
手
企
業
に
長
年
勤
務

し
た
年
金
受
給
者
の
割
合
が
高
く
、

震
災
の
影
響
を
著
し
く
受
け
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の

税
収
が
維
持
で
き
た
。

答 市

民

税

固
定
資
産
税
の
評
価
額
が

釜
石
市
は
未
定
と
新
聞
報
道

さ
れ
た
が
な
ぜ
か
。
ま
た
、
評
価

額
の
見
込
み
と
、
震
災
に
よ
る
評

価
額
へ
の
影
響
は
。

問

未
定
の
理
由
は
、
震
災
の

影
響
に
よ
る
事
務
処
理
増
加

で
数
値
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。
評
価
額
は

％
程

１６

度
の
下
落
と
見
込
ん
で
い
る
。
固

定
資
産
税
は
１
月
１
日
現
在
を
価

格
調
査
基
準
日
と
し
て
お
り
、
基

準
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
間
に

価
格
が
下
落
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
価
格
の
下
落
修
正

が
で
き
る
。
震
災
の
影
響
を
踏
ま

え
、
現
在
、
下
落
修
正
を
行
な
っ

て
い
る
。

答

三
陸
鉄
道
は
復
旧
の
予
定

だ
が
、
鉄
路
は
つ
な
が
っ
て

こ
そ
住
民
の
足
と
な
る
。
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
確
定
さ
せ
る
に
は
、

Ｊ
Ｒ
側
か
ら
の
提
案
が
先
に
示
さ

れ
な
い
こ
と
に
は
前
に
進
め
な
い
。

協
議
は
し
て
い
る
の
か
。

問

昨
日
、
情
報
交
換
と
い
う

形
で
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
。

答 Ｊ

Ｒ

の

復

旧

財

政

健

全

化

法

人

市

民

税

被
災
し
た
企
業
も
多
い
が
、

税
収
へ
の
影
響
は
。

問

年
度
に
法
人
市
民
税
の

２３
均
等
割
の
減
免
申
請
が
あ
っ

た
約
３
０
０
社
に
対
し
、
約
１
８

０
０
万
円
ほ
ど
の
減
免
と
な
っ
て

い
る
。
地
元
企
業
の
法
人
税
割
に

つ
い
て
は
、
４
割
程
度
の
減
収
を

見
込
ん
で
い
る
。

答

地
方
交
付
税
が
ふ
え
た
理

由
は
。

問

復
旧
事
業
に
係
る
経
費
、

税
の
落
ち
込
み
等
に
つ
い
て

試
算
し
た
結
果
、
９
億
ほ
ど
の
計

上
と
な
り
、
こ
の
分
が
交
付
税
総

体
の
予
算
を
押
し
上
げ
た
。

答 地

方

交

付

税

企
業
の
中
間
申
告
の
状
況
も
順
調

に
推
移
し
て
お
り
、
円
高
な
ど
厳

し
い
事
業
環
境
の
中
、
中
国
を
中

心
と
す
る
ア
ジ
ア
地
域
の
景
気
拡

大
に
よ
り
業
績
が
回
復
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
法
人
市
民
税
全
体

で
増
と
見
込
ん
だ
。

Ｊ
Ｒ
側
か
ら
は
鉄
路
で
の
復
旧
に

は
時
間
を
要
す
る
、
ま
し
て
路
線

変
更
と
な
れ
ば
相
当
の
時
間
が
必

要
だ
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。
市

と
す
れ
ば
、
あ
く
ま
で
鉄
路
と
し

て
の
復
旧
を
望
む
と
同
時
に
、
Ｂ

Ｒ
Ｔ
の
導
入
に
つ
い
て
は
沿
線
自

治
体
と
の
協
議
が
な
け
れ
ば
結
論

は
出
せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
ス
タ
ジ
ア

ム
建
設
事
業
が
国
に
採
択
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
ど
う
考
え
る

か
。 問

復
興
庁
で
は
、
生
活
の
再

建
が
第
一
で
あ
る
と
の
考
え

で
は
あ
る
が
、
今
後
は
ラ
グ
ビ
ー

だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
ち
お
こ

し
の
一
環
と
し
て
他
の
ス
ポ
ー
ツ

も
含
め
進
め
て
い
き
た
い
。

答 ラ

グ

ビ

ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

今
後
は
、
他
の
自
治
体
と

も
広
域
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

当
市
以
外
の
自
治
体
か
ら

も
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い

と
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た

い
。 答
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く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
が
、
今

後
も
災
害
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

日
頃
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
お
け
る
考
え
方
や
、
あ

り
方
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。

議
員

大
震
災
で
の
被
害
拡
大
は
、

近
代
科
学
文
明
に
君
臨
す
る
浅
は

か
な
人
智
へ
の
警
鐘
だ
っ
た
の
か

と
今
さ
ら
に
し
て
驚
か
さ
れ
た
。

地
域
に
継
承
さ
れ
る
と
う
と
い
経

験
や
智
慧
を
ど
う
取
り
入
れ
る
か
。

市
長

防
潮
堤
等
既
存
の
構
造
物

の
一
定
の
復
旧
整
備
は
行
う
も
の

議
員

未
曾
有
と

い
わ
れ
る
こ
の
度

の
大
震
災
か
ら
何

を
学
び
、
何
を
教

訓
と
し
て
得
ら
れ

た
の
か
、
復
興
に

ど
う
生
か
す
の
か
。

市
長

千
人
を
超

え
る
と
う
と
い
人
命
や
、
多
く
の

貴
重
な
財
産
を
失
う
こ
と
と
な
り
、

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
る
中
で
、
災

害
に
対
す
る
備
え
や
発
生
直
後
の

対
応
、
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
多
く

の
こ
と
を
今
後
へ
の
教
訓
や
反
省

と
し
て
学
ん
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に

お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
に
留
意
し
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
全
て
の
出

発
点
と
位
置
づ
け
る
と
同
時
に
、

改
め
て
自
然
と
の
向
き
合
い
方
で

は
、
畏
敬
の
念
を
持
ち
、
そ
の
も

と
で
暮
ら
し
が
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
考
慮
し
た
上
で
、
ま
ち
づ

の
、
避
難
と
そ
の
誘
導
の
あ
り
方

を
初
め
、
災
害
発
生
時
の
混
乱
を

回
避
で
き
る
よ
う
な
備
え
、
意
識

づ
く
り
な
ど
を
確
実
に
行
っ
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
。
よ
っ

て
、
被
災
に
よ
る
犠
牲
者
や
財
産

の
喪
失
を
極
力
小
さ
く
す
る
減
災

へ
の
対
応
を
最
も
優
先
す
る
取
り

組
み
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
と

し
た
。
具
体
的
に
は
被
災
直
後
の

停
電
に
よ
り
、
各
方
面
と
の
情
報

連
絡
体
制
が
機
能
せ
ず
後
手
に

回
っ
た
反
省
か
ら
主
要
な
公
共
施

設
の
停
電
を
回
避
す
る
た
め
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
具
体
化
し
た
い
。
学
校

建
設
は
複
合
的
機
能
を
備
え
た
地

域
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
い
。

の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
る
保
険
料

の
減
免
は
で
き
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
が
、
現
行
保
険
料
を
維

持
す
る
た
め
の
持
ち
出
し
額
は
、

３
億
円
程
度
と
推
計
し
て
い
る
。

議
員

政
府
は
、
介
護
事
業
所
へ

の
介
護
報
酬
に
つ
い
て
の
実
質
マ

イ
ナ
ス
を
決
め
て
い
る
。
処
遇
改

善
交
付
金
の
廃
止
と
合
わ
せ
れ
ば
、

施
設
に
大
幅
な
減
収
の
恐
れ
が
あ

る
が
、
施
設
へ
の
影
響
を
ど
う
見

る
か
。

部
長

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
等

に
は
十
分
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、

議
員

介
護
保
険
制
度
は
国
の
負

担
割
合
が
か
つ
て
の

％
台
か
ら

５０

％
台
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る

２０も
と
で
、
介
護
給
付
費
の
増
加
分

を
高
齢
者
の
保
険
料
負
担
に
転
換

す
る
の
は
限
界
だ
。
国
庫
負
担
割

合
の
引
き
上
げ

を
国
に
要
望
す

べ
き
で
は
。
ま

た
、
保
険
料
の

直
ち
に
施
設
の
経
営
、
維
持
に
大

き
な
支
障
は
な
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

市内の介護事業所

全
国
市
長
会
の
議
論
を
踏
ま
え
対
応

値
上
げ
を
抑
え
る
た
め
に
一
般
会

計
か
ら
の
持
ち
出
し
が
必
要
と
思

う
が
、
持
ち
出
す
な
ら
金
額
は
い

く
ら
か
。

市
長

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、

そ
の
動
向
に
注
視
し
た
い
。
以
前

か
ら
社
会
保
障
審
議
会
の
中
で
議

論
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
・
受
給

者
範
囲
の
拡
大
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
が
、
制
度
自
体
の
抜
本
的
な
改

善
要
望
を
含
め
、
全
国
市
長
会
で

坂 本 良 子
日本共産党議員団

国
に
負
担
割
合
引
き
上
げ
の
要
望
を

改めて自然への畏敬の念だ
震災から何を学んだのか

公

明

党

山
﨑
長
栄

議
員

仮
設
住
宅
に
住
む
方
々
の

住
ま
い
の
確
保
は
、
自
力
で
生
活

再
建
が
困
難
な
被
災
者
に
ふ
さ
わ

し
い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
型
公
営

住
宅
や
ケ
ア
付
き
公
営
住
宅
等
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
当
局
の
考
え
て
い
る
災
害
公

営
住
宅
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

部
長

国
の
施
策
と
し
て
、
災
害

公
営
住
宅
と
高
齢
者
生
活
支
援
施

設
、
障
が
い
者
福
祉
施
設
及
び
子

育
て
支
援
施
設
の
合
築
・
併
設
を

促
進
す
る
補
助
制
度
も
創
設
さ
れ

て
い
る
。
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面
で

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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全
国
各
地
、
海
外
か
ら
も
数
多
く

の
支
援
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
支

援
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
三
陸

の
拠
点
都
市
と
し
て
復
興
を
成
し

遂
げ
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
よ
り
良

い
釜
石
を
創
造
し
、
希
望
の
持
て

る
ま
ち
釜
石
を
次
の
世
代
へ
と
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
を
我
々
の
使

命
と
し
、
１
日
も
早
い
復
興
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員

鵜
住
居
地
区
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
に
か
か
わ
る

営
住
宅
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
具

体
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

の
さ
ら
な
る
展
開
は
。

部
長

森
林
資
源
を
余
す
と
こ
ろ

な
く
使
い
切
る
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
。
用
材
利
用
に
つ
い
て
広
域
連

携
に
よ
る
住
宅
供
給
シ
ス
テ
ム
を

軌
道
に
乗
せ
、
将
来
的
に
は
地
域

外
へ
の
住
宅
販
売
へ
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
新
た
な
産
業
興

し
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

議
員

地
域
材
活
用
に
よ
る
復
興

住
宅
の
取
り
組
み
状
況
は
。

部
長

釜
石
、
遠
野
、
大
槌
の
２

市
１
町
の
関
連
業
者
・
団
体
の
構

成
に
よ
る
「
上
閉
伊
地
域
林
業
・

木
材
・
住
宅
産
業
振
興
協
議
会
」

が
発
足
し
、
個
人
住
宅
、
復
興
公

は
、
地
権
者
等
と
の
交
渉
や
詳
細

な
設
計
、
そ
し
て
工
事
へ
と
復
興

議
員

３
月
４
日

に
両
石
地
域
を
最

後
に
釜
石
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
案
が

お
お
む
ね
合
意
さ

れ
、

地
区
全
て

２１

で
の
合
意
が
な
さ

れ
た
。
復
興
元
年

が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
だ
と
の
思
い

だ
。
ま
た
、
３
月
２
日
は
復
興
庁

が
復
興
交
付
金
第
一
回
配
分
額
を

発
表
し
、
釜
石
市
は
１
７
５
億
７

千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
計
画
し

て
い
た
事
業
は
ど
の
よ
う
に
推
進

さ
れ
て
い
く
の
か
。

市
長

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
地
域
別
土
地

利
用
計
画
に
つ
い
て
、
地
域
と
の

懇
談
を
重
ね
取
り
組
ん
で
き
た
結

果
、
３
月
当
初
を
も
っ
て
住
民
の

皆
様
よ
り
了
承
を
い
た
だ
き
、
住

民
と
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

同
一
の
目
的
の
も
と
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
今
後

多
重
防
御
の
あ
り
方
が
明
確
に
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

副
市
長

海
抜
・
５
㍍
の
防
潮

１４

堤
、
河
口
に
は
水
門
を
設
置
す
る
。

ま
た
、
よ
り
高
い
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、
沿
岸
部
に
隣
接
す
る

地
域
は
公
園
用
地
、
居
住
地
域
は

山
側
に
設
定
。
地
域
内
の
排
水
を

考
慮
し
道
路
を
含
む
宅
地
地
盤
の

か
さ
上
げ
に
つ
い
て
提
案
し
て
い

る
。
鉄
道
軌
道
敷
の
高
さ
に
つ
い

て
は
Ｊ
Ｒ
の
復
旧
計
画
と
当
市
の

土
地
利
用
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
つ
つ
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
い
く
。

議
員

緑
の
シ
ス
テ
ム
創
造
事
業

よ
り
良
い
新
生
釜
石
の
創
造
を

郷
土
の
再
生
を
ど
の
よ
う
に

川 﨑 勇 一
海 盛 会

議
員

か
つ
て
釜
石
は
、
我
が
国

の
復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
震
災
か
ら
復
興
を
果
た

し
、
沿
岸
部
に
お
け
る
拠
点
都
市

と
し
て
地
域
を
牽
引
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
次
の
世
代
に

世
紀
の
会

２１古
川
愛
明

ＵＲ都市再生機構と外部団体で
復興まちづくり計画実施の形態は

継
ぐ
郷
土
の
再

生
に
向
け
た
市

長
の
考
え
は
。

市
長

震
災
後
、

地域材を活用した住宅

大浜渡橋から見る鵜住居町

の
核
心
部
分
に
移
行
し
て
い
く
が
、

早
期
の
復
興
を
行
う
た
め
に
は
膨

大
な
事
業
を
い
か
に
効
率
的
に
進

め
て
い
く
か
が
課
題
だ
。

議
員

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
計

２１

画
案
が
お
お
む
ね
決
ま
っ
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
、
今
後
ど
の

よ
う
な
形
で
実
施
に
移
さ
れ
て
い

く
の
か
。

市
長

市
内
５
地
区
に
お
い
て
、

事
業
実
施
を
予
定
し
て
い
る
都
市

再
生
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

直
接
買
収
に
よ
っ
て
整
備
を
行
う

場
合
と
異
な
り
、
法
の
厳
格
な
手

続
き
規
定
に
基
づ
き
、
全
て
の
関

係
権
利
者
の
理
解
の
も
と
行
う
事

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
知

識
と
膨
大
な
労
力
を
要
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
着
実
な
事
業
推

進
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
充
実
し
た
復
興
事
業
の
推
進
体

制
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
新
年
度
よ
り
市
役
所

の
組
織
を
見
直
し
、
さ
ら
に
は
全

国
の
自
治
体
か
ら
の
職
員
派
遣
な

ど
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら

体
制
強
化
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機

構
を
初
め
外
部
団
体
と
復
興
事
業

の
推
進
に
向
け
た
支
援
体
制
を
構

築
す
べ
く
調
整
を
進
め
て
い
る
。
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イ
オ
ン
の
進
出
に
関
し
、

既
存
の
商
店
街
へ
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

問

周
辺
市
町
村
か
ら
の
買
い

物
等
の
交
流
人
口
の
呼
び
込

み
に
加
え
、
東
部
の
ま
ち
づ
く
り

全
体
の
中
で
の
配
置
・
系
統
・
ま

ち
の
つ
な
が
り
も
含
め
、
交
流
人

口
が
ま
ち
全
体
に
回
流
す
る
工
夫

を
考
え
た
い
。

答 大
型
店
舗
イ
オ
ン
進
出

配
分
委
員
会
は
ど
の
よ
う

な
メ
ン
バ
ー
か
。

問

社
会
福
祉
協
議
会
長
、
市

議
会
民
生
常
任
委
員
長
、
民

生
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
、
日

本
赤
十
字
社
岩
手
県
支
部
釜
石
市

答

義
援
金
の
受
領
状
況
は
。

問

月

日
現
在
、
国
・
県

１１

１８

か
ら
の
受
領
金
額
は

億
４

７０

８
０
６
万
円
ほ
ど
で
、
市
に
直
接

寄
せ
ら
れ
た
分
は
約
４
億
２
４
９

９
万
円
で
あ
る
。
今
年
の
３
月
１５

日
現
在
、
市
に
直
接
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
は
約
４
億
５
０
０
６
万
円

で
、
お
よ
そ
２
５
０
７
万
円
の
増

に
な
っ
て
い
る
。

答

被
災
者
支
援
バ
ス
運
行
事

業
の
運
賃
、
運
行
期
間
は
。

問

運
賃
を
一
部
改
正
し
、
最

高
で
２
０
０
円
と
な
る
。
運

行
期
間
は
１
年
と
限
定
す
る
。

答 被
災
者
支
援
バ
ス

い
つ
ご
ろ
配
分
さ
れ
る
の

か
。

問

県
の
留
保
額
が

億
円
ほ

３４

ど
あ
り
、
今
後
の
分
と
あ
わ

せ
て
配
分
さ
れ
る
も
の
と
予
測
し

て
い
る
。
市
の
配
分
に
つ
い
て
は
、

配
分
委
員
会
を
開
催
し
、
内
容
、

金
額
等
を
決
め
た
い
。

答

災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
の

津
波
堆
積
物
処
理
経
費
と
、

そ
の
他
経
費
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

問

津
波
堆
積
物
処
理
と
は
瓦

れ
き
に
混
入
し
た
汚
泥
等
の

処
理
の
こ
と
で
、
そ
の
他
経
費
と

は
プ
ロ
パ
ン
や
消
火
器
等
の
危
険

物
処
理
の
こ
と
で
あ
る
。

答

女
性
の
視
点
を
生
か
す
べ

き
と
訴
え
て
き
た
が
、
こ
の

た
び
条
例
が
改
正
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
何
人
の
女
性
委
員
の
登
用
を

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
人
選

す
る
際
に
、
介
護
や
保
育
現
場
で
、

災
害
時
に
弱
者
と
な
る
方
と
直
接

か
か
わ
っ
て
い
る
方
を
登
用
す
べ

問

今
回
の
震
災
で
、
避
難
所

運
営
等
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
の
女
性
の
視
点
が
必
要
だ
ろ

う
と
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
そ

こ
で
、
民
間
か
ら
登
用
す
る
５
名

の
う
ち
、
３
名
以
上
を
女
性
に
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
人
選
に
つ

い
て
は
、
委
員
数
に
限
り
が
あ
る

の
で
、
介
護
や
福
祉
施
設
の
方
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
と
の
意
見

交
換
の
機
会
を
別
に
設
け
、
防
災

会
議
に
生
か
し
た
い
。

答

防

災

会

議

き
と
思
う
が
。

廃
棄
物
処
理
事
業
は
、
当

初
か
ら
地
域
経
済
へ
の
活
性

化
な
ど
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
状

況
は
。

問

解
体
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
板

木
山
の
山
長
Ｊ
Ｖ
、
鵜
住
居

の
小
澤
組
グ
ル
ー
プ
、
混
合
処
理

の
大
成
建
設
に
分
け
て
い
る
。
大

成
建
設
Ｊ
Ｖ
に
よ
る
地
元
と
の
調

整
や
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
監
理

業
務
を
委
託
し
、
協
議
会
を
つ

く
っ
て
進
め
て
い
る
。

答 災
害
廃
棄
物
処
理

義

援

金

当
市
の
仮
設
住
宅
の

歳
６５

以
上
の
入
居
者
数
は
。
そ
の

う
ち
、
独
居
の
人
数
は
。

問

歳
以
上
の
入
居
者
は
１

６５
８
１
８
人
で
、
う
ち
独
居
は

３
５
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

答 仮
設
住
宅
入
居
者

南
三
陸
町
で
行
っ
た
調
査

の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
ま
た
、
歩
行
困
難
者
へ
の
今

後
の
対
応
は
。

問

仮
設
住
宅
に
住
む

歳
以

６５

上
の
高
齢
者
の
３
割
が
被
災

後
に
歩
行
困
難
と
な
り
、
そ
の
後

回
復
し
て
い
な
い
。
環
境
の
変
化

に
よ
り
外
出
や
体
を
動
か
す
機
会

が
減
る
こ
と
で
心
と
体
の
機
能
が

低
下
す
る
「
生
活
不
活
発
病
」
が

原
因
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
介

護
申
請
手
続
き
を
勧
め
る
。

答 地
区
副
地
区
長（
保
健
福
祉
部
長
）、

被
災
者
代
表
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

広
域
処
理
す
る
瓦
れ
き
の

量
及
び
受
け
入
れ
体
制
は

整
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
効
果

的
な
災
害
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

問

災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理

と
し
て
埋
め
立
て
処
分
用
１２

万
㌧
、
木
質
チ
ッ
プ
用
８
万
㌧
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
花
巻
市

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
６
万
㌧
の
可

燃
物
処
理
の
了
解
を
得
た
。
埋
め

立
て
処
分
も
民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
な
が
ら
複
数
の
自
治
体

と
協
議
中
で
新
年
度
早
々
に
は
受

け
入
れ
先
を
示
せ
る
。
効
果
的
な

リ
サ
イ
ク
ル
方
法
と
し
て
は
、
高

炉
ス
ラ
グ
を
復
興
資
材
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
協
議
中
だ
。

答

瓦
れ
き
の
広
域
処
理

自
殺
防
止
対
策
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。
震
災
前
後
の

変
化
は
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養

成
に
は
費
用
が
か
か
る
の
で
は
。

問

生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
や
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
応
援
を

も
ら
い
な
が
ら
、
悩
ん
で
い
る
人

に
声
を
か
け
て
見
守
る
と
い
う
姿

勢
で
対
応
す
る
。
釜
石
市
内
の
自

殺
者
は
平
成

年

人
、

年

２０

１４

２１

１６

人
、

年

人
、

年
は
３
月
か

２２

１３

２３

ら
９
月
ま
で
で

人
だ
。
ゲ
ー
ト

１０

キ
ー
パ
ー
は
資
格
で
は
な
い
の
で

費
用
は
か
か
ら
な
い
。
早
め
に
気

づ
い
て
相
談
に
乗
り
必
要
な
支
援

に
つ
な
ぐ
と
い
う
役
割
だ
。

答 自
殺
防
止
対
策

方
法
は
。
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予算特別委員会は議員全員で構成し、委員長に菊池孝委員、副委員長に古川愛明委員を選出して
３月１６日から２２日までの４日間で各会計の予算及び関係議案の審査を行いました。一般会計では歳
出民生費の増が特に大きく、災害等廃棄物処理事業に１７０億円の予算が計上されています。
平成２４年度一般会計予算は、海盛会、日本共産党議員団の賛成討論の後、全会一致をもって可決

しました。

平成２４年度予算審査 一般会計３８２億９千万円
前年度当初に比べ ２１０億９千万円の増

１０

浸
水
区
域
の
固
定
資
産
税

は
課
税
さ
れ
る
の
か
。

問

平
成

年
度
は
基
本
的
に

２４

非
課
税
だ
が
、
従
前
ど
お
り

居
住
し
た
方
は
半
額
免
除
と
な
る
。

答 固

定

資

産

税

財
政
健
全
化
の
基
本
的
な

考
え
方
は
。

問

年
度
ま
で
の
財
政
運
営

２２
と
は
異
な
り
、
震
災
後
は
市

税
の
確
保
と
、
国
・
県
の
復
旧
・

復
興
の
財
源
有
効
活
用
が
必
要
と

な
る
。

答

法
人
市
民
税
の

年
度
の

２４

見
通
し
は
。

問

法
人
市
民
税
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
市
内
主
要

答

市
民
税
が
前
年
度
と
比
較

し
て
、
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い

な
い
理
由
は
。

問

企
業
の
業
績
が
好
調
に
推

移
し
て
い
る
た
め
に
比
較
的

安
定
し
た
給
与
収
入
が
見
込
め
る

こ
と
と
、
大
手
企
業
に
長
年
勤
務

し
た
年
金
受
給
者
の
割
合
が
高
く
、

震
災
の
影
響
を
著
し
く
受
け
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の

税
収
が
維
持
で
き
た
。

答 市

民

税

固
定
資
産
税
の
評
価
額
が

釜
石
市
は
未
定
と
新
聞
報
道

さ
れ
た
が
な
ぜ
か
。
ま
た
、
評
価

額
の
見
込
み
と
、
震
災
に
よ
る
評

価
額
へ
の
影
響
は
。

問

未
定
の
理
由
は
、
震
災
の

影
響
に
よ
る
事
務
処
理
増
加

で
数
値
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。
評
価
額
は

％
程

１６

度
の
下
落
と
見
込
ん
で
い
る
。
固

定
資
産
税
は
１
月
１
日
現
在
を
価

格
調
査
基
準
日
と
し
て
お
り
、
基

準
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
間
に

価
格
が
下
落
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
価
格
の
下
落
修
正

が
で
き
る
。
震
災
の
影
響
を
踏
ま

え
、
現
在
、
下
落
修
正
を
行
な
っ

て
い
る
。

答

三
陸
鉄
道
は
復
旧
の
予
定

だ
が
、
鉄
路
は
つ
な
が
っ
て

こ
そ
住
民
の
足
と
な
る
。
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
確
定
さ
せ
る
に
は
、

Ｊ
Ｒ
側
か
ら
の
提
案
が
先
に
示
さ

れ
な
い
こ
と
に
は
前
に
進
め
な
い
。

協
議
は
し
て
い
る
の
か
。

問

昨
日
、
情
報
交
換
と
い
う

形
で
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
。

答 Ｊ

Ｒ

の

復

旧

財

政

健

全

化

法

人

市

民

税

被
災
し
た
企
業
も
多
い
が
、

税
収
へ
の
影
響
は
。

問

年
度
に
法
人
市
民
税
の

２３
均
等
割
の
減
免
申
請
が
あ
っ

た
約
３
０
０
社
に
対
し
、
約
１
８

０
０
万
円
ほ
ど
の
減
免
と
な
っ
て

い
る
。
地
元
企
業
の
法
人
税
割
に

つ
い
て
は
、
４
割
程
度
の
減
収
を

見
込
ん
で
い
る
。

答

地
方
交
付
税
が
ふ
え
た
理

由
は
。

問

復
旧
事
業
に
係
る
経
費
、

税
の
落
ち
込
み
等
に
つ
い
て

試
算
し
た
結
果
、
９
億
ほ
ど
の
計

上
と
な
り
、
こ
の
分
が
交
付
税
総

体
の
予
算
を
押
し
上
げ
た
。

答 地

方

交

付

税

企
業
の
中
間
申
告
の
状
況
も
順
調

に
推
移
し
て
お
り
、
円
高
な
ど
厳

し
い
事
業
環
境
の
中
、
中
国
を
中

心
と
す
る
ア
ジ
ア
地
域
の
景
気
拡

大
に
よ
り
業
績
が
回
復
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
法
人
市
民
税
全
体

で
増
と
見
込
ん
だ
。

Ｊ
Ｒ
側
か
ら
は
鉄
路
で
の
復
旧
に

は
時
間
を
要
す
る
、
ま
し
て
路
線

変
更
と
な
れ
ば
相
当
の
時
間
が
必

要
だ
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。
市

と
す
れ
ば
、
あ
く
ま
で
鉄
路
と
し

て
の
復
旧
を
望
む
と
同
時
に
、
Ｂ

Ｒ
Ｔ
の
導
入
に
つ
い
て
は
沿
線
自

治
体
と
の
協
議
が
な
け
れ
ば
結
論

は
出
せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
ス
タ
ジ
ア

ム
建
設
事
業
が
国
に
採
択
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
ど
う
考
え
る

か
。 問

復
興
庁
で
は
、
生
活
の
再

建
が
第
一
で
あ
る
と
の
考
え

で
は
あ
る
が
、
今
後
は
ラ
グ
ビ
ー

だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
ち
お
こ

し
の
一
環
と
し
て
他
の
ス
ポ
ー
ツ

も
含
め
進
め
て
い
き
た
い
。

答 ラ

グ

ビ

ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

今
後
は
、
他
の
自
治
体
と

も
広
域
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

当
市
以
外
の
自
治
体
か
ら

も
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い

と
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た

い
。 答
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く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
が
、
今

後
も
災
害
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

日
頃
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
お
け
る
考
え
方
や
、
あ

り
方
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。

議
員

大
震
災
で
の
被
害
拡
大
は
、

近
代
科
学
文
明
に
君
臨
す
る
浅
は

か
な
人
智
へ
の
警
鐘
だ
っ
た
の
か

と
今
さ
ら
に
し
て
驚
か
さ
れ
た
。

地
域
に
継
承
さ
れ
る
と
う
と
い
経

験
や
智
慧
を
ど
う
取
り
入
れ
る
か
。

市
長

防
潮
堤
等
既
存
の
構
造
物

の
一
定
の
復
旧
整
備
は
行
う
も
の

議
員

未
曾
有
と

い
わ
れ
る
こ
の
度

の
大
震
災
か
ら
何

を
学
び
、
何
を
教

訓
と
し
て
得
ら
れ

た
の
か
、
復
興
に

ど
う
生
か
す
の
か
。

市
長

千
人
を
超

え
る
と
う
と
い
人
命
や
、
多
く
の

貴
重
な
財
産
を
失
う
こ
と
と
な
り
、

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
る
中
で
、
災

害
に
対
す
る
備
え
や
発
生
直
後
の

対
応
、
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
多
く

の
こ
と
を
今
後
へ
の
教
訓
や
反
省

と
し
て
学
ん
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に

お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
に
留
意
し
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
全
て
の
出

発
点
と
位
置
づ
け
る
と
同
時
に
、

改
め
て
自
然
と
の
向
き
合
い
方
で

は
、
畏
敬
の
念
を
持
ち
、
そ
の
も

と
で
暮
ら
し
が
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
考
慮
し
た
上
で
、
ま
ち
づ

の
、
避
難
と
そ
の
誘
導
の
あ
り
方

を
初
め
、
災
害
発
生
時
の
混
乱
を

回
避
で
き
る
よ
う
な
備
え
、
意
識

づ
く
り
な
ど
を
確
実
に
行
っ
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
。
よ
っ

て
、
被
災
に
よ
る
犠
牲
者
や
財
産

の
喪
失
を
極
力
小
さ
く
す
る
減
災

へ
の
対
応
を
最
も
優
先
す
る
取
り

組
み
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
と

し
た
。
具
体
的
に
は
被
災
直
後
の

停
電
に
よ
り
、
各
方
面
と
の
情
報

連
絡
体
制
が
機
能
せ
ず
後
手
に

回
っ
た
反
省
か
ら
主
要
な
公
共
施

設
の
停
電
を
回
避
す
る
た
め
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
具
体
化
し
た
い
。
学
校

建
設
は
複
合
的
機
能
を
備
え
た
地

域
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
い
。

の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
る
保
険
料

の
減
免
は
で
き
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
が
、
現
行
保
険
料
を
維

持
す
る
た
め
の
持
ち
出
し
額
は
、

３
億
円
程
度
と
推
計
し
て
い
る
。

議
員

政
府
は
、
介
護
事
業
所
へ

の
介
護
報
酬
に
つ
い
て
の
実
質
マ

イ
ナ
ス
を
決
め
て
い
る
。
処
遇
改

善
交
付
金
の
廃
止
と
合
わ
せ
れ
ば
、

施
設
に
大
幅
な
減
収
の
恐
れ
が
あ

る
が
、
施
設
へ
の
影
響
を
ど
う
見

る
か
。

部
長

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
等

に
は
十
分
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、

議
員

介
護
保
険
制
度
は
国
の
負

担
割
合
が
か
つ
て
の

％
台
か
ら

５０

％
台
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る

２０も
と
で
、
介
護
給
付
費
の
増
加
分

を
高
齢
者
の
保
険
料
負
担
に
転
換

す
る
の
は
限
界
だ
。
国
庫
負
担
割

合
の
引
き
上
げ

を
国
に
要
望
す

べ
き
で
は
。
ま

た
、
保
険
料
の

直
ち
に
施
設
の
経
営
、
維
持
に
大

き
な
支
障
は
な
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

市内の介護事業所

全
国
市
長
会
の
議
論
を
踏
ま
え
対
応

値
上
げ
を
抑
え
る
た
め
に
一
般
会

計
か
ら
の
持
ち
出
し
が
必
要
と
思

う
が
、
持
ち
出
す
な
ら
金
額
は
い

く
ら
か
。

市
長

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、

そ
の
動
向
に
注
視
し
た
い
。
以
前

か
ら
社
会
保
障
審
議
会
の
中
で
議

論
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
・
受
給

者
範
囲
の
拡
大
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
が
、
制
度
自
体
の
抜
本
的
な
改

善
要
望
を
含
め
、
全
国
市
長
会
で

坂 本 良 子
日本共産党議員団

国
に
負
担
割
合
引
き
上
げ
の
要
望
を

改めて自然への畏敬の念だ
震災から何を学んだのか

公

明

党

山
﨑
長
栄

議
員

仮
設
住
宅
に
住
む
方
々
の

住
ま
い
の
確
保
は
、
自
力
で
生
活

再
建
が
困
難
な
被
災
者
に
ふ
さ
わ

し
い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
型
公
営

住
宅
や
ケ
ア
付
き
公
営
住
宅
等
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
当
局
の
考
え
て
い
る
災
害
公

営
住
宅
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

部
長

国
の
施
策
と
し
て
、
災
害

公
営
住
宅
と
高
齢
者
生
活
支
援
施

設
、
障
が
い
者
福
祉
施
設
及
び
子

育
て
支
援
施
設
の
合
築
・
併
設
を

促
進
す
る
補
助
制
度
も
創
設
さ
れ

て
い
る
。
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面
で

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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ン
タ
ー
整
備
事
業
が
措
置
見
送
り

と
な
っ
た
。
第
２
回
申
請
に
向
け

て
、
事
業
熟
度
の
高
さ
を
確
保
し

て
い
き
た
い
。

議
員

市
発
注
建
設
工
事
に
お
い

て
、
不
調
が
続
い
た
り
、
市
外
業

者
の
落
札
も
あ
る
よ
う
だ
。
実
態

に
即
し
た
入
札
環
境
整
備
は
。

部
長

昨
年
３
月
か
ら
本
年
２
月

ま
で
の
指
名
競
争
入
札
に
お
い
て

建
築

件
、
土
木
４
件
、
そ
の
他

１６

６
件
、
計

件
の
入
札
辞
退
に
よ

２６

「
北
上
～
釜
石
間
の
Ｓ
Ｌ
運
行
」

で
復
興
に
向
け
た
釜
石
の
元
気
と

活
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

市
長

幾
多
の
災
難
を
乗
り
越
え

て
き
た
当
市
だ
が
、
時
代
の
変
化

と
と
も
に
、
そ
の
時
々
の
教
訓
な

ど
が
風
化
し
て
き
た
。
今
回
の
大

津
波
に
つ
い
て
「
学
ぶ
」「
発
信
」

「
保
存
」「
伝
承
」
と
い
う
視
点
も

大
切
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
施
設
は

他
地
区
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い

く
こ
と
や
、
維
持
費
が
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
身
の
丈
に
合
っ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議
員

４
～
６
月
ま
で
の
「
い
わ

て
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
へ
の
市
の
対
応
は
。

部
長

復
興
応
援
ツ
ア
ー
と
し
て

「
花
巻
～
釜
石
間
の
バ
ス
運
行
」

る
入
札
中
止
事
例
が
あ
っ
た
。
辞

退
理
由
と
し
て
、
技
術
者
、
作
業

員
の
不
足
や
、
建
設
資
材
価
格
の

高
騰
に
よ
る
受
注
コ
ス
ト
の
急
激

な
増
高
な
ど
が
あ
る
。
今
後
、
県

の
「
現
場
代
理
人
の
兼
務
に
関
す

る
取
扱
い
」
や
「
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
の
改
定
」
及
び
「
被
災

地
以
外
か
ら
の
労
働
者
確
保
に
要

す
る
追
加
費
用
に
対
す
る
当
面
の

運
用
」
等
に
準
じ
た
措
置
を
講
じ

て
い
き
た
い
。

議
員

東
日
本
大
震
災
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
に
も
「
震
災
メ
モ
リ

ア
ル
公
園
」
の
誘
致
を
強
く
進
め

て
ほ
し
い
が
。

差
別
化
や
身
の
丈
に
合
っ
た
内
容
で

「
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
公
園
」誘
致
を
！

合 田 良 雄
海 盛 会

議
員

復
興
交
付
金
の
配
分
額
が

要
望
額
２
２
３
億
円
に
対
し
て
１

７
５
億
７
千
万
円
で

億
円
減
額

４７

さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
事
業
が
減

額
さ
れ
た
の
か
。

副
市
長

建
設
場
所
の
詳
細
が
調

整
中
だ
っ
た
公

営
住
宅
建
設
事

業
や
、
地
域
屋

外
ス
ポ
ー
ツ
セ

釜石駅前に設置されている復興の鐘

３ 月
定例会

補
正
予
算

補
正
予
算
等等
のの
審
議
審
議
かか
らら

緑
の
分
権
改
革
事
業

緑
の
分
権
改
革
と
し
て
太

陽
光
と
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
の
実
証
調
査
、
小
水
力
発
電
装

置
実
証
調
査
を
行
う
と
し
て
い
る

が
目
的
は
何
か
。

問

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
を
図
る

モ
デ
ル
事
業
を
支
援
す
る
事
業
で

答

復
興
交
付
金

復
興
交
付
金
は
思
い
ど
お

り
に
採
択
さ
れ
た
の
か
。
被

災
住
民
の
思
い
が
伝
わ
っ
た
の
か

疑
問
だ
。
今
後
の
見
通
し
は
。

問

や
や
厳
し
い
か
な
と
い
う

印
象
だ
。
３
月
末
に
向
け
て
、

事
務
的
手
続
き
を
重
ね
要
望
し
て

い
き
た
い
。
５
０
０
億
を
超
す
事

答

業
費
を
見
込
ん
で
い
る
。

鵜
住
居
防
災
セ
ン
タ
ー

検
証
状
況

釜
石
市
東
日
本
大
震
災
検

証
委
員
会
に
よ
る
、
鵜
住
居

防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
検
証
状

況
は
。

問

こ
れ
ま
で
、
公
開
で
２
回
、

非
公
開
で
１
回
の
説
明
会
を

答

開
催
。
ま
た
、
遺
族
か
ら
の
聞
き

取
り
を
一
家
族
１
時
間
か
ら
４
時

間
近
く
行
っ
て
い
る
が
、
い
ま
だ

会
え
な
い
遺
族
も
い
る
。
３
月
２９

日
に
も
説
明
会
を
行
う
。
ま
た
、

市
職
員
か
ら
も
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

で
意
見
を
集
め
て
い
る
。
防
災
セ

ン
タ
ー
で
の
問
題
は
、
一
次
避
難

所
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の
周
知
が

不
十
分
だ
っ
た
こ
と
、
防
災
セ
ン

タ
ー
へ
の
避
難
者
が
１
０
０
名
以

上
、
死
亡
者
が

名
と
多
か
っ
た

６３

こ
と
、
震
災
後
の
遺
体
捜
索
が
不

十
分
で
遺
族
の
心
情
を
逆
な
で
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
反
省
点
が

多
す
ぎ
た
。
こ
の
忌
ま
わ
し
い
体

験
を
後
世
へ
伝
承
し
、
二
度
と
今

回
の
よ
う
な
災
害
に
な
ら
な
い
よ

う
努
力
し
た
い
。

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
新
た
な
公

共
交
通
の
総
合
的
な
体
系
化
に
向

け
た
実
証
調
査
と
、
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
複
合
的
な
活
用
事
業
の

二
つ
の
実
証
調
査
を
予
定
し
て
い

る
。
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漁
船
の
復
旧
状
況

釜
石
管
内
の
漁
船
の
復
旧

状
況
は
。

問

２
月
末
時
点
で
、
被
災
隻

数
１
５
４
４
隻
に
対
し
て
、

復
旧
し
た
も
の
は
３
４
９
隻
、
う

ち
補
助
事
業
分
で
当
初
計
画
の
９

１
２
隻
に
対
し
て
２
７
２
隻
（
３０

％
弱
）
と
な
っ
て
い
る
。

答
水
産
加
工
業
者
の
動
向

水
産
加
工
業
者
の
動
向
は
。

問

国
・
県
の
制
度
（
グ
ル
ー

プ
補
助
金
、
水
産
業
共
同
利

用
施
設
復
旧
支
援
事
業
等
）
を
活

答

水
産
物
の
販
売
Ｐ
Ｒ

水
産
物
の
販
売
ル
ー
ト
を

積
極
的
に
開
拓
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

問

震
災
以
降
、
量
販
店
か
ら

三
陸
の
水
産
物
を
購
入
し
た

答

市
管
理
漁
港
の
復
旧

市
管
理
漁
港
で
あ
る
、
仮

宿
、
桑
の
浜
、
平
田
、
白
浜

の
災
害
復
旧
事
業
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
工
期
、
着
手
時
期
は
。

問

工
期
は
お
お
む
ね
５
年
程

度
を
予
定
し
て
い
る
。
今
回

計
上
さ
れ
た
漁
港
に
つ
い
て
は
、

４
月
当
初
に
着
手
す
る
。

答

さ
け
・
ま
す
ふ
化
場

さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
の
震

災
前
と
復
旧
後
の
放
流
能
力

の
差
は
あ
る
の
か
。

問

釜
石
市
内
の
３
カ
所
の
ふ

化
場
は
、
４
３
０
０
万
粒
の

ふ
化
能
力
が
あ
っ
た
が
、
施
設
復

旧
後
は
震
災
前
の
ふ
化
能
力
ま
で

回
復
す
る
。

答

な
ぜ
、
魚
の

値
段
が
低
く

な
っ
て
い
る
の
か
。

問

水
産
物
の
買

い
付
け
体
制
が

整
わ
な
い
の
が
原
因

の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
放
射
線

の
測
定
値
を
求
め
ら

れ
て
お
り
、

年
度

２４

は
こ
の
デ
ー
タ
を
積

極
的
に
公
表
し
て
い

き
た
い
。

答

サ
ケ
の
稚
魚
の
放
流
数
激

減
に
よ
る
、
今
後
の
水
産
へ

の
影
響
は
。

問

震
災
時
は
稚
魚
の
放
流
が

で
き
ず
、
今
期
も
多
く
は
望

め
な
い
。
３
～
４
年
後
の
サ
ケ
の

回
帰
が
危
惧
さ
れ
、
魚
市
場
や
水

産
加
工
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。

答

今
回
計
上
さ
れ
な
か
っ
た

漁
港
の
予
定
は
。

問

年
な
い
し

年
の
事
業

２５

２６

着
手
を
予
定
し
て
い
る
。

答

室
浜
漁
港
の
整
備
は
、
道

路
事
情
を
解
消
し
な
い
と

入
っ
て
い
け
な
い
が
、
県
と
の
調

整
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
道
路
整
備
計
画
は
。

問

ト
ン
ネ
ル
化
、
改
良
分
に

つ
い
て
は
、
今
回
査
定
さ
れ

て
い
な
い
。
現
道
の
拡
幅
を
含
め

今
後
、
県
と
協
議
し
て
い
く
。

答

船
が
個
人
に
引
き
渡
さ
れ

る
見
通
し
は
。

問

年
３
月
末
で
３
０
０
隻

２４
く
ら
い
と
予
測
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、

年
度
前
半
と
察
す
る
。

２５

答

漁
船
の
引
渡
し
が
遅
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
要
因

は
。 問

発
注
量
に
対
し
て
請
負
業

者
の
製
造
能
力
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
今
後
、

製
造
能
力
を
ふ
や
す
と
い
う
情
報

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
増
産
に
期
待

し
た
い
。

答

用
し
て
再
建
を
図
っ
て
い
る
が
、

操
業
中
と
思
わ
れ
る
業
者
数
は
１５

社
あ
り
、
工
場
を
建
設
中
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
業
者
が
８
社
と
な
っ

て
い
る
。

漁
船
の
燃
料
高
騰

漁
船
の
燃
油
が
高
く
な
る

中
で
、
特
に
夏
場
の
イ
カ
釣

り
船
等
が
採
算
が
合
わ
な
く
な
る

が
、
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

問

燃
油
が
高
く
な
っ
た
分
に

つ
い
て
は
国
の
措
置
が
な
さ

れ
る
が
、
措
置
さ
れ
な
い
場
合
は
、

関
係
機
関
に
働
き
か
け
た
い
。

答

小
川
幼
稚
園
閉
園

平
成

年
度
で
小
川
幼
稚

２３

園
が
閉
園
と
な
る
が
、
園
舎

等
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

問

１
年
間
は
民
間
の
保
育
園

に
貸
す
予
定
で
あ
る
が
、
そ

の
後
に
つ
い
て
は
地
元
町
内
会
等

と
話
し
を
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

答

閉園となった小川幼稚園

い
と
の
要
請
は
あ
っ

た
が
、
市
場
の
体
制

が
整
わ
な
か
っ
た
。

今
後
は
、
Ｐ
Ｒ
事
業

を
活
用
し
要
望
に
答

え
た
い
。
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ン
タ
ー
整
備
事
業
が
措
置
見
送
り

と
な
っ
た
。
第
２
回
申
請
に
向
け

て
、
事
業
熟
度
の
高
さ
を
確
保
し

て
い
き
た
い
。

議
員

市
発
注
建
設
工
事
に
お
い

て
、
不
調
が
続
い
た
り
、
市
外
業

者
の
落
札
も
あ
る
よ
う
だ
。
実
態

に
即
し
た
入
札
環
境
整
備
は
。

部
長

昨
年
３
月
か
ら
本
年
２
月

ま
で
の
指
名
競
争
入
札
に
お
い
て

建
築

件
、
土
木
４
件
、
そ
の
他

１６

６
件
、
計

件
の
入
札
辞
退
に
よ

２６

「
北
上
～
釜
石
間
の
Ｓ
Ｌ
運
行
」

で
復
興
に
向
け
た
釜
石
の
元
気
と

活
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

市
長

幾
多
の
災
難
を
乗
り
越
え

て
き
た
当
市
だ
が
、
時
代
の
変
化

と
と
も
に
、
そ
の
時
々
の
教
訓
な

ど
が
風
化
し
て
き
た
。
今
回
の
大

津
波
に
つ
い
て
「
学
ぶ
」「
発
信
」

「
保
存
」「
伝
承
」
と
い
う
視
点
も

大
切
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
施
設
は

他
地
区
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い

く
こ
と
や
、
維
持
費
が
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
身
の
丈
に
合
っ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議
員

４
～
６
月
ま
で
の
「
い
わ

て
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
へ
の
市
の
対
応
は
。

部
長

復
興
応
援
ツ
ア
ー
と
し
て

「
花
巻
～
釜
石
間
の
バ
ス
運
行
」

る
入
札
中
止
事
例
が
あ
っ
た
。
辞

退
理
由
と
し
て
、
技
術
者
、
作
業

員
の
不
足
や
、
建
設
資
材
価
格
の

高
騰
に
よ
る
受
注
コ
ス
ト
の
急
激

な
増
高
な
ど
が
あ
る
。
今
後
、
県

の
「
現
場
代
理
人
の
兼
務
に
関
す

る
取
扱
い
」
や
「
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
の
改
定
」
及
び
「
被
災

地
以
外
か
ら
の
労
働
者
確
保
に
要

す
る
追
加
費
用
に
対
す
る
当
面
の

運
用
」
等
に
準
じ
た
措
置
を
講
じ

て
い
き
た
い
。

議
員

東
日
本
大
震
災
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
に
も
「
震
災
メ
モ
リ

ア
ル
公
園
」
の
誘
致
を
強
く
進
め

て
ほ
し
い
が
。

差
別
化
や
身
の
丈
に
合
っ
た
内
容
で

「
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
公
園
」誘
致
を
！

合 田 良 雄
海 盛 会

議
員

復
興
交
付
金
の
配
分
額
が

要
望
額
２
２
３
億
円
に
対
し
て
１

７
５
億
７
千
万
円
で

億
円
減
額

４７

さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
事
業
が
減

額
さ
れ
た
の
か
。

副
市
長

建
設
場
所
の
詳
細
が
調

整
中
だ
っ
た
公

営
住
宅
建
設
事

業
や
、
地
域
屋

外
ス
ポ
ー
ツ
セ

釜石駅前に設置されている復興の鐘

３ 月
定例会

補
正
予
算

補
正
予
算
等等
のの
審
議
審
議
かか
らら

緑
の
分
権
改
革
事
業

緑
の
分
権
改
革
と
し
て
太

陽
光
と
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
の
実
証
調
査
、
小
水
力
発
電
装

置
実
証
調
査
を
行
う
と
し
て
い
る

が
目
的
は
何
か
。

問

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
を
図
る

モ
デ
ル
事
業
を
支
援
す
る
事
業
で

答

復
興
交
付
金

復
興
交
付
金
は
思
い
ど
お

り
に
採
択
さ
れ
た
の
か
。
被

災
住
民
の
思
い
が
伝
わ
っ
た
の
か

疑
問
だ
。
今
後
の
見
通
し
は
。

問

や
や
厳
し
い
か
な
と
い
う

印
象
だ
。
３
月
末
に
向
け
て
、

事
務
的
手
続
き
を
重
ね
要
望
し
て

い
き
た
い
。
５
０
０
億
を
超
す
事

答

業
費
を
見
込
ん
で
い
る
。

鵜
住
居
防
災
セ
ン
タ
ー

検
証
状
況

釜
石
市
東
日
本
大
震
災
検

証
委
員
会
に
よ
る
、
鵜
住
居

防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
検
証
状

況
は
。

問

こ
れ
ま
で
、
公
開
で
２
回
、

非
公
開
で
１
回
の
説
明
会
を

答

開
催
。
ま
た
、
遺
族
か
ら
の
聞
き

取
り
を
一
家
族
１
時
間
か
ら
４
時

間
近
く
行
っ
て
い
る
が
、
い
ま
だ

会
え
な
い
遺
族
も
い
る
。
３
月
２９

日
に
も
説
明
会
を
行
う
。
ま
た
、

市
職
員
か
ら
も
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

で
意
見
を
集
め
て
い
る
。
防
災
セ

ン
タ
ー
で
の
問
題
は
、
一
次
避
難

所
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の
周
知
が

不
十
分
だ
っ
た
こ
と
、
防
災
セ
ン

タ
ー
へ
の
避
難
者
が
１
０
０
名
以

上
、
死
亡
者
が

名
と
多
か
っ
た

６３

こ
と
、
震
災
後
の
遺
体
捜
索
が
不

十
分
で
遺
族
の
心
情
を
逆
な
で
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
反
省
点
が

多
す
ぎ
た
。
こ
の
忌
ま
わ
し
い
体

験
を
後
世
へ
伝
承
し
、
二
度
と
今

回
の
よ
う
な
災
害
に
な
ら
な
い
よ

う
努
力
し
た
い
。

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
新
た
な
公

共
交
通
の
総
合
的
な
体
系
化
に
向

け
た
実
証
調
査
と
、
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
複
合
的
な
活
用
事
業
の

二
つ
の
実
証
調
査
を
予
定
し
て
い

る
。
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漁
船
の
復
旧
状
況

釜
石
管
内
の
漁
船
の
復
旧

状
況
は
。

問

２
月
末
時
点
で
、
被
災
隻

数
１
５
４
４
隻
に
対
し
て
、

復
旧
し
た
も
の
は
３
４
９
隻
、
う

ち
補
助
事
業
分
で
当
初
計
画
の
９

１
２
隻
に
対
し
て
２
７
２
隻
（
３０

％
弱
）
と
な
っ
て
い
る
。

答
水
産
加
工
業
者
の
動
向

水
産
加
工
業
者
の
動
向
は
。

問

国
・
県
の
制
度
（
グ
ル
ー

プ
補
助
金
、
水
産
業
共
同
利

用
施
設
復
旧
支
援
事
業
等
）
を
活

答

水
産
物
の
販
売
Ｐ
Ｒ

水
産
物
の
販
売
ル
ー
ト
を

積
極
的
に
開
拓
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

問

震
災
以
降
、
量
販
店
か
ら

三
陸
の
水
産
物
を
購
入
し
た

答

市
管
理
漁
港
の
復
旧

市
管
理
漁
港
で
あ
る
、
仮

宿
、
桑
の
浜
、
平
田
、
白
浜

の
災
害
復
旧
事
業
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
工
期
、
着
手
時
期
は
。

問

工
期
は
お
お
む
ね
５
年
程

度
を
予
定
し
て
い
る
。
今
回

計
上
さ
れ
た
漁
港
に
つ
い
て
は
、

４
月
当
初
に
着
手
す
る
。

答

さ
け
・
ま
す
ふ
化
場

さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
の
震

災
前
と
復
旧
後
の
放
流
能
力

の
差
は
あ
る
の
か
。

問

釜
石
市
内
の
３
カ
所
の
ふ

化
場
は
、
４
３
０
０
万
粒
の

ふ
化
能
力
が
あ
っ
た
が
、
施
設
復

旧
後
は
震
災
前
の
ふ
化
能
力
ま
で

回
復
す
る
。

答

な
ぜ
、
魚
の

値
段
が
低
く

な
っ
て
い
る
の
か
。

問

水
産
物
の
買

い
付
け
体
制
が

整
わ
な
い
の
が
原
因

の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
放
射
線

の
測
定
値
を
求
め
ら

れ
て
お
り
、

年
度

２４

は
こ
の
デ
ー
タ
を
積

極
的
に
公
表
し
て
い

き
た
い
。

答

サ
ケ
の
稚
魚
の
放
流
数
激

減
に
よ
る
、
今
後
の
水
産
へ

の
影
響
は
。

問

震
災
時
は
稚
魚
の
放
流
が

で
き
ず
、
今
期
も
多
く
は
望

め
な
い
。
３
～
４
年
後
の
サ
ケ
の

回
帰
が
危
惧
さ
れ
、
魚
市
場
や
水

産
加
工
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。

答

今
回
計
上
さ
れ
な
か
っ
た

漁
港
の
予
定
は
。

問

年
な
い
し

年
の
事
業

２５

２６

着
手
を
予
定
し
て
い
る
。

答

室
浜
漁
港
の
整
備
は
、
道

路
事
情
を
解
消
し
な
い
と

入
っ
て
い
け
な
い
が
、
県
と
の
調

整
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
道
路
整
備
計
画
は
。

問

ト
ン
ネ
ル
化
、
改
良
分
に

つ
い
て
は
、
今
回
査
定
さ
れ

て
い
な
い
。
現
道
の
拡
幅
を
含
め

今
後
、
県
と
協
議
し
て
い
く
。

答

船
が
個
人
に
引
き
渡
さ
れ

る
見
通
し
は
。

問

年
３
月
末
で
３
０
０
隻

２４
く
ら
い
と
予
測
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、

年
度
前
半
と
察
す
る
。

２５

答

漁
船
の
引
渡
し
が
遅
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
要
因

は
。 問

発
注
量
に
対
し
て
請
負
業

者
の
製
造
能
力
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
今
後
、

製
造
能
力
を
ふ
や
す
と
い
う
情
報

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
増
産
に
期
待

し
た
い
。

答

用
し
て
再
建
を
図
っ
て
い
る
が
、

操
業
中
と
思
わ
れ
る
業
者
数
は
１５

社
あ
り
、
工
場
を
建
設
中
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
業
者
が
８
社
と
な
っ

て
い
る
。

漁
船
の
燃
料
高
騰

漁
船
の
燃
油
が
高
く
な
る

中
で
、
特
に
夏
場
の
イ
カ
釣

り
船
等
が
採
算
が
合
わ
な
く
な
る

が
、
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

問

燃
油
が
高
く
な
っ
た
分
に

つ
い
て
は
国
の
措
置
が
な
さ

れ
る
が
、
措
置
さ
れ
な
い
場
合
は
、

関
係
機
関
に
働
き
か
け
た
い
。

答

小
川
幼
稚
園
閉
園

平
成

年
度
で
小
川
幼
稚

２３

園
が
閉
園
と
な
る
が
、
園
舎

等
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

問

１
年
間
は
民
間
の
保
育
園

に
貸
す
予
定
で
あ
る
が
、
そ

の
後
に
つ
い
て
は
地
元
町
内
会
等

と
話
し
を
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

答

閉園となった小川幼稚園

い
と
の
要
請
は
あ
っ

た
が
、
市
場
の
体
制

が
整
わ
な
か
っ
た
。

今
後
は
、
Ｐ
Ｒ
事
業

を
活
用
し
要
望
に
答

え
た
い
。
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１０

予算特別委員会は議員全員で構成し、委員長に菊池孝委員、副委員長に古川愛明委員を選出して
３月１６日から２２日までの４日間で各会計の予算及び関係議案の審査を行いました。一般会計では歳
出民生費の増が特に大きく、災害等廃棄物処理事業に１７０億円の予算が計上されています。
平成２４年度一般会計予算は、海盛会、日本共産党議員団の賛成討論の後、全会一致をもって可決

しました。

平成２４年度予算審査 一般会計３８２億９千万円
前年度当初に比べ ２１０億９千万円の増

１０

浸
水
区
域
の
固
定
資
産
税

は
課
税
さ
れ
る
の
か
。

問

平
成

年
度
は
基
本
的
に

２４

非
課
税
だ
が
、
従
前
ど
お
り

居
住
し
た
方
は
半
額
免
除
と
な
る
。

答 固

定

資

産

税

財
政
健
全
化
の
基
本
的
な

考
え
方
は
。

問

年
度
ま
で
の
財
政
運
営

２２
と
は
異
な
り
、
震
災
後
は
市

税
の
確
保
と
、
国
・
県
の
復
旧
・

復
興
の
財
源
有
効
活
用
が
必
要
と

な
る
。

答

法
人
市
民
税
の

年
度
の

２４

見
通
し
は
。

問

法
人
市
民
税
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
市
内
主
要

答

市
民
税
が
前
年
度
と
比
較

し
て
、
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い

な
い
理
由
は
。

問

企
業
の
業
績
が
好
調
に
推

移
し
て
い
る
た
め
に
比
較
的

安
定
し
た
給
与
収
入
が
見
込
め
る

こ
と
と
、
大
手
企
業
に
長
年
勤
務

し
た
年
金
受
給
者
の
割
合
が
高
く
、

震
災
の
影
響
を
著
し
く
受
け
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の

税
収
が
維
持
で
き
た
。

答 市

民

税

固
定
資
産
税
の
評
価
額
が

釜
石
市
は
未
定
と
新
聞
報
道

さ
れ
た
が
な
ぜ
か
。
ま
た
、
評
価

額
の
見
込
み
と
、
震
災
に
よ
る
評

価
額
へ
の
影
響
は
。

問

未
定
の
理
由
は
、
震
災
の

影
響
に
よ
る
事
務
処
理
増
加

で
数
値
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。
評
価
額
は

％
程

１６

度
の
下
落
と
見
込
ん
で
い
る
。
固

定
資
産
税
は
１
月
１
日
現
在
を
価

格
調
査
基
準
日
と
し
て
お
り
、
基

準
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
間
に

価
格
が
下
落
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
価
格
の
下
落
修
正

が
で
き
る
。
震
災
の
影
響
を
踏
ま

え
、
現
在
、
下
落
修
正
を
行
な
っ

て
い
る
。

答

三
陸
鉄
道
は
復
旧
の
予
定

だ
が
、
鉄
路
は
つ
な
が
っ
て

こ
そ
住
民
の
足
と
な
る
。
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
確
定
さ
せ
る
に
は
、

Ｊ
Ｒ
側
か
ら
の
提
案
が
先
に
示
さ

れ
な
い
こ
と
に
は
前
に
進
め
な
い
。

協
議
は
し
て
い
る
の
か
。

問

昨
日
、
情
報
交
換
と
い
う

形
で
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
。

答 Ｊ

Ｒ

の

復

旧

財

政

健

全

化

法

人

市

民

税

被
災
し
た
企
業
も
多
い
が
、

税
収
へ
の
影
響
は
。

問

年
度
に
法
人
市
民
税
の

２３
均
等
割
の
減
免
申
請
が
あ
っ

た
約
３
０
０
社
に
対
し
、
約
１
８

０
０
万
円
ほ
ど
の
減
免
と
な
っ
て

い
る
。
地
元
企
業
の
法
人
税
割
に

つ
い
て
は
、
４
割
程
度
の
減
収
を

見
込
ん
で
い
る
。

答

地
方
交
付
税
が
ふ
え
た
理

由
は
。

問

復
旧
事
業
に
係
る
経
費
、

税
の
落
ち
込
み
等
に
つ
い
て

試
算
し
た
結
果
、
９
億
ほ
ど
の
計

上
と
な
り
、
こ
の
分
が
交
付
税
総

体
の
予
算
を
押
し
上
げ
た
。

答 地

方

交

付

税

企
業
の
中
間
申
告
の
状
況
も
順
調

に
推
移
し
て
お
り
、
円
高
な
ど
厳

し
い
事
業
環
境
の
中
、
中
国
を
中

心
と
す
る
ア
ジ
ア
地
域
の
景
気
拡

大
に
よ
り
業
績
が
回
復
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
法
人
市
民
税
全
体

で
増
と
見
込
ん
だ
。

Ｊ
Ｒ
側
か
ら
は
鉄
路
で
の
復
旧
に

は
時
間
を
要
す
る
、
ま
し
て
路
線

変
更
と
な
れ
ば
相
当
の
時
間
が
必

要
だ
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。
市

と
す
れ
ば
、
あ
く
ま
で
鉄
路
と
し

て
の
復
旧
を
望
む
と
同
時
に
、
Ｂ

Ｒ
Ｔ
の
導
入
に
つ
い
て
は
沿
線
自

治
体
と
の
協
議
が
な
け
れ
ば
結
論

は
出
せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
ス
タ
ジ
ア

ム
建
設
事
業
が
国
に
採
択
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
ど
う
考
え
る

か
。 問

復
興
庁
で
は
、
生
活
の
再

建
が
第
一
で
あ
る
と
の
考
え

で
は
あ
る
が
、
今
後
は
ラ
グ
ビ
ー

だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
ち
お
こ

し
の
一
環
と
し
て
他
の
ス
ポ
ー
ツ

も
含
め
進
め
て
い
き
た
い
。

答 ラ

グ

ビ

ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

今
後
は
、
他
の
自
治
体
と

も
広
域
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

当
市
以
外
の
自
治
体
か
ら

も
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い

と
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た

い
。 答
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く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
が
、
今

後
も
災
害
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

日
頃
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
お
け
る
考
え
方
や
、
あ

り
方
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。

議
員

大
震
災
で
の
被
害
拡
大
は
、

近
代
科
学
文
明
に
君
臨
す
る
浅
は

か
な
人
智
へ
の
警
鐘
だ
っ
た
の
か

と
今
さ
ら
に
し
て
驚
か
さ
れ
た
。

地
域
に
継
承
さ
れ
る
と
う
と
い
経

験
や
智
慧
を
ど
う
取
り
入
れ
る
か
。

市
長

防
潮
堤
等
既
存
の
構
造
物

の
一
定
の
復
旧
整
備
は
行
う
も
の

議
員

未
曾
有
と

い
わ
れ
る
こ
の
度

の
大
震
災
か
ら
何

を
学
び
、
何
を
教

訓
と
し
て
得
ら
れ

た
の
か
、
復
興
に

ど
う
生
か
す
の
か
。

市
長

千
人
を
超

え
る
と
う
と
い
人
命
や
、
多
く
の

貴
重
な
財
産
を
失
う
こ
と
と
な
り
、

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
る
中
で
、
災

害
に
対
す
る
備
え
や
発
生
直
後
の

対
応
、
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
多
く

の
こ
と
を
今
後
へ
の
教
訓
や
反
省

と
し
て
学
ん
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に

お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
に
留
意
し
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
全
て
の
出

発
点
と
位
置
づ
け
る
と
同
時
に
、

改
め
て
自
然
と
の
向
き
合
い
方
で

は
、
畏
敬
の
念
を
持
ち
、
そ
の
も

と
で
暮
ら
し
が
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
考
慮
し
た
上
で
、
ま
ち
づ

の
、
避
難
と
そ
の
誘
導
の
あ
り
方

を
初
め
、
災
害
発
生
時
の
混
乱
を

回
避
で
き
る
よ
う
な
備
え
、
意
識

づ
く
り
な
ど
を
確
実
に
行
っ
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
。
よ
っ

て
、
被
災
に
よ
る
犠
牲
者
や
財
産

の
喪
失
を
極
力
小
さ
く
す
る
減
災

へ
の
対
応
を
最
も
優
先
す
る
取
り

組
み
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
と

し
た
。
具
体
的
に
は
被
災
直
後
の

停
電
に
よ
り
、
各
方
面
と
の
情
報

連
絡
体
制
が
機
能
せ
ず
後
手
に

回
っ
た
反
省
か
ら
主
要
な
公
共
施

設
の
停
電
を
回
避
す
る
た
め
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
具
体
化
し
た
い
。
学
校

建
設
は
複
合
的
機
能
を
備
え
た
地

域
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
い
。

の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
る
保
険
料

の
減
免
は
で
き
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
が
、
現
行
保
険
料
を
維

持
す
る
た
め
の
持
ち
出
し
額
は
、

３
億
円
程
度
と
推
計
し
て
い
る
。

議
員

政
府
は
、
介
護
事
業
所
へ

の
介
護
報
酬
に
つ
い
て
の
実
質
マ

イ
ナ
ス
を
決
め
て
い
る
。
処
遇
改

善
交
付
金
の
廃
止
と
合
わ
せ
れ
ば
、

施
設
に
大
幅
な
減
収
の
恐
れ
が
あ

る
が
、
施
設
へ
の
影
響
を
ど
う
見

る
か
。

部
長

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
等

に
は
十
分
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、

議
員

介
護
保
険
制
度
は
国
の
負

担
割
合
が
か
つ
て
の

％
台
か
ら

５０

％
台
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る

２０も
と
で
、
介
護
給
付
費
の
増
加
分

を
高
齢
者
の
保
険
料
負
担
に
転
換

す
る
の
は
限
界
だ
。
国
庫
負
担
割

合
の
引
き
上
げ

を
国
に
要
望
す

べ
き
で
は
。
ま

た
、
保
険
料
の

直
ち
に
施
設
の
経
営
、
維
持
に
大

き
な
支
障
は
な
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

市内の介護事業所

全
国
市
長
会
の
議
論
を
踏
ま
え
対
応

値
上
げ
を
抑
え
る
た
め
に
一
般
会

計
か
ら
の
持
ち
出
し
が
必
要
と
思

う
が
、
持
ち
出
す
な
ら
金
額
は
い

く
ら
か
。

市
長

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、

そ
の
動
向
に
注
視
し
た
い
。
以
前

か
ら
社
会
保
障
審
議
会
の
中
で
議

論
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
・
受
給

者
範
囲
の
拡
大
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
が
、
制
度
自
体
の
抜
本
的
な
改

善
要
望
を
含
め
、
全
国
市
長
会
で

坂 本 良 子
日本共産党議員団

国
に
負
担
割
合
引
き
上
げ
の
要
望
を

改めて自然への畏敬の念だ
震災から何を学んだのか

公

明

党

山
﨑
長
栄

議
員

仮
設
住
宅
に
住
む
方
々
の

住
ま
い
の
確
保
は
、
自
力
で
生
活

再
建
が
困
難
な
被
災
者
に
ふ
さ
わ

し
い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
型
公
営

住
宅
や
ケ
ア
付
き
公
営
住
宅
等
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
当
局
の
考
え
て
い
る
災
害
公

営
住
宅
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

部
長

国
の
施
策
と
し
て
、
災
害

公
営
住
宅
と
高
齢
者
生
活
支
援
施

設
、
障
が
い
者
福
祉
施
設
及
び
子

育
て
支
援
施
設
の
合
築
・
併
設
を

促
進
す
る
補
助
制
度
も
創
設
さ
れ

て
い
る
。
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面
で

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

復興工事中の片岸町
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全
国
各
地
、
海
外
か
ら
も
数
多
く

の
支
援
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
支

援
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
三
陸

の
拠
点
都
市
と
し
て
復
興
を
成
し

遂
げ
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
よ
り
良

い
釜
石
を
創
造
し
、
希
望
の
持
て

る
ま
ち
釜
石
を
次
の
世
代
へ
と
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
を
我
々
の
使

命
と
し
、
１
日
も
早
い
復
興
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員

鵜
住
居
地
区
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
に
か
か
わ
る

営
住
宅
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
具

体
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

の
さ
ら
な
る
展
開
は
。

部
長

森
林
資
源
を
余
す
と
こ
ろ

な
く
使
い
切
る
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
。
用
材
利
用
に
つ
い
て
広
域
連

携
に
よ
る
住
宅
供
給
シ
ス
テ
ム
を

軌
道
に
乗
せ
、
将
来
的
に
は
地
域

外
へ
の
住
宅
販
売
へ
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
新
た
な
産
業
興

し
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

議
員

地
域
材
活
用
に
よ
る
復
興

住
宅
の
取
り
組
み
状
況
は
。

部
長

釜
石
、
遠
野
、
大
槌
の
２

市
１
町
の
関
連
業
者
・
団
体
の
構

成
に
よ
る
「
上
閉
伊
地
域
林
業
・

木
材
・
住
宅
産
業
振
興
協
議
会
」

が
発
足
し
、
個
人
住
宅
、
復
興
公

は
、
地
権
者
等
と
の
交
渉
や
詳
細

な
設
計
、
そ
し
て
工
事
へ
と
復
興

議
員

３
月
４
日

に
両
石
地
域
を
最

後
に
釜
石
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
案
が

お
お
む
ね
合
意
さ

れ
、

地
区
全
て

２１

で
の
合
意
が
な
さ

れ
た
。
復
興
元
年

が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
だ
と
の
思
い

だ
。
ま
た
、
３
月
２
日
は
復
興
庁

が
復
興
交
付
金
第
一
回
配
分
額
を

発
表
し
、
釜
石
市
は
１
７
５
億
７

千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
計
画
し

て
い
た
事
業
は
ど
の
よ
う
に
推
進

さ
れ
て
い
く
の
か
。

市
長

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
地
域
別
土
地

利
用
計
画
に
つ
い
て
、
地
域
と
の

懇
談
を
重
ね
取
り
組
ん
で
き
た
結

果
、
３
月
当
初
を
も
っ
て
住
民
の

皆
様
よ
り
了
承
を
い
た
だ
き
、
住

民
と
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

同
一
の
目
的
の
も
と
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
今
後

多
重
防
御
の
あ
り
方
が
明
確
に
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

副
市
長

海
抜
・
５
㍍
の
防
潮

１４

堤
、
河
口
に
は
水
門
を
設
置
す
る
。

ま
た
、
よ
り
高
い
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、
沿
岸
部
に
隣
接
す
る

地
域
は
公
園
用
地
、
居
住
地
域
は

山
側
に
設
定
。
地
域
内
の
排
水
を

考
慮
し
道
路
を
含
む
宅
地
地
盤
の

か
さ
上
げ
に
つ
い
て
提
案
し
て
い

る
。
鉄
道
軌
道
敷
の
高
さ
に
つ
い

て
は
Ｊ
Ｒ
の
復
旧
計
画
と
当
市
の

土
地
利
用
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
つ
つ
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
い
く
。

議
員

緑
の
シ
ス
テ
ム
創
造
事
業

よ
り
良
い
新
生
釜
石
の
創
造
を

郷
土
の
再
生
を
ど
の
よ
う
に

川 﨑 勇 一
海 盛 会

議
員

か
つ
て
釜
石
は
、
我
が
国

の
復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
震
災
か
ら
復
興
を
果
た

し
、
沿
岸
部
に
お
け
る
拠
点
都
市

と
し
て
地
域
を
牽
引
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
次
の
世
代
に

世
紀
の
会

２１古
川
愛
明

ＵＲ都市再生機構と外部団体で
復興まちづくり計画実施の形態は

継
ぐ
郷
土
の
再

生
に
向
け
た
市

長
の
考
え
は
。

市
長

震
災
後
、

地域材を活用した住宅

大浜渡橋から見る鵜住居町

の
核
心
部
分
に
移
行
し
て
い
く
が
、

早
期
の
復
興
を
行
う
た
め
に
は
膨

大
な
事
業
を
い
か
に
効
率
的
に
進

め
て
い
く
か
が
課
題
だ
。

議
員

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
計

２１

画
案
が
お
お
む
ね
決
ま
っ
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
、
今
後
ど
の

よ
う
な
形
で
実
施
に
移
さ
れ
て
い

く
の
か
。

市
長

市
内
５
地
区
に
お
い
て
、

事
業
実
施
を
予
定
し
て
い
る
都
市

再
生
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

直
接
買
収
に
よ
っ
て
整
備
を
行
う

場
合
と
異
な
り
、
法
の
厳
格
な
手

続
き
規
定
に
基
づ
き
、
全
て
の
関

係
権
利
者
の
理
解
の
も
と
行
う
事

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
知

識
と
膨
大
な
労
力
を
要
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
着
実
な
事
業
推

進
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
充
実
し
た
復
興
事
業
の
推
進
体

制
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
新
年
度
よ
り
市
役
所

の
組
織
を
見
直
し
、
さ
ら
に
は
全

国
の
自
治
体
か
ら
の
職
員
派
遣
な

ど
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら

体
制
強
化
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機

構
を
初
め
外
部
団
体
と
復
興
事
業

の
推
進
に
向
け
た
支
援
体
制
を
構

築
す
べ
く
調
整
を
進
め
て
い
る
。
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イ
オ
ン
の
進
出
に
関
し
、

既
存
の
商
店
街
へ
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

問

周
辺
市
町
村
か
ら
の
買
い

物
等
の
交
流
人
口
の
呼
び
込

み
に
加
え
、
東
部
の
ま
ち
づ
く
り

全
体
の
中
で
の
配
置
・
系
統
・
ま

ち
の
つ
な
が
り
も
含
め
、
交
流
人

口
が
ま
ち
全
体
に
回
流
す
る
工
夫

を
考
え
た
い
。

答 大
型
店
舗
イ
オ
ン
進
出

配
分
委
員
会
は
ど
の
よ
う

な
メ
ン
バ
ー
か
。

問

社
会
福
祉
協
議
会
長
、
市

議
会
民
生
常
任
委
員
長
、
民

生
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
、
日

本
赤
十
字
社
岩
手
県
支
部
釜
石
市

答

義
援
金
の
受
領
状
況
は
。

問

月

日
現
在
、
国
・
県

１１

１８

か
ら
の
受
領
金
額
は

億
４

７０

８
０
６
万
円
ほ
ど
で
、
市
に
直
接

寄
せ
ら
れ
た
分
は
約
４
億
２
４
９

９
万
円
で
あ
る
。
今
年
の
３
月
１５

日
現
在
、
市
に
直
接
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
は
約
４
億
５
０
０
６
万
円

で
、
お
よ
そ
２
５
０
７
万
円
の
増

に
な
っ
て
い
る
。

答

被
災
者
支
援
バ
ス
運
行
事

業
の
運
賃
、
運
行
期
間
は
。

問

運
賃
を
一
部
改
正
し
、
最

高
で
２
０
０
円
と
な
る
。
運

行
期
間
は
１
年
と
限
定
す
る
。

答 被
災
者
支
援
バ
ス

い
つ
ご
ろ
配
分
さ
れ
る
の

か
。

問

県
の
留
保
額
が

億
円
ほ

３４

ど
あ
り
、
今
後
の
分
と
あ
わ

せ
て
配
分
さ
れ
る
も
の
と
予
測
し

て
い
る
。
市
の
配
分
に
つ
い
て
は
、

配
分
委
員
会
を
開
催
し
、
内
容
、

金
額
等
を
決
め
た
い
。

答

災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
の

津
波
堆
積
物
処
理
経
費
と
、

そ
の
他
経
費
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

問

津
波
堆
積
物
処
理
と
は
瓦

れ
き
に
混
入
し
た
汚
泥
等
の

処
理
の
こ
と
で
、
そ
の
他
経
費
と

は
プ
ロ
パ
ン
や
消
火
器
等
の
危
険

物
処
理
の
こ
と
で
あ
る
。

答

女
性
の
視
点
を
生
か
す
べ

き
と
訴
え
て
き
た
が
、
こ
の

た
び
条
例
が
改
正
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
何
人
の
女
性
委
員
の
登
用
を

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
人
選

す
る
際
に
、
介
護
や
保
育
現
場
で
、

災
害
時
に
弱
者
と
な
る
方
と
直
接

か
か
わ
っ
て
い
る
方
を
登
用
す
べ

問

今
回
の
震
災
で
、
避
難
所

運
営
等
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
の
女
性
の
視
点
が
必
要
だ
ろ

う
と
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
そ

こ
で
、
民
間
か
ら
登
用
す
る
５
名

の
う
ち
、
３
名
以
上
を
女
性
に
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
人
選
に
つ

い
て
は
、
委
員
数
に
限
り
が
あ
る

の
で
、
介
護
や
福
祉
施
設
の
方
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
と
の
意
見

交
換
の
機
会
を
別
に
設
け
、
防
災

会
議
に
生
か
し
た
い
。

答

防

災

会

議

き
と
思
う
が
。

廃
棄
物
処
理
事
業
は
、
当

初
か
ら
地
域
経
済
へ
の
活
性

化
な
ど
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
状

況
は
。

問

解
体
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
板

木
山
の
山
長
Ｊ
Ｖ
、
鵜
住
居

の
小
澤
組
グ
ル
ー
プ
、
混
合
処
理

の
大
成
建
設
に
分
け
て
い
る
。
大

成
建
設
Ｊ
Ｖ
に
よ
る
地
元
と
の
調

整
や
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
監
理

業
務
を
委
託
し
、
協
議
会
を
つ

く
っ
て
進
め
て
い
る
。

答 災
害
廃
棄
物
処
理

義

援

金

当
市
の
仮
設
住
宅
の

歳
６５

以
上
の
入
居
者
数
は
。
そ
の

う
ち
、
独
居
の
人
数
は
。

問

歳
以
上
の
入
居
者
は
１

６５
８
１
８
人
で
、
う
ち
独
居
は

３
５
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

答 仮
設
住
宅
入
居
者

南
三
陸
町
で
行
っ
た
調
査

の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
ま
た
、
歩
行
困
難
者
へ
の
今

後
の
対
応
は
。

問

仮
設
住
宅
に
住
む

歳
以

６５

上
の
高
齢
者
の
３
割
が
被
災

後
に
歩
行
困
難
と
な
り
、
そ
の
後

回
復
し
て
い
な
い
。
環
境
の
変
化

に
よ
り
外
出
や
体
を
動
か
す
機
会

が
減
る
こ
と
で
心
と
体
の
機
能
が

低
下
す
る
「
生
活
不
活
発
病
」
が

原
因
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
介

護
申
請
手
続
き
を
勧
め
る
。

答 地
区
副
地
区
長（
保
健
福
祉
部
長
）、

被
災
者
代
表
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

広
域
処
理
す
る
瓦
れ
き
の

量
及
び
受
け
入
れ
体
制
は

整
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
効
果

的
な
災
害
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

問

災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理

と
し
て
埋
め
立
て
処
分
用
１２

万
㌧
、
木
質
チ
ッ
プ
用
８
万
㌧
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
花
巻
市

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
６
万
㌧
の
可

燃
物
処
理
の
了
解
を
得
た
。
埋
め

立
て
処
分
も
民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
な
が
ら
複
数
の
自
治
体

と
協
議
中
で
新
年
度
早
々
に
は
受

け
入
れ
先
を
示
せ
る
。
効
果
的
な

リ
サ
イ
ク
ル
方
法
と
し
て
は
、
高

炉
ス
ラ
グ
を
復
興
資
材
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
協
議
中
だ
。

答

瓦
れ
き
の
広
域
処
理

自
殺
防
止
対
策
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。
震
災
前
後
の

変
化
は
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養

成
に
は
費
用
が
か
か
る
の
で
は
。

問

生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
や
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
応
援
を

も
ら
い
な
が
ら
、
悩
ん
で
い
る
人

に
声
を
か
け
て
見
守
る
と
い
う
姿

勢
で
対
応
す
る
。
釜
石
市
内
の
自

殺
者
は
平
成

年

人
、

年

２０

１４

２１

１６

人
、

年

人
、

年
は
３
月
か

２２

１３

２３

ら
９
月
ま
で
で

人
だ
。
ゲ
ー
ト

１０

キ
ー
パ
ー
は
資
格
で
は
な
い
の
で

費
用
は
か
か
ら
な
い
。
早
め
に
気

づ
い
て
相
談
に
乗
り
必
要
な
支
援

に
つ
な
ぐ
と
い
う
役
割
だ
。

答 自
殺
防
止
対
策

方
法
は
。
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予算特別委員会は議員全員で構成し、委員長に菊池孝委員、副委員長に古川愛明委員を選出して
３月１６日から２２日までの４日間で各会計の予算及び関係議案の審査を行いました。一般会計では歳
出民生費の増が特に大きく、災害等廃棄物処理事業に１７０億円の予算が計上されています。
平成２４年度一般会計予算は、海盛会、日本共産党議員団の賛成討論の後、全会一致をもって可決

しました。

平成２４年度予算審査 一般会計３８２億９千万円
前年度当初に比べ ２１０億９千万円の増

１０

浸
水
区
域
の
固
定
資
産
税

は
課
税
さ
れ
る
の
か
。

問

平
成

年
度
は
基
本
的
に

２４

非
課
税
だ
が
、
従
前
ど
お
り

居
住
し
た
方
は
半
額
免
除
と
な
る
。

答 固

定

資

産

税

財
政
健
全
化
の
基
本
的
な

考
え
方
は
。

問

年
度
ま
で
の
財
政
運
営

２２
と
は
異
な
り
、
震
災
後
は
市

税
の
確
保
と
、
国
・
県
の
復
旧
・

復
興
の
財
源
有
効
活
用
が
必
要
と

な
る
。

答

法
人
市
民
税
の

年
度
の

２４

見
通
し
は
。

問

法
人
市
民
税
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
市
内
主
要

答

市
民
税
が
前
年
度
と
比
較

し
て
、
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い

な
い
理
由
は
。

問

企
業
の
業
績
が
好
調
に
推

移
し
て
い
る
た
め
に
比
較
的

安
定
し
た
給
与
収
入
が
見
込
め
る

こ
と
と
、
大
手
企
業
に
長
年
勤
務

し
た
年
金
受
給
者
の
割
合
が
高
く
、

震
災
の
影
響
を
著
し
く
受
け
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の

税
収
が
維
持
で
き
た
。

答 市

民

税

固
定
資
産
税
の
評
価
額
が

釜
石
市
は
未
定
と
新
聞
報
道

さ
れ
た
が
な
ぜ
か
。
ま
た
、
評
価

額
の
見
込
み
と
、
震
災
に
よ
る
評

価
額
へ
の
影
響
は
。

問

未
定
の
理
由
は
、
震
災
の

影
響
に
よ
る
事
務
処
理
増
加

で
数
値
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。
評
価
額
は

％
程

１６

度
の
下
落
と
見
込
ん
で
い
る
。
固

定
資
産
税
は
１
月
１
日
現
在
を
価

格
調
査
基
準
日
と
し
て
お
り
、
基

準
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
間
に

価
格
が
下
落
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
価
格
の
下
落
修
正

が
で
き
る
。
震
災
の
影
響
を
踏
ま

え
、
現
在
、
下
落
修
正
を
行
な
っ

て
い
る
。

答

三
陸
鉄
道
は
復
旧
の
予
定

だ
が
、
鉄
路
は
つ
な
が
っ
て

こ
そ
住
民
の
足
と
な
る
。
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
確
定
さ
せ
る
に
は
、

Ｊ
Ｒ
側
か
ら
の
提
案
が
先
に
示
さ

れ
な
い
こ
と
に
は
前
に
進
め
な
い
。

協
議
は
し
て
い
る
の
か
。

問

昨
日
、
情
報
交
換
と
い
う

形
で
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
。

答 Ｊ

Ｒ

の

復

旧

財

政

健

全

化

法

人

市

民

税

被
災
し
た
企
業
も
多
い
が
、

税
収
へ
の
影
響
は
。

問

年
度
に
法
人
市
民
税
の

２３
均
等
割
の
減
免
申
請
が
あ
っ

た
約
３
０
０
社
に
対
し
、
約
１
８

０
０
万
円
ほ
ど
の
減
免
と
な
っ
て

い
る
。
地
元
企
業
の
法
人
税
割
に

つ
い
て
は
、
４
割
程
度
の
減
収
を

見
込
ん
で
い
る
。

答

地
方
交
付
税
が
ふ
え
た
理

由
は
。

問

復
旧
事
業
に
係
る
経
費
、

税
の
落
ち
込
み
等
に
つ
い
て

試
算
し
た
結
果
、
９
億
ほ
ど
の
計

上
と
な
り
、
こ
の
分
が
交
付
税
総

体
の
予
算
を
押
し
上
げ
た
。

答 地

方

交

付

税

企
業
の
中
間
申
告
の
状
況
も
順
調

に
推
移
し
て
お
り
、
円
高
な
ど
厳

し
い
事
業
環
境
の
中
、
中
国
を
中

心
と
す
る
ア
ジ
ア
地
域
の
景
気
拡

大
に
よ
り
業
績
が
回
復
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
法
人
市
民
税
全
体

で
増
と
見
込
ん
だ
。

Ｊ
Ｒ
側
か
ら
は
鉄
路
で
の
復
旧
に

は
時
間
を
要
す
る
、
ま
し
て
路
線

変
更
と
な
れ
ば
相
当
の
時
間
が
必

要
だ
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。
市

と
す
れ
ば
、
あ
く
ま
で
鉄
路
と
し

て
の
復
旧
を
望
む
と
同
時
に
、
Ｂ

Ｒ
Ｔ
の
導
入
に
つ
い
て
は
沿
線
自

治
体
と
の
協
議
が
な
け
れ
ば
結
論

は
出
せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
ス
タ
ジ
ア

ム
建
設
事
業
が
国
に
採
択
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
ど
う
考
え
る

か
。 問

復
興
庁
で
は
、
生
活
の
再

建
が
第
一
で
あ
る
と
の
考
え

で
は
あ
る
が
、
今
後
は
ラ
グ
ビ
ー

だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
ち
お
こ

し
の
一
環
と
し
て
他
の
ス
ポ
ー
ツ

も
含
め
進
め
て
い
き
た
い
。

答 ラ

グ

ビ

ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

今
後
は
、
他
の
自
治
体
と

も
広
域
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

当
市
以
外
の
自
治
体
か
ら

も
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い

と
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た

い
。 答

かまいし市議会だより
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く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
が
、
今

後
も
災
害
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

日
頃
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
お
け
る
考
え
方
や
、
あ

り
方
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。

議
員

大
震
災
で
の
被
害
拡
大
は
、

近
代
科
学
文
明
に
君
臨
す
る
浅
は

か
な
人
智
へ
の
警
鐘
だ
っ
た
の
か

と
今
さ
ら
に
し
て
驚
か
さ
れ
た
。

地
域
に
継
承
さ
れ
る
と
う
と
い
経

験
や
智
慧
を
ど
う
取
り
入
れ
る
か
。

市
長

防
潮
堤
等
既
存
の
構
造
物

の
一
定
の
復
旧
整
備
は
行
う
も
の

議
員

未
曾
有
と

い
わ
れ
る
こ
の
度

の
大
震
災
か
ら
何

を
学
び
、
何
を
教

訓
と
し
て
得
ら
れ

た
の
か
、
復
興
に

ど
う
生
か
す
の
か
。

市
長

千
人
を
超

え
る
と
う
と
い
人
命
や
、
多
く
の

貴
重
な
財
産
を
失
う
こ
と
と
な
り
、

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
る
中
で
、
災

害
に
対
す
る
備
え
や
発
生
直
後
の

対
応
、
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
多
く

の
こ
と
を
今
後
へ
の
教
訓
や
反
省

と
し
て
学
ん
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に

お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
に
留
意
し
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
全
て
の
出

発
点
と
位
置
づ
け
る
と
同
時
に
、

改
め
て
自
然
と
の
向
き
合
い
方
で

は
、
畏
敬
の
念
を
持
ち
、
そ
の
も

と
で
暮
ら
し
が
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
考
慮
し
た
上
で
、
ま
ち
づ

の
、
避
難
と
そ
の
誘
導
の
あ
り
方

を
初
め
、
災
害
発
生
時
の
混
乱
を

回
避
で
き
る
よ
う
な
備
え
、
意
識

づ
く
り
な
ど
を
確
実
に
行
っ
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
。
よ
っ

て
、
被
災
に
よ
る
犠
牲
者
や
財
産

の
喪
失
を
極
力
小
さ
く
す
る
減
災

へ
の
対
応
を
最
も
優
先
す
る
取
り

組
み
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
と

し
た
。
具
体
的
に
は
被
災
直
後
の

停
電
に
よ
り
、
各
方
面
と
の
情
報

連
絡
体
制
が
機
能
せ
ず
後
手
に

回
っ
た
反
省
か
ら
主
要
な
公
共
施

設
の
停
電
を
回
避
す
る
た
め
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
具
体
化
し
た
い
。
学
校

建
設
は
複
合
的
機
能
を
備
え
た
地

域
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
い
。

の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
る
保
険
料

の
減
免
は
で
き
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
が
、
現
行
保
険
料
を
維

持
す
る
た
め
の
持
ち
出
し
額
は
、

３
億
円
程
度
と
推
計
し
て
い
る
。

議
員

政
府
は
、
介
護
事
業
所
へ

の
介
護
報
酬
に
つ
い
て
の
実
質
マ

イ
ナ
ス
を
決
め
て
い
る
。
処
遇
改

善
交
付
金
の
廃
止
と
合
わ
せ
れ
ば
、

施
設
に
大
幅
な
減
収
の
恐
れ
が
あ

る
が
、
施
設
へ
の
影
響
を
ど
う
見

る
か
。

部
長

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
等

に
は
十
分
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、

議
員

介
護
保
険
制
度
は
国
の
負

担
割
合
が
か
つ
て
の

％
台
か
ら

５０

％
台
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る

２０も
と
で
、
介
護
給
付
費
の
増
加
分

を
高
齢
者
の
保
険
料
負
担
に
転
換

す
る
の
は
限
界
だ
。
国
庫
負
担
割

合
の
引
き
上
げ

を
国
に
要
望
す

べ
き
で
は
。
ま

た
、
保
険
料
の

直
ち
に
施
設
の
経
営
、
維
持
に
大

き
な
支
障
は
な
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

市内の介護事業所

全
国
市
長
会
の
議
論
を
踏
ま
え
対
応

値
上
げ
を
抑
え
る
た
め
に
一
般
会

計
か
ら
の
持
ち
出
し
が
必
要
と
思

う
が
、
持
ち
出
す
な
ら
金
額
は
い

く
ら
か
。

市
長

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、

そ
の
動
向
に
注
視
し
た
い
。
以
前

か
ら
社
会
保
障
審
議
会
の
中
で
議

論
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
・
受
給

者
範
囲
の
拡
大
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
が
、
制
度
自
体
の
抜
本
的
な
改

善
要
望
を
含
め
、
全
国
市
長
会
で

坂 本 良 子
日本共産党議員団

国
に
負
担
割
合
引
き
上
げ
の
要
望
を

改めて自然への畏敬の念だ
震災から何を学んだのか

公

明

党

山
﨑
長
栄

議
員

仮
設
住
宅
に
住
む
方
々
の

住
ま
い
の
確
保
は
、
自
力
で
生
活

再
建
が
困
難
な
被
災
者
に
ふ
さ
わ

し
い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
型
公
営

住
宅
や
ケ
ア
付
き
公
営
住
宅
等
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
当
局
の
考
え
て
い
る
災
害
公

営
住
宅
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

部
長

国
の
施
策
と
し
て
、
災
害

公
営
住
宅
と
高
齢
者
生
活
支
援
施

設
、
障
が
い
者
福
祉
施
設
及
び
子

育
て
支
援
施
設
の
合
築
・
併
設
を

促
進
す
る
補
助
制
度
も
創
設
さ
れ

て
い
る
。
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面
で

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

復興工事中の片岸町

かまいし市議会だより
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全
国
各
地
、
海
外
か
ら
も
数
多
く

の
支
援
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
支

援
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
三
陸

の
拠
点
都
市
と
し
て
復
興
を
成
し

遂
げ
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
よ
り
良

い
釜
石
を
創
造
し
、
希
望
の
持
て

る
ま
ち
釜
石
を
次
の
世
代
へ
と
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
を
我
々
の
使

命
と
し
、
１
日
も
早
い
復
興
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員

鵜
住
居
地
区
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
に
か
か
わ
る

営
住
宅
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
具

体
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

の
さ
ら
な
る
展
開
は
。

部
長

森
林
資
源
を
余
す
と
こ
ろ

な
く
使
い
切
る
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
。
用
材
利
用
に
つ
い
て
広
域
連

携
に
よ
る
住
宅
供
給
シ
ス
テ
ム
を

軌
道
に
乗
せ
、
将
来
的
に
は
地
域

外
へ
の
住
宅
販
売
へ
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
新
た
な
産
業
興

し
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

議
員

地
域
材
活
用
に
よ
る
復
興

住
宅
の
取
り
組
み
状
況
は
。

部
長

釜
石
、
遠
野
、
大
槌
の
２

市
１
町
の
関
連
業
者
・
団
体
の
構

成
に
よ
る
「
上
閉
伊
地
域
林
業
・

木
材
・
住
宅
産
業
振
興
協
議
会
」

が
発
足
し
、
個
人
住
宅
、
復
興
公

は
、
地
権
者
等
と
の
交
渉
や
詳
細

な
設
計
、
そ
し
て
工
事
へ
と
復
興

議
員

３
月
４
日

に
両
石
地
域
を
最

後
に
釜
石
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
案
が

お
お
む
ね
合
意
さ

れ
、

地
区
全
て

２１

で
の
合
意
が
な
さ

れ
た
。
復
興
元
年

が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
だ
と
の
思
い

だ
。
ま
た
、
３
月
２
日
は
復
興
庁

が
復
興
交
付
金
第
一
回
配
分
額
を

発
表
し
、
釜
石
市
は
１
７
５
億
７

千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
計
画
し

て
い
た
事
業
は
ど
の
よ
う
に
推
進

さ
れ
て
い
く
の
か
。

市
長

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
地
域
別
土
地

利
用
計
画
に
つ
い
て
、
地
域
と
の

懇
談
を
重
ね
取
り
組
ん
で
き
た
結

果
、
３
月
当
初
を
も
っ
て
住
民
の

皆
様
よ
り
了
承
を
い
た
だ
き
、
住

民
と
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

同
一
の
目
的
の
も
と
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
今
後

多
重
防
御
の
あ
り
方
が
明
確
に
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

副
市
長

海
抜
・
５
㍍
の
防
潮

１４

堤
、
河
口
に
は
水
門
を
設
置
す
る
。

ま
た
、
よ
り
高
い
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、
沿
岸
部
に
隣
接
す
る

地
域
は
公
園
用
地
、
居
住
地
域
は

山
側
に
設
定
。
地
域
内
の
排
水
を

考
慮
し
道
路
を
含
む
宅
地
地
盤
の

か
さ
上
げ
に
つ
い
て
提
案
し
て
い

る
。
鉄
道
軌
道
敷
の
高
さ
に
つ
い

て
は
Ｊ
Ｒ
の
復
旧
計
画
と
当
市
の

土
地
利
用
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
つ
つ
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
い
く
。

議
員

緑
の
シ
ス
テ
ム
創
造
事
業

よ
り
良
い
新
生
釜
石
の
創
造
を

郷
土
の
再
生
を
ど
の
よ
う
に

川 﨑 勇 一
海 盛 会

議
員

か
つ
て
釜
石
は
、
我
が
国

の
復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
震
災
か
ら
復
興
を
果
た

し
、
沿
岸
部
に
お
け
る
拠
点
都
市

と
し
て
地
域
を
牽
引
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
次
の
世
代
に

世
紀
の
会

２１古
川
愛
明

ＵＲ都市再生機構と外部団体で
復興まちづくり計画実施の形態は

継
ぐ
郷
土
の
再

生
に
向
け
た
市

長
の
考
え
は
。

市
長

震
災
後
、

地域材を活用した住宅

大浜渡橋から見る鵜住居町

の
核
心
部
分
に
移
行
し
て
い
く
が
、

早
期
の
復
興
を
行
う
た
め
に
は
膨

大
な
事
業
を
い
か
に
効
率
的
に
進

め
て
い
く
か
が
課
題
だ
。

議
員

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
計

２１

画
案
が
お
お
む
ね
決
ま
っ
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
、
今
後
ど
の

よ
う
な
形
で
実
施
に
移
さ
れ
て
い

く
の
か
。

市
長

市
内
５
地
区
に
お
い
て
、

事
業
実
施
を
予
定
し
て
い
る
都
市

再
生
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

直
接
買
収
に
よ
っ
て
整
備
を
行
う

場
合
と
異
な
り
、
法
の
厳
格
な
手

続
き
規
定
に
基
づ
き
、
全
て
の
関

係
権
利
者
の
理
解
の
も
と
行
う
事

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
知

識
と
膨
大
な
労
力
を
要
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
着
実
な
事
業
推

進
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
充
実
し
た
復
興
事
業
の
推
進
体

制
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
新
年
度
よ
り
市
役
所

の
組
織
を
見
直
し
、
さ
ら
に
は
全

国
の
自
治
体
か
ら
の
職
員
派
遣
な

ど
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら

体
制
強
化
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機

構
を
初
め
外
部
団
体
と
復
興
事
業

の
推
進
に
向
け
た
支
援
体
制
を
構

築
す
べ
く
調
整
を
進
め
て
い
る
。
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イ
オ
ン
の
進
出
に
関
し
、

既
存
の
商
店
街
へ
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

問

周
辺
市
町
村
か
ら
の
買
い

物
等
の
交
流
人
口
の
呼
び
込

み
に
加
え
、
東
部
の
ま
ち
づ
く
り

全
体
の
中
で
の
配
置
・
系
統
・
ま

ち
の
つ
な
が
り
も
含
め
、
交
流
人

口
が
ま
ち
全
体
に
回
流
す
る
工
夫

を
考
え
た
い
。

答 大
型
店
舗
イ
オ
ン
進
出

配
分
委
員
会
は
ど
の
よ
う

な
メ
ン
バ
ー
か
。

問

社
会
福
祉
協
議
会
長
、
市

議
会
民
生
常
任
委
員
長
、
民

生
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
、
日

本
赤
十
字
社
岩
手
県
支
部
釜
石
市

答

義
援
金
の
受
領
状
況
は
。

問

月

日
現
在
、
国
・
県

１１

１８

か
ら
の
受
領
金
額
は

億
４

７０

８
０
６
万
円
ほ
ど
で
、
市
に
直
接

寄
せ
ら
れ
た
分
は
約
４
億
２
４
９

９
万
円
で
あ
る
。
今
年
の
３
月
１５

日
現
在
、
市
に
直
接
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
は
約
４
億
５
０
０
６
万
円

で
、
お
よ
そ
２
５
０
７
万
円
の
増

に
な
っ
て
い
る
。

答

被
災
者
支
援
バ
ス
運
行
事

業
の
運
賃
、
運
行
期
間
は
。

問

運
賃
を
一
部
改
正
し
、
最

高
で
２
０
０
円
と
な
る
。
運

行
期
間
は
１
年
と
限
定
す
る
。

答 被
災
者
支
援
バ
ス

い
つ
ご
ろ
配
分
さ
れ
る
の

か
。

問

県
の
留
保
額
が

億
円
ほ

３４

ど
あ
り
、
今
後
の
分
と
あ
わ

せ
て
配
分
さ
れ
る
も
の
と
予
測
し

て
い
る
。
市
の
配
分
に
つ
い
て
は
、

配
分
委
員
会
を
開
催
し
、
内
容
、

金
額
等
を
決
め
た
い
。

答

災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
の

津
波
堆
積
物
処
理
経
費
と
、

そ
の
他
経
費
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

問

津
波
堆
積
物
処
理
と
は
瓦

れ
き
に
混
入
し
た
汚
泥
等
の

処
理
の
こ
と
で
、
そ
の
他
経
費
と

は
プ
ロ
パ
ン
や
消
火
器
等
の
危
険

物
処
理
の
こ
と
で
あ
る
。

答

女
性
の
視
点
を
生
か
す
べ

き
と
訴
え
て
き
た
が
、
こ
の

た
び
条
例
が
改
正
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
何
人
の
女
性
委
員
の
登
用
を

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
人
選

す
る
際
に
、
介
護
や
保
育
現
場
で
、

災
害
時
に
弱
者
と
な
る
方
と
直
接

か
か
わ
っ
て
い
る
方
を
登
用
す
べ

問

今
回
の
震
災
で
、
避
難
所

運
営
等
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
の
女
性
の
視
点
が
必
要
だ
ろ

う
と
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
そ

こ
で
、
民
間
か
ら
登
用
す
る
５
名

の
う
ち
、
３
名
以
上
を
女
性
に
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
人
選
に
つ

い
て
は
、
委
員
数
に
限
り
が
あ
る

の
で
、
介
護
や
福
祉
施
設
の
方
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
と
の
意
見

交
換
の
機
会
を
別
に
設
け
、
防
災

会
議
に
生
か
し
た
い
。

答

防

災

会

議

き
と
思
う
が
。

廃
棄
物
処
理
事
業
は
、
当

初
か
ら
地
域
経
済
へ
の
活
性

化
な
ど
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
状

況
は
。

問

解
体
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
板

木
山
の
山
長
Ｊ
Ｖ
、
鵜
住
居

の
小
澤
組
グ
ル
ー
プ
、
混
合
処
理

の
大
成
建
設
に
分
け
て
い
る
。
大

成
建
設
Ｊ
Ｖ
に
よ
る
地
元
と
の
調

整
や
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
監
理

業
務
を
委
託
し
、
協
議
会
を
つ

く
っ
て
進
め
て
い
る
。

答 災
害
廃
棄
物
処
理

義

援

金

当
市
の
仮
設
住
宅
の

歳
６５

以
上
の
入
居
者
数
は
。
そ
の

う
ち
、
独
居
の
人
数
は
。

問

歳
以
上
の
入
居
者
は
１

６５
８
１
８
人
で
、
う
ち
独
居
は

３
５
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

答 仮
設
住
宅
入
居
者

南
三
陸
町
で
行
っ
た
調
査

の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
ま
た
、
歩
行
困
難
者
へ
の
今

後
の
対
応
は
。

問

仮
設
住
宅
に
住
む

歳
以

６５

上
の
高
齢
者
の
３
割
が
被
災

後
に
歩
行
困
難
と
な
り
、
そ
の
後

回
復
し
て
い
な
い
。
環
境
の
変
化

に
よ
り
外
出
や
体
を
動
か
す
機
会

が
減
る
こ
と
で
心
と
体
の
機
能
が

低
下
す
る
「
生
活
不
活
発
病
」
が

原
因
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
介

護
申
請
手
続
き
を
勧
め
る
。

答 地
区
副
地
区
長（
保
健
福
祉
部
長
）、

被
災
者
代
表
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

広
域
処
理
す
る
瓦
れ
き
の

量
及
び
受
け
入
れ
体
制
は

整
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
効
果

的
な
災
害
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

問

災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理

と
し
て
埋
め
立
て
処
分
用
１２

万
㌧
、
木
質
チ
ッ
プ
用
８
万
㌧
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
花
巻
市

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
６
万
㌧
の
可

燃
物
処
理
の
了
解
を
得
た
。
埋
め

立
て
処
分
も
民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
な
が
ら
複
数
の
自
治
体

と
協
議
中
で
新
年
度
早
々
に
は
受

け
入
れ
先
を
示
せ
る
。
効
果
的
な

リ
サ
イ
ク
ル
方
法
と
し
て
は
、
高

炉
ス
ラ
グ
を
復
興
資
材
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
協
議
中
だ
。

答

瓦
れ
き
の
広
域
処
理

自
殺
防
止
対
策
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。
震
災
前
後
の

変
化
は
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養

成
に
は
費
用
が
か
か
る
の
で
は
。

問

生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
や
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
応
援
を

も
ら
い
な
が
ら
、
悩
ん
で
い
る
人

に
声
を
か
け
て
見
守
る
と
い
う
姿

勢
で
対
応
す
る
。
釜
石
市
内
の
自

殺
者
は
平
成

年

人
、

年

２０

１４

２１

１６

人
、

年

人
、

年
は
３
月
か

２２

１３

２３

ら
９
月
ま
で
で

人
だ
。
ゲ
ー
ト

１０

キ
ー
パ
ー
は
資
格
で
は
な
い
の
で

費
用
は
か
か
ら
な
い
。
早
め
に
気

づ
い
て
相
談
に
乗
り
必
要
な
支
援

に
つ
な
ぐ
と
い
う
役
割
だ
。

答 自
殺
防
止
対
策

方
法
は
。
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日
本
脳
炎
予
防
接
種
委
託

料
が
ふ
え
て
い
る
理
由
は
。

問

予
防
接
種
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
副
作
用
が
出
た
た
め
に
一

時
中
断
さ
れ
て
い
た
。
今
回
、
新

し
い
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
２４

年
度
分
に
加
え
、
中
断
さ
れ
て
い

た
分
も
含
め
て
確
保
で
き
た
の
で

委
託
料
が
ふ
え
た
も
の
だ
。

答 日
本
脳
炎
予
防
接
種

放
射
能
の
影
響
に
よ
る
牛

や
シ
イ
タ
ケ
の
販
売
価
格
へ

の
影
響
と
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

暫
定
規
制
値
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
、
和
山
、
楢
ノ
木
平

両
牧
場
と
シ
イ
タ
ケ
生
産
者
へ
の

対
応
は
。

問

牛
と
シ
イ
タ
ケ
の
販
売
価

格
が
下
落
し
て
い
る
。
ま
た
、

経
営
が
弱
体
で
あ
り
、
必
要
な
対

策
を
講
じ
た
い
。
牧
場
は
早
期
の

放
牧
再
開
と
代
替
飼
料
の
確
保
に

努
め
た
い
。
シ
イ
タ
ケ
は
、
原
木

の
更
新
や
融
資
対
策
と
な
る
。

答

復
興
住
宅
供
給
を
目
指
す

供
給
シ
ス
テ
ム
の
沿
革
は
。

問

釜
石
地
方
森
林
組
合
が
中

心
に
木
材
を
供
給
。
加
工
は

遠
野
市
の
木
工
団
地
の
協
力
に
よ

る
構
造
材
の
乾
燥
処
理
、
製
材
を

行
い
な
が
ら
、
地
元
製
材
所
も
活

答 復
興
住
宅
へ
の
木
材
供
給

当
市
の
地
域
型
モ
デ
ル
住

宅
の
考
え
と
、
価
格
設
定
は
。

問

単
身
者
や
２
人
世
帯
向
け

の
、
比
較
的
小
さ
い
プ
ラ
ン

や
、
子
育
て
世
帯
向
け
の
プ
ラ
ン

等
を
進
め
て
い
る
。
木
造
在
来
工

法
を
主
体
に
、
な
る
べ
く
安
い
価

格
で
提
供
し
た
い
。
面
積
規
模
、

価
格
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。

答

復
興
釜
石
新
聞
発
行
事
業

の
内
容
は
。
ま
た
、
広
告
料

収
入
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

問

復
興
情
報
を
主
と
し
て
週

２
回
、
新
聞
と
し
て
発
行
し

全
戸
配
布
し
て
い
る
。
運
営
費
は
、

市
か
ら
の
委
託
料
で
賄
っ
て
い
る
。

広
告
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
委
託

料
が
広
告
収
入
と
同
額
分
減
額
さ

れ
て
い
る
。

答 復
興
釜
石
新
聞

放
射
能
に
よ
る

牛
や
シ
イ
タ
ケ
へ
の
影
響

シ
カ
被
害
対
策
費
が
減
少

し
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

ま
た
、
猟
友
会
の
現
状
と
、
シ
カ

被
害
の
抜
本
的
な
被
害
対
策
は
。

問

誘
導
柵
事
業
費
を
削
減
し

て
い
る
。
猟
友
会
は
メ
ン

バ
ー
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
し

て
お
り
、
よ
り
良
い
対
策
を
考
え

た
い
。

答

猟
友
会
の
現
状
と

シ
カ
被
害
対
策

基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業

の
復
旧
状
況
は
。

問

震
災
前
の
養
殖
棚
が
３
千

台
近
く
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

現
在
は
１
４
８
６
台
と
３
分
の
１

ま
で
復
旧
。
作
業
小
屋
、
倉
庫
等

は
順
次
進
め
て
い
く
予
定
だ
。

答 水
産
業
の
復
旧
状
況

地
元
建
設
業
界
の
施
工
能

力
は
。

問

市
内
の
業
者
は
約

社
と

４０

考
え
て
お
り
、
１
年
で
４
件

の
施
工
が
可
能
と
す
れ
ば
、
１
０

０
件
程
度
と
考
え
て
い
る
。

答

水
産
業
の
復
旧
に
向
け
た

漁
業
従
事
者
の
動
態
は
。

問

従
事
者
は
１
５
５
４
人
程

度
で
、
う
ち

歳
以
上
が
１

７５

７
０
名
と
１
割
程
度
お
り
、
引
退

す
る
人
も
多
く
、
若
い
人
に
定
置

網
漁
業
へ
の
従
事
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

答

塩
蔵
わ
か
め
製
造
は
。

問

共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
機
械
等
が
そ
ろ
わ
な
い

た
め
多
く
は
生
出
荷
と
な
る
。

答

用
す
る
。
建
築
は
、
岩
手
県
建
築

士
会
釜
石
支
部
が
協
力
す
る
。
地

元
工
務
店
を
窓
口
に
住
宅
発
注
供

給
し
て
い
く
。
７
～
８
月
に
は
、

部
材
の
供
給
体
制
を
備
え
な
が
ら

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
提
案
を
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

魚
市
場
の
平
成

年
度
の

２３

水
揚
げ
と
、

年
度
の
予
想

２４

及
び
課
題
は
。

問

年
２
月
末
で
７
５
０
０

２３
㌧
、
金
額
で

億
５
千
万
円

１４

ほ
ど
。

年
度
予
想
は
５
カ
年
計

２４

画
で
は

億
円
。
課
題
は
地
元
漁

２０

船
が
少
な
い
こ
と
等
で
あ
る
。

答 魚

市

場

１
社
３
億
円
の
工
場
取
得

補
助
金
の
雇
用
者
数
と
全
体

の
従
業
員
数
は
。
ま
た
、
雇
用
は

正
社
員
か
。

問

新
規
の
雇
用
者
数
は

名
１０

以
上
で
、
全
体
の
従
業
員
数

は
１
１
５
０
人
。
交
付
金
の
目
的

か
ら
、
今
回
の
十
数
名
の
雇
用
は

正
社
員
で
あ
る
。

答 工
場
取
得
補
助
金

被
災
し
た
事
業
所
の
事
業

再
開
へ
の
動
向
に
つ
い
て
把

握
し
て
い
る
の
か
。

問

被
災
し
た
６
７
４
事
業
所

の
う
ち
、
調
査
済
み
事
業
所

答 被
災
事
業
所
の
事
業
再
開

新
年
度
予
算
で
重
点
的
に

取
り
組
む
も
の
は
。
ま
た
、

小
規
模
事
業
者
へ
の
再
建
支
援
補

助
金
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

問

こ
れ
ま
で
支
援
の
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
全
壊
し
た
小

規
模
事
業
者
へ
の
再
建
支
援
補
助

金
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
国
・

県
の
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
さ
ら
な

る
活
用
に
も
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
み
、
被
災
事
業
者

の
事
業
再
開
を
強
力
に
支
援
し
た

い
。
あ
わ
せ
て
、
国
の
雇
用
創
出

基
金
を
活
用
し
た
雇
用
創
出
事
業

で
短
・
中
期
の
雇
用
創
出
に
も
引

き
続
き
取
り
組
み
た
い
。

答 は
５
４
７
事
業
所
で
、
そ
の
う
ち

３
８
３
事
業
所
（

％
）
が
事
業

７０

再
開
を
果
た
し
て
い
る
ほ
か
、
廃

業
は

事
業
所
（

％
）、
再
開
し

５５

１０

た
い
が
目
途
が
立
た
な
い
が

事
２７

業
所
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
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項
を
付
託
し
て
い
る
が
、
そ
の
結

果
を
受
け
、
ご
遺
族
へ
の
説
明
会

を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

議
員

湾
口
防
波
堤
の
建
設
は
１

年
経
た
な
い
中
で
の
着
工
と
な
っ

て
い
る
が
、
両
石
や
仮
宿
へ
の

「
返
し
波
」
の
検
証
を
行
わ
な
い

こ
と
は
、
当
市
の
歴
史
に
汚
点
を

残
す
こ
と
に
な
る
。
第
三
者
に
よ

る
検
証
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

副
市
長

独
立
行
政
法
人
港
湾
空

港
技
術
研
究
所
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
影
響
が
大
き
な
も

の
で
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
各
種
研
究
機
関
等
に

議
員

東
日
本
大

震
災
で
、
津
波
の

避
難
場
所
に
指
定

さ
れ
て
い
な
か
っ

た
鵜
住
居
地
区
防

災
セ
ン
タ
ー
で
、

１
０
０
人
前
後
が

避
難
し
た
う
ち
、

人
の
と
う
と
い
命
が
奪
わ
れ
た
。

６３市
は
検
証
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、

検
証
作
業
を
進
め
て
き
た
が
、
犠

牲
と
な
ら
れ
た
方
々
や
市
民
が
納

得
で
き
る
今
後
の
対
応
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長

多
く
の
市
民
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
を
厳
粛
に
重
く
受
け
止
め

て
い
る
。
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
説
明
会
を
こ
れ
ま

で
２
回
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
検

証
委
員
会
は
行
政
独
自
の
検
証
で

は
な
く
、
第
三
者
に
よ
る
検
証
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
釜
石
市
東
日

本
大
震
災
検
証
委
員
会
に
鵜
住
居

地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
事

よ
る
検
証
が
進
め
ら
れ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

中
学
校
の
体
育
授
業
で
新

年
度
か
ら
柔
道
や
剣
道
な
ど
の
武

道
が
必
修
化
さ
れ
る
中
で
、
柔
道

の
安
全
性
が
大
き
く
問
わ
れ
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
。
武
道
の
必
修

化
を
前
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
守
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長

指
導
前
に
生
徒
の
健
康

状
態
の
把
握
、
指
導
中
の
体
調
の

変
化
へ
の
配
慮
、
体
調
に
異
常
を

感
じ
た
と
き
の
中
止
の
徹
底
、
初

心
者
へ
の
受
身
の
指
導
、
施
設
や

用
具
等
の
安
全
点
検
な
ど
の
練
習

環
境
へ
の
配
慮
、
事
故
を
防
ぐ
た

め
の
学
校
向
け
解
説
書
な
ど
を
各

学
校
へ
徹
底
し
た
い
。

語
り
部
の
説
明
等
を
検
討
す
る
。

議
員

実
体
験
を
生
か
し
た
津
波

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
早
期
作
成
し

議
員
「
釜
石
の
奇
跡
」
の
源
の

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
を
ま
ち
お

こ
し
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
活
用

し
て
は
。

部
長
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」が
市

の
津
波
防
災
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ

う
行
政
と
市
民

が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
認

津
波
防
災
を
市
民
に
徹
底
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

部
長

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
行
動
計
画

を
策
定
す
る
際
は
、
実
体
験
を
有

効
に
活
用
し
誰
も
が
理
解
で
き
る

明
瞭
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

議
員

当
市
の
高
齢
化
は
国
・
県

を
上
回
る
速
度
で
進
展
し
て
い
る
。

高
齢
化
対
策
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン

は
。

市
長

年
度
は
、「
か
ま
い
し

２４

供
ほ
っ
僑
と
プ
ラ
ン
５
」
の
策
定

年
度
に
当
た
っ
て
お
り
、
次
の
五

つ
の
視
点
で
進
め
る
。
①
医
療
と

の
連
携
強
化
、
②
介
護
サ
ー
ビ
ス

いわてデスティネーションキャンペーン

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

識
し
て
い
る
。

議
員

い
わ
て
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
予

定
だ
が
、「
釜
石
の
奇
跡
」
と
言
わ

れ
る
、
子
供
た
ち
の
避
難
ル
ー
ト

を
生
き
た
手
本
と
し
て
ツ
ア
ー
の

企
画
に
盛
込
め
な
い
か
。

部
長

遠
野
・
釜
石
号
は
、
鉄
の

歴
史
館
、
鈴
子
地
区
の
仮
設
店
舗

で
買
い
物
と
食
事
等
で
２
時
間
程

度
の
滞
在
予
定
。
子
供
た
ち
の
避

難
ル
ー
ト
の
紹
介
は
難
し
い
が
、

菊 池 秀 明
民政クラブ

津
波
防
災
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
は

第三者による検証が必要
鵜住居地区防災センターへの対応

日
本
共
産
党
議
員
団

菊
池

孝

の
充
実
強
化
、
③
健
康
づ
く
り
、

予
防
の
充
実
強
化
、
④
多
様
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
権
利

擁
護
、
⑤
高
齢
者
の
住
ま
い
の
整

備
。

議
員

高
齢
者
を
考
慮
し
た
復
興

住
宅
の
建
設
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

部
長

高
齢
者
に
配
慮
し
た
復
興

公
営
住
宅
整
備
は

年
度
か
ら
３

２３

年
間
で
、
約
千
戸
を
建
設
す
る
。

議
員

ひ
と
り
暮
ら
し
が
多
い
の

で
、
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
強
化

を
す
べ
き
で
は
。

部
長

緊
急
通
報
装
置
の
設
置
に

加
え
、
高
齢
者
を
支
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
。

スポーツ少年団活動
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６
分
程
度
お
く
れ
さ
せ
た
ほ
か
、

津
波
高
を
約
４
割
、
遡
上
高
を
約

５
割
低
減
す
る
な
ど
一
定
の
減
災

効
果
を
発
揮
し
、
数
多
く
の
と
う

と
い
生
命
を
守
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
津

波
を
せ
き
と
め
た
こ
と
で
、
湾
の

内
と
外
に
極
端
な
水
位
差
が
生
じ
、

ケ
ー
ソ
ン
が
港
の
内
側
に
押
さ
れ

る
と
と
も
に
、
基
礎
マ
ウ
ン
ド
が

越
流
に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
ケ
ー
ソ

ン
が
滑
落
し
、
全
長
１
９
６
０
㍍

の
湾
口
防
波
堤
は
、
北
提
９
９
０

㍍
と
開
口
部
３
０
０
㍍
が
ほ
ぼ
全

域
で
倒
壊
、
南
提
は
６
７
０
㍍
の

う
ち
３
６
０
㍍
が
倒
壊
被
害
を
受

議
員

釜
石
港
湾
口
防
波
堤
の
復
旧
工
事
着

工
式
が
と
り
行
わ
れ
た
が
、
復
旧
工
事
は
ど

の
よ
う
な
作
業
工
程
で
行
わ
れ
る
の
か
。
ま

た
、
倒
壊
し
た
ケ
ー
ソ
ン
の
状
況
は
。

副
市
長

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
津

波
襲
来
時
、
中
心
市
街
地
へ
の
到
達
時
間
を

け
た
。
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
で

は
、
湾
口
防
波
堤
を
多
重
防
御
を

形
成
す
る
第
一
線
堤
と
し
て
位
置

づ
け
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

議
員

震
災
に
よ
り
多
く
の
事
業

所
や
産
業
基
盤
が
失
わ
れ
、
こ
れ

に
伴
っ
て
多
く
の
方
々
が
職
を
失

う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
産
業

の
再
生
と
雇
用
の
場
の
確
保
・
創

出
に
向
け
た
見
解
は
。

部
長

本
年
１
月
の
有
効
求
人
倍

率
は
、
復
興
需
要
や
事
業
再
生
を

果
た
し
た
事
業
所
な
ど
の
求
人
増

加
に
よ
っ
て
、
０
・

倍
と
昨
年

６８

同
月
を
０
・

ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

２５

数
値
上
は
大
き
く
改
善
し
て
い
る

が
、
求
人
の
多
く
が
正
社
員
以
外

で
あ
り
、
雇
用
条
件
が
合
わ
な
い

な
ど
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕

在
化
し
て
い
る
。
失
業
給
付
の
大

幅
な
延
長
に
伴
っ
て
就
職
活
動
へ

の
意
欲
低
下
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
対
応
し
た

求
職
者
へ
の
職
業
訓
練
支
援
、
グ

ル
ー
プ
補
助
金
を
初
め
、
助
成
制

度
に
加
え
て
雇
用
の
場
の
安
定
確

保
に
向
け
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

ロ
リ
菌
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

除
菌
療
法
を
行
う
と
、
胃
が
ん
の

リ
ス
ク
が
下
が
る
と
も
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
先
進
自
治
体
の

情
報
を
収
集
し
、
検
診
機
関
等
と

の
協
議
を
行
い
な
が
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
。

議
員

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
住
宅
の
建
設
に
は
、
高
齢
者

の
視
点
に
立
っ
た
検
討
が
肝
要
で

あ
る
。
今
後
、
一
斉
に
建
設
が
進

め
ら
れ
る
復
興
公
営
住
宅
で
は
孤

立
化
さ
せ
な
い
た
め
の
施
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

部
長

高
齢
化
率
が

・
６
％
、

３６

仮
設
住
宅
で

歳
以
上
の
同
居
者

６５

議
員

胃
が
ん
は
、

当
市
の
死
亡
原
因

の
上
位
を
占
め
て

い
る
が
検
診
の
受

診
率
が
低
い
状
況

に
あ
る
。
そ
れ
は

な
ぜ
な
の
か
背
景

に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
胃
が
ん
の
罹
患
者
は
ピ
ロ

リ
菌
の
感
染
者
で
あ
り
、
世
界
保

健
機
構
や
国
際
が
ん
研
究
機
構
で

も
、
ピ
ロ
リ
菌
が
胃
が
ん
の
発
が

ん
因
子
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。

胃
が
ん
予
防
に
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌

が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
査

が
容
易
な
尿
素
呼
気
試
験
法
を
用

い
て
、
胃
が
ん
対
策
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

部
長

胃
が
ん
検
診
の
受
診
率
が

低
調
な
一
因
と
し
て
、
胃
部
診
察

の
通
院
者
が
、
他
の
検
診
と
比
べ

て
多
い
こ
と
や
、
早
朝
の
検
診
の

た
め
に
、
当
日
の
辞
退
者
が
多
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ピ

検診車

雇
用
を
取
り
巻
く
状
況
は

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕
在
化

世
紀
の
会

２１
平
野
弘
之

公

明

党

細
田
孝
子

協議・研究していきたい！
胃がん予防にピロリ菌検査を

が
い
る
世
帯
が

・
７
％
だ
。
こ

４３

の
現
状
か
ら
も
高
齢
者
に
配
慮
し

た
住
宅
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
交
流
を
促
す
共
有

ス
ペ
ー
ス
の
整
備
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
維
持
に
配
慮
し
、
孤
立

化
さ
せ
な
い
施
策
を
考
え
て
い
き

た
い
。

議
員

震
災
の
影
響
で
、
実
施
時

期
が
お
く
れ
た
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
で
は
、
３
回
の
摂
取
が
年
度

内
に
終
わ
ら
な
い
方
も
い
る
。
こ

の
助
成
事
業
は
、
平
成

年
度
も

２４

継
続
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
年
度
を

越
え
た
方
に
対
し
て
も
助
成
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長

１
回
目
を

年
度
内
に
接

２３

種
し
た
方
は
、

年
度
で
助
成
す

２４

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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公
営
住
宅
の
入
居
選
定
に

お
い
て
は
、
震
災
前
後
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
を
図
り
た

い
と
の
こ
と
だ
。
現
在
、
市
内
の

仮
設
住
宅
に
は
、
他
市
町
の
世
帯

問

県
施
工
の
住
宅
は
、
基
本

的
に
地
区
以
外
の
入
居
が
可

能
だ
が
、
果
た
し
て
そ
れ
で
い
い

の
か
、
今
後
の
入
居
基
準
を
含
め

た
管
理
に
つ
い
て
県
と
協
議
し
た

い
。
ま
た
、
市
全
体
の
考
え
と
し

て
、
片
岸
・
鵜
住
居
地
区
に
、
希

望
戸
数
以
上
の
住
宅
を
建
設
し
、

大
槌
町
か
ら
の
受
け
入
れ
が
で
き

な
い
か
県
と
調
整
し
て
い
る
。

答

甲
子
町
関
沢
地
区
に
建
設

予
定
の
道
の
駅
に
つ
い
て
、

事
業
内
容
と
開
業
時
期
は
。
ま
た
、

活
用
策
と
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
。

問

今
年
度
は
用
地
造
成
と
実

施
設
計
を
予
定
し
て
い
る
。

開
業
は

年
度
末
な
い
し

年
度

２５

２６

早
々
。

時
間
使
用
で
き
る
ト
イ

２４

レ
、
駐
車
場
と
情
報
発
信
機
能
を

持
た
せ
た
施
設
を
整
備
す
る
。
ま

た
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
を
工
夫
し
た
い
。

答

子
供
た
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害
）
へ
の
対
応
は
。

問

市
内
で
は
、
２
名
の
児
童

が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
た

が
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

指
導
に
よ
り
現
在
は
落
ち
着
き
、

通
常
の
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

答 子
供
た
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

へ
の
対
応

震
災
に
よ
る
加
配
教
員
の

状
況
は
。

問

震
災
後
、
各
学
校
の
支
援

の
た
め

名
の
教
員
が
配
置

２０

さ
れ
て
い
る
。

年
度
も
復
興
加

２４

配
と
し
て
、
引
き
続
き

名
を
配

２０

置
し
子
供
た
ち
へ
の
対
応
に
当
た

る
。 答

震
災
に
よ
る
損
失
額
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
供
給

で
き
た
地
域
は
。

問

損
失
額
は
復
興
プ
ラ
ン
を

立
て
な
い
と
具
体
的
に
出
せ

な
い
が
、
最
低
で
も

億
円
以
上
。

３０

給
水
で
き
た
地
区
は
中
妻
以
西
で
、

非
常
用
発
電
機
を
設
置
し
て
い
た

た
め
に
給
水
が
可
能
と
な
っ
た
。

答 水
道
事
業
会
計

給
水
車
運
行
の
組
織
体
制

を
検
証
す
べ
き
で
は
。

問

想
定
外
の
災
害
だ
っ
た
た

め
に
日
本
水
道
協
会
を
中
心

と
し
た
給
水
支
援
に
当
た
っ
た
が
、

見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
し
た

い
。 答

震
災
後
、
水
質
の
変
化
は

あ
っ
た
の
か
。

問

水
質
は
震
災
前
後
で
変
化

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
唐

丹
、
鵜
住
居
地
区
で
は
海
水
が
混

入
し
た
た
め
に
数
値
に
変
化
が
生

じ
た
が
、
現
在
は
問
題
な
い
。

答

震
災
に
よ
る
加
配
教
員

釜
石
の
西
の
玄
関
口
に

道

の

駅

学
校
給
食
食
材
の
放
射
性

物
質
測
定
装
置
の
配
置
検
討

問

県
が

カ
所
の
県
立
学
校

１１

に
配
置
し
、
食
材
の
放
射
性

物
質
濃
度
の
測
定
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

答

給
食
の
放
射
性
物
質
測
定

年
以
上
に
わ
た
っ
て
多

５０
く
の
優
秀
な
選
手
を
は
ぐ
く

ん
で
き
た
松
倉
陸
上
競
技
場
施
設

の
一
部
を
残
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

問

陸
上
競
技
場
は
、
岩
手
国

体
の
開
催
に
伴
っ
て
改
修
す

る
が
、
今
後
、
設
計
に
着
手
す
る

予
定
な
の
で
、
そ
の
中
で
全
体
的

な
レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
討
し
た
い
。

答 陸

上

競

技

場

新
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
代
替
地
が
不
足
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
現
在
の
状
況

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

問

代
替
地
と
し
て
中
妻
、
上

中
島
地
区
に

宅
地
と
３
宅

２５

地
、
計

宅
地
を
予
定
し
て
い
る
。

２８

フ
ル
イ
ン
タ
ー
の
場
合
、
移
転
対

象
は
約
１
０
０
戸
と
な
る
の
で
、

今
後
、
民
有
地
、
市
有
地
の
積
極

的
な
確
保
に
努
め
た
い
。

答 新
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

食
材
の
測
定
装
置
を
市
単

独
で
購
入
し
て
は
。

問

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。

答

す
べ
て
の
食
材
は
安
全
か
。

問

厚
生
労
働
省
の
現
行
の
暫

定
規
制
値
を
超
え
た
場
合
は

出
荷
停
止
す
る
措
置
が
と
ら
れ
て

い
る
。
産
地
等
に
留
意
し
て
、
安

全
な
も
の
を
提
供
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
心
配
な
食
材
に
つ

い
て
は
、
測
定
結
果
等
を
業
者
か

ら
入
手
し
、
疑
い
の
あ
る
食
材
に

つ
い
て
は
納
入
を
取
り
消
し
て
い

る
。 答

震
災
に
よ
る
子
供
た
ち
の

学
力
の
お
く
れ
が
心
配
だ
。

学
習
支
援
室
設
置
の
内
容
は
。

問

仮
設
住
宅
に
入
っ
て
家
庭

学
習
が
思
う
よ
う
に
で
き
な

い
実
情
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
寸
断
さ
れ
て
、
子
供
た

答 学

習

支

援

室

ち
が
の
び
の
び
と
活
動
で
き
な
い

状
況
だ
。
青
年
海
外
協
力
協
会
に

委
託
し
て
資
格
を
持
っ
た
職
員
に

学
習
指
導
し
て
も
ら
う
の
が
学
習

支
援
室
だ
。
鈴
子
の
教
育
セ
ン

タ
ー
で
行
い
、
今
年
の
５
月
か
ら

来
年
の
３
月
ま
で
の
計
画
だ
。

復
興
公
営
住
宅
の
具
体
的

な
場
所
及
び
県
と
市
の
施
工

割
合
は
。

問

今
年
度
は
県
営
住
宅
と
し

て
野
田
、
平
田
に
１
６
０
戸
、

ま
た
、
花
露
辺
地
区
も
土
地
が
確

定
し
た
も
の
か
ら
設
計
に
入
る
。

県
・
市
の
施
工
割
合
は
県
５
５
０

戸
、
市
４
５
０
戸
、
全
体
で
１
０

０
０
戸
だ
。

答 災
害
復
興
公
営
住
宅

も
入
居
し
て
い
る
が
、
県
施
工
の

公
営
住
宅
に
他
市
町
か
ら
の
入
居

は
可
能
な
の
か
。

の
そ
の
後
の
経
過
は
。
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日
本
脳
炎
予
防
接
種
委
託

料
が
ふ
え
て
い
る
理
由
は
。

問

予
防
接
種
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
副
作
用
が
出
た
た
め
に
一

時
中
断
さ
れ
て
い
た
。
今
回
、
新

し
い
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
２４

年
度
分
に
加
え
、
中
断
さ
れ
て
い

た
分
も
含
め
て
確
保
で
き
た
の
で

委
託
料
が
ふ
え
た
も
の
だ
。

答 日
本
脳
炎
予
防
接
種

放
射
能
の
影
響
に
よ
る
牛

や
シ
イ
タ
ケ
の
販
売
価
格
へ

の
影
響
と
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

暫
定
規
制
値
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
、
和
山
、
楢
ノ
木
平

両
牧
場
と
シ
イ
タ
ケ
生
産
者
へ
の

対
応
は
。

問

牛
と
シ
イ
タ
ケ
の
販
売
価

格
が
下
落
し
て
い
る
。
ま
た
、

経
営
が
弱
体
で
あ
り
、
必
要
な
対

策
を
講
じ
た
い
。
牧
場
は
早
期
の

放
牧
再
開
と
代
替
飼
料
の
確
保
に

努
め
た
い
。
シ
イ
タ
ケ
は
、
原
木

の
更
新
や
融
資
対
策
と
な
る
。

答

復
興
住
宅
供
給
を
目
指
す

供
給
シ
ス
テ
ム
の
沿
革
は
。

問

釜
石
地
方
森
林
組
合
が
中

心
に
木
材
を
供
給
。
加
工
は

遠
野
市
の
木
工
団
地
の
協
力
に
よ

る
構
造
材
の
乾
燥
処
理
、
製
材
を

行
い
な
が
ら
、
地
元
製
材
所
も
活

答 復
興
住
宅
へ
の
木
材
供
給

当
市
の
地
域
型
モ
デ
ル
住

宅
の
考
え
と
、
価
格
設
定
は
。

問

単
身
者
や
２
人
世
帯
向
け

の
、
比
較
的
小
さ
い
プ
ラ
ン

や
、
子
育
て
世
帯
向
け
の
プ
ラ
ン

等
を
進
め
て
い
る
。
木
造
在
来
工

法
を
主
体
に
、
な
る
べ
く
安
い
価

格
で
提
供
し
た
い
。
面
積
規
模
、

価
格
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。

答

復
興
釜
石
新
聞
発
行
事
業

の
内
容
は
。
ま
た
、
広
告
料

収
入
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

問

復
興
情
報
を
主
と
し
て
週

２
回
、
新
聞
と
し
て
発
行
し

全
戸
配
布
し
て
い
る
。
運
営
費
は
、

市
か
ら
の
委
託
料
で
賄
っ
て
い
る
。

広
告
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
委
託

料
が
広
告
収
入
と
同
額
分
減
額
さ

れ
て
い
る
。

答 復
興
釜
石
新
聞

放
射
能
に
よ
る

牛
や
シ
イ
タ
ケ
へ
の
影
響

シ
カ
被
害
対
策
費
が
減
少

し
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

ま
た
、
猟
友
会
の
現
状
と
、
シ
カ

被
害
の
抜
本
的
な
被
害
対
策
は
。

問

誘
導
柵
事
業
費
を
削
減
し

て
い
る
。
猟
友
会
は
メ
ン

バ
ー
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
し

て
お
り
、
よ
り
良
い
対
策
を
考
え

た
い
。

答

猟
友
会
の
現
状
と

シ
カ
被
害
対
策

基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業

の
復
旧
状
況
は
。

問

震
災
前
の
養
殖
棚
が
３
千

台
近
く
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

現
在
は
１
４
８
６
台
と
３
分
の
１

ま
で
復
旧
。
作
業
小
屋
、
倉
庫
等

は
順
次
進
め
て
い
く
予
定
だ
。

答 水
産
業
の
復
旧
状
況

地
元
建
設
業
界
の
施
工
能

力
は
。

問

市
内
の
業
者
は
約

社
と

４０

考
え
て
お
り
、
１
年
で
４
件

の
施
工
が
可
能
と
す
れ
ば
、
１
０

０
件
程
度
と
考
え
て
い
る
。

答

水
産
業
の
復
旧
に
向
け
た

漁
業
従
事
者
の
動
態
は
。

問

従
事
者
は
１
５
５
４
人
程

度
で
、
う
ち

歳
以
上
が
１

７５

７
０
名
と
１
割
程
度
お
り
、
引
退

す
る
人
も
多
く
、
若
い
人
に
定
置

網
漁
業
へ
の
従
事
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

答

塩
蔵
わ
か
め
製
造
は
。

問

共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
機
械
等
が
そ
ろ
わ
な
い

た
め
多
く
は
生
出
荷
と
な
る
。

答

用
す
る
。
建
築
は
、
岩
手
県
建
築

士
会
釜
石
支
部
が
協
力
す
る
。
地

元
工
務
店
を
窓
口
に
住
宅
発
注
供

給
し
て
い
く
。
７
～
８
月
に
は
、

部
材
の
供
給
体
制
を
備
え
な
が
ら

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
提
案
を
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

魚
市
場
の
平
成

年
度
の

２３

水
揚
げ
と
、

年
度
の
予
想

２４

及
び
課
題
は
。

問

年
２
月
末
で
７
５
０
０

２３
㌧
、
金
額
で

億
５
千
万
円

１４

ほ
ど
。

年
度
予
想
は
５
カ
年
計

２４

画
で
は

億
円
。
課
題
は
地
元
漁

２０

船
が
少
な
い
こ
と
等
で
あ
る
。

答 魚

市

場

１
社
３
億
円
の
工
場
取
得

補
助
金
の
雇
用
者
数
と
全
体

の
従
業
員
数
は
。
ま
た
、
雇
用
は

正
社
員
か
。

問

新
規
の
雇
用
者
数
は

名
１０

以
上
で
、
全
体
の
従
業
員
数

は
１
１
５
０
人
。
交
付
金
の
目
的

か
ら
、
今
回
の
十
数
名
の
雇
用
は

正
社
員
で
あ
る
。

答 工
場
取
得
補
助
金

被
災
し
た
事
業
所
の
事
業

再
開
へ
の
動
向
に
つ
い
て
把

握
し
て
い
る
の
か
。

問

被
災
し
た
６
７
４
事
業
所

の
う
ち
、
調
査
済
み
事
業
所

答 被
災
事
業
所
の
事
業
再
開

新
年
度
予
算
で
重
点
的
に

取
り
組
む
も
の
は
。
ま
た
、

小
規
模
事
業
者
へ
の
再
建
支
援
補

助
金
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

問

こ
れ
ま
で
支
援
の
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
全
壊
し
た
小

規
模
事
業
者
へ
の
再
建
支
援
補
助

金
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
国
・

県
の
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
さ
ら
な

る
活
用
に
も
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
み
、
被
災
事
業
者

の
事
業
再
開
を
強
力
に
支
援
し
た

い
。
あ
わ
せ
て
、
国
の
雇
用
創
出

基
金
を
活
用
し
た
雇
用
創
出
事
業

で
短
・
中
期
の
雇
用
創
出
に
も
引

き
続
き
取
り
組
み
た
い
。

答 は
５
４
７
事
業
所
で
、
そ
の
う
ち

３
８
３
事
業
所
（

％
）
が
事
業

７０

再
開
を
果
た
し
て
い
る
ほ
か
、
廃

業
は

事
業
所
（

％
）、
再
開
し

５５

１０

た
い
が
目
途
が
立
た
な
い
が

事
２７

業
所
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
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項
を
付
託
し
て
い
る
が
、
そ
の
結

果
を
受
け
、
ご
遺
族
へ
の
説
明
会

を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

議
員

湾
口
防
波
堤
の
建
設
は
１

年
経
た
な
い
中
で
の
着
工
と
な
っ

て
い
る
が
、
両
石
や
仮
宿
へ
の

「
返
し
波
」
の
検
証
を
行
わ
な
い

こ
と
は
、
当
市
の
歴
史
に
汚
点
を

残
す
こ
と
に
な
る
。
第
三
者
に
よ

る
検
証
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

副
市
長

独
立
行
政
法
人
港
湾
空

港
技
術
研
究
所
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
影
響
が
大
き
な
も

の
で
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
各
種
研
究
機
関
等
に

議
員

東
日
本
大

震
災
で
、
津
波
の

避
難
場
所
に
指
定

さ
れ
て
い
な
か
っ

た
鵜
住
居
地
区
防

災
セ
ン
タ
ー
で
、

１
０
０
人
前
後
が

避
難
し
た
う
ち
、

人
の
と
う
と
い
命
が
奪
わ
れ
た
。

６３市
は
検
証
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、

検
証
作
業
を
進
め
て
き
た
が
、
犠

牲
と
な
ら
れ
た
方
々
や
市
民
が
納

得
で
き
る
今
後
の
対
応
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長

多
く
の
市
民
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
を
厳
粛
に
重
く
受
け
止
め

て
い
る
。
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
説
明
会
を
こ
れ
ま

で
２
回
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
検

証
委
員
会
は
行
政
独
自
の
検
証
で

は
な
く
、
第
三
者
に
よ
る
検
証
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
釜
石
市
東
日

本
大
震
災
検
証
委
員
会
に
鵜
住
居

地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
事

よ
る
検
証
が
進
め
ら
れ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

中
学
校
の
体
育
授
業
で
新

年
度
か
ら
柔
道
や
剣
道
な
ど
の
武

道
が
必
修
化
さ
れ
る
中
で
、
柔
道

の
安
全
性
が
大
き
く
問
わ
れ
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
。
武
道
の
必
修

化
を
前
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
守
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長

指
導
前
に
生
徒
の
健
康

状
態
の
把
握
、
指
導
中
の
体
調
の

変
化
へ
の
配
慮
、
体
調
に
異
常
を

感
じ
た
と
き
の
中
止
の
徹
底
、
初

心
者
へ
の
受
身
の
指
導
、
施
設
や

用
具
等
の
安
全
点
検
な
ど
の
練
習

環
境
へ
の
配
慮
、
事
故
を
防
ぐ
た

め
の
学
校
向
け
解
説
書
な
ど
を
各

学
校
へ
徹
底
し
た
い
。

語
り
部
の
説
明
等
を
検
討
す
る
。

議
員

実
体
験
を
生
か
し
た
津
波

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
早
期
作
成
し

議
員
「
釜
石
の
奇
跡
」
の
源
の

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
を
ま
ち
お

こ
し
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
活
用

し
て
は
。

部
長
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」が
市

の
津
波
防
災
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ

う
行
政
と
市
民

が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
認

津
波
防
災
を
市
民
に
徹
底
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

部
長

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
行
動
計
画

を
策
定
す
る
際
は
、
実
体
験
を
有

効
に
活
用
し
誰
も
が
理
解
で
き
る

明
瞭
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

議
員

当
市
の
高
齢
化
は
国
・
県

を
上
回
る
速
度
で
進
展
し
て
い
る
。

高
齢
化
対
策
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン

は
。

市
長

年
度
は
、「
か
ま
い
し

２４

供
ほ
っ
僑
と
プ
ラ
ン
５
」
の
策
定

年
度
に
当
た
っ
て
お
り
、
次
の
五

つ
の
視
点
で
進
め
る
。
①
医
療
と

の
連
携
強
化
、
②
介
護
サ
ー
ビ
ス

いわてデスティネーションキャンペーン

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

識
し
て
い
る
。

議
員

い
わ
て
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
予

定
だ
が
、「
釜
石
の
奇
跡
」
と
言
わ

れ
る
、
子
供
た
ち
の
避
難
ル
ー
ト

を
生
き
た
手
本
と
し
て
ツ
ア
ー
の

企
画
に
盛
込
め
な
い
か
。

部
長

遠
野
・
釜
石
号
は
、
鉄
の

歴
史
館
、
鈴
子
地
区
の
仮
設
店
舗

で
買
い
物
と
食
事
等
で
２
時
間
程

度
の
滞
在
予
定
。
子
供
た
ち
の
避

難
ル
ー
ト
の
紹
介
は
難
し
い
が
、

菊 池 秀 明
民政クラブ

津
波
防
災
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
は

第三者による検証が必要
鵜住居地区防災センターへの対応

日
本
共
産
党
議
員
団

菊
池

孝

の
充
実
強
化
、
③
健
康
づ
く
り
、

予
防
の
充
実
強
化
、
④
多
様
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
権
利

擁
護
、
⑤
高
齢
者
の
住
ま
い
の
整

備
。

議
員

高
齢
者
を
考
慮
し
た
復
興

住
宅
の
建
設
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

部
長

高
齢
者
に
配
慮
し
た
復
興

公
営
住
宅
整
備
は

年
度
か
ら
３

２３

年
間
で
、
約
千
戸
を
建
設
す
る
。

議
員

ひ
と
り
暮
ら
し
が
多
い
の

で
、
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
強
化

を
す
べ
き
で
は
。

部
長

緊
急
通
報
装
置
の
設
置
に

加
え
、
高
齢
者
を
支
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
。

スポーツ少年団活動
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６
分
程
度
お
く
れ
さ
せ
た
ほ
か
、

津
波
高
を
約
４
割
、
遡
上
高
を
約

５
割
低
減
す
る
な
ど
一
定
の
減
災

効
果
を
発
揮
し
、
数
多
く
の
と
う

と
い
生
命
を
守
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
津

波
を
せ
き
と
め
た
こ
と
で
、
湾
の

内
と
外
に
極
端
な
水
位
差
が
生
じ
、

ケ
ー
ソ
ン
が
港
の
内
側
に
押
さ
れ

る
と
と
も
に
、
基
礎
マ
ウ
ン
ド
が

越
流
に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
ケ
ー
ソ

ン
が
滑
落
し
、
全
長
１
９
６
０
㍍

の
湾
口
防
波
堤
は
、
北
提
９
９
０

㍍
と
開
口
部
３
０
０
㍍
が
ほ
ぼ
全

域
で
倒
壊
、
南
提
は
６
７
０
㍍
の

う
ち
３
６
０
㍍
が
倒
壊
被
害
を
受

議
員

釜
石
港
湾
口
防
波
堤
の
復
旧
工
事
着

工
式
が
と
り
行
わ
れ
た
が
、
復
旧
工
事
は
ど

の
よ
う
な
作
業
工
程
で
行
わ
れ
る
の
か
。
ま

た
、
倒
壊
し
た
ケ
ー
ソ
ン
の
状
況
は
。

副
市
長

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
津

波
襲
来
時
、
中
心
市
街
地
へ
の
到
達
時
間
を

け
た
。
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
で

は
、
湾
口
防
波
堤
を
多
重
防
御
を

形
成
す
る
第
一
線
堤
と
し
て
位
置

づ
け
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

議
員

震
災
に
よ
り
多
く
の
事
業

所
や
産
業
基
盤
が
失
わ
れ
、
こ
れ

に
伴
っ
て
多
く
の
方
々
が
職
を
失

う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
産
業

の
再
生
と
雇
用
の
場
の
確
保
・
創

出
に
向
け
た
見
解
は
。

部
長

本
年
１
月
の
有
効
求
人
倍

率
は
、
復
興
需
要
や
事
業
再
生
を

果
た
し
た
事
業
所
な
ど
の
求
人
増

加
に
よ
っ
て
、
０
・

倍
と
昨
年

６８

同
月
を
０
・

ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

２５

数
値
上
は
大
き
く
改
善
し
て
い
る

が
、
求
人
の
多
く
が
正
社
員
以
外

で
あ
り
、
雇
用
条
件
が
合
わ
な
い

な
ど
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕

在
化
し
て
い
る
。
失
業
給
付
の
大

幅
な
延
長
に
伴
っ
て
就
職
活
動
へ

の
意
欲
低
下
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
対
応
し
た

求
職
者
へ
の
職
業
訓
練
支
援
、
グ

ル
ー
プ
補
助
金
を
初
め
、
助
成
制

度
に
加
え
て
雇
用
の
場
の
安
定
確

保
に
向
け
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

ロ
リ
菌
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

除
菌
療
法
を
行
う
と
、
胃
が
ん
の

リ
ス
ク
が
下
が
る
と
も
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
先
進
自
治
体
の

情
報
を
収
集
し
、
検
診
機
関
等
と

の
協
議
を
行
い
な
が
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
。

議
員

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
住
宅
の
建
設
に
は
、
高
齢
者

の
視
点
に
立
っ
た
検
討
が
肝
要
で

あ
る
。
今
後
、
一
斉
に
建
設
が
進

め
ら
れ
る
復
興
公
営
住
宅
で
は
孤

立
化
さ
せ
な
い
た
め
の
施
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

部
長

高
齢
化
率
が

・
６
％
、

３６

仮
設
住
宅
で

歳
以
上
の
同
居
者

６５

議
員

胃
が
ん
は
、

当
市
の
死
亡
原
因

の
上
位
を
占
め
て

い
る
が
検
診
の
受

診
率
が
低
い
状
況

に
あ
る
。
そ
れ
は

な
ぜ
な
の
か
背
景

に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
胃
が
ん
の
罹
患
者
は
ピ
ロ

リ
菌
の
感
染
者
で
あ
り
、
世
界
保

健
機
構
や
国
際
が
ん
研
究
機
構
で

も
、
ピ
ロ
リ
菌
が
胃
が
ん
の
発
が

ん
因
子
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。

胃
が
ん
予
防
に
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌

が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
査

が
容
易
な
尿
素
呼
気
試
験
法
を
用

い
て
、
胃
が
ん
対
策
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

部
長

胃
が
ん
検
診
の
受
診
率
が

低
調
な
一
因
と
し
て
、
胃
部
診
察

の
通
院
者
が
、
他
の
検
診
と
比
べ

て
多
い
こ
と
や
、
早
朝
の
検
診
の

た
め
に
、
当
日
の
辞
退
者
が
多
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ピ

検診車

雇
用
を
取
り
巻
く
状
況
は

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕
在
化

世
紀
の
会

２１
平
野
弘
之

公

明

党

細
田
孝
子

協議・研究していきたい！
胃がん予防にピロリ菌検査を

が
い
る
世
帯
が

・
７
％
だ
。
こ

４３

の
現
状
か
ら
も
高
齢
者
に
配
慮
し

た
住
宅
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
交
流
を
促
す
共
有

ス
ペ
ー
ス
の
整
備
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
維
持
に
配
慮
し
、
孤
立

化
さ
せ
な
い
施
策
を
考
え
て
い
き

た
い
。

議
員

震
災
の
影
響
で
、
実
施
時

期
が
お
く
れ
た
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
で
は
、
３
回
の
摂
取
が
年
度

内
に
終
わ
ら
な
い
方
も
い
る
。
こ

の
助
成
事
業
は
、
平
成

年
度
も

２４

継
続
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
年
度
を

越
え
た
方
に
対
し
て
も
助
成
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長

１
回
目
を

年
度
内
に
接

２３

種
し
た
方
は
、

年
度
で
助
成
す

２４

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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公
営
住
宅
の
入
居
選
定
に

お
い
て
は
、
震
災
前
後
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
を
図
り
た

い
と
の
こ
と
だ
。
現
在
、
市
内
の

仮
設
住
宅
に
は
、
他
市
町
の
世
帯

問

県
施
工
の
住
宅
は
、
基
本

的
に
地
区
以
外
の
入
居
が
可

能
だ
が
、
果
た
し
て
そ
れ
で
い
い

の
か
、
今
後
の
入
居
基
準
を
含
め

た
管
理
に
つ
い
て
県
と
協
議
し
た

い
。
ま
た
、
市
全
体
の
考
え
と
し

て
、
片
岸
・
鵜
住
居
地
区
に
、
希

望
戸
数
以
上
の
住
宅
を
建
設
し
、

大
槌
町
か
ら
の
受
け
入
れ
が
で
き

な
い
か
県
と
調
整
し
て
い
る
。

答

甲
子
町
関
沢
地
区
に
建
設

予
定
の
道
の
駅
に
つ
い
て
、

事
業
内
容
と
開
業
時
期
は
。
ま
た
、

活
用
策
と
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
。

問

今
年
度
は
用
地
造
成
と
実

施
設
計
を
予
定
し
て
い
る
。

開
業
は

年
度
末
な
い
し

年
度

２５

２６

早
々
。

時
間
使
用
で
き
る
ト
イ

２４

レ
、
駐
車
場
と
情
報
発
信
機
能
を

持
た
せ
た
施
設
を
整
備
す
る
。
ま

た
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
を
工
夫
し
た
い
。

答

子
供
た
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害
）
へ
の
対
応
は
。

問

市
内
で
は
、
２
名
の
児
童

が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
た

が
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

指
導
に
よ
り
現
在
は
落
ち
着
き
、

通
常
の
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

答 子
供
た
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

へ
の
対
応

震
災
に
よ
る
加
配
教
員
の

状
況
は
。

問

震
災
後
、
各
学
校
の
支
援

の
た
め

名
の
教
員
が
配
置

２０

さ
れ
て
い
る
。

年
度
も
復
興
加

２４

配
と
し
て
、
引
き
続
き

名
を
配

２０

置
し
子
供
た
ち
へ
の
対
応
に
当
た

る
。 答

震
災
に
よ
る
損
失
額
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
供
給

で
き
た
地
域
は
。

問

損
失
額
は
復
興
プ
ラ
ン
を

立
て
な
い
と
具
体
的
に
出
せ

な
い
が
、
最
低
で
も

億
円
以
上
。

３０

給
水
で
き
た
地
区
は
中
妻
以
西
で
、

非
常
用
発
電
機
を
設
置
し
て
い
た

た
め
に
給
水
が
可
能
と
な
っ
た
。

答 水
道
事
業
会
計

給
水
車
運
行
の
組
織
体
制

を
検
証
す
べ
き
で
は
。

問

想
定
外
の
災
害
だ
っ
た
た

め
に
日
本
水
道
協
会
を
中
心

と
し
た
給
水
支
援
に
当
た
っ
た
が
、

見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
し
た

い
。 答

震
災
後
、
水
質
の
変
化
は

あ
っ
た
の
か
。

問

水
質
は
震
災
前
後
で
変
化

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
唐

丹
、
鵜
住
居
地
区
で
は
海
水
が
混

入
し
た
た
め
に
数
値
に
変
化
が
生

じ
た
が
、
現
在
は
問
題
な
い
。

答

震
災
に
よ
る
加
配
教
員

釜
石
の
西
の
玄
関
口
に

道

の

駅

学
校
給
食
食
材
の
放
射
性

物
質
測
定
装
置
の
配
置
検
討

問

県
が

カ
所
の
県
立
学
校

１１

に
配
置
し
、
食
材
の
放
射
性

物
質
濃
度
の
測
定
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

答

給
食
の
放
射
性
物
質
測
定

年
以
上
に
わ
た
っ
て
多

５０
く
の
優
秀
な
選
手
を
は
ぐ
く

ん
で
き
た
松
倉
陸
上
競
技
場
施
設

の
一
部
を
残
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

問

陸
上
競
技
場
は
、
岩
手
国

体
の
開
催
に
伴
っ
て
改
修
す

る
が
、
今
後
、
設
計
に
着
手
す
る

予
定
な
の
で
、
そ
の
中
で
全
体
的

な
レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
討
し
た
い
。

答 陸

上

競

技

場

新
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
代
替
地
が
不
足
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
現
在
の
状
況

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

問

代
替
地
と
し
て
中
妻
、
上

中
島
地
区
に

宅
地
と
３
宅

２５

地
、
計

宅
地
を
予
定
し
て
い
る
。

２８

フ
ル
イ
ン
タ
ー
の
場
合
、
移
転
対

象
は
約
１
０
０
戸
と
な
る
の
で
、

今
後
、
民
有
地
、
市
有
地
の
積
極

的
な
確
保
に
努
め
た
い
。

答 新
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

食
材
の
測
定
装
置
を
市
単

独
で
購
入
し
て
は
。

問

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。

答

す
べ
て
の
食
材
は
安
全
か
。

問

厚
生
労
働
省
の
現
行
の
暫

定
規
制
値
を
超
え
た
場
合
は

出
荷
停
止
す
る
措
置
が
と
ら
れ
て

い
る
。
産
地
等
に
留
意
し
て
、
安

全
な
も
の
を
提
供
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
心
配
な
食
材
に
つ

い
て
は
、
測
定
結
果
等
を
業
者
か

ら
入
手
し
、
疑
い
の
あ
る
食
材
に

つ
い
て
は
納
入
を
取
り
消
し
て
い

る
。 答

震
災
に
よ
る
子
供
た
ち
の

学
力
の
お
く
れ
が
心
配
だ
。

学
習
支
援
室
設
置
の
内
容
は
。

問

仮
設
住
宅
に
入
っ
て
家
庭

学
習
が
思
う
よ
う
に
で
き
な

い
実
情
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
寸
断
さ
れ
て
、
子
供
た

答 学

習

支

援

室

ち
が
の
び
の
び
と
活
動
で
き
な
い

状
況
だ
。
青
年
海
外
協
力
協
会
に

委
託
し
て
資
格
を
持
っ
た
職
員
に

学
習
指
導
し
て
も
ら
う
の
が
学
習

支
援
室
だ
。
鈴
子
の
教
育
セ
ン

タ
ー
で
行
い
、
今
年
の
５
月
か
ら

来
年
の
３
月
ま
で
の
計
画
だ
。

復
興
公
営
住
宅
の
具
体
的

な
場
所
及
び
県
と
市
の
施
工

割
合
は
。

問

今
年
度
は
県
営
住
宅
と
し

て
野
田
、
平
田
に
１
６
０
戸
、

ま
た
、
花
露
辺
地
区
も
土
地
が
確

定
し
た
も
の
か
ら
設
計
に
入
る
。

県
・
市
の
施
工
割
合
は
県
５
５
０

戸
、
市
４
５
０
戸
、
全
体
で
１
０

０
０
戸
だ
。

答 災
害
復
興
公
営
住
宅

も
入
居
し
て
い
る
が
、
県
施
工
の

公
営
住
宅
に
他
市
町
か
ら
の
入
居

は
可
能
な
の
か
。

の
そ
の
後
の
経
過
は
。
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餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

１月３０日、市議会臨時会が開かれ、「平成２３
年度一般会計補正予算」と、「公共下水道根幹
的施設の災害復旧事業に係る建設工事及び実
施設計書作成の委託に関する基本協定の締結
に関し議決を求めることについて」の２議案
を審議し、両議案とも全会一致で可決しまし
た。
市長からは、復興まちづくり計画、災害廃

棄物処理、東日本大震災検証委員会、被災者
への支援についての報告がありました。
補正予算の審議では、花露辺地区の新たな

宅地整備としての防災集団移転促進事業や瓦
れき処理について議論が集中し、福祉灯油購
入費助成事業、デジタル無線、被災住宅の家
財保管場所等の質疑がありました。

平成２３年９月からの新任期において組織さ
れた釜石市議会東日本大震災復興対策特別委
員会は、本年１月から３月まで理事会を３回、
特別委員会を２回、それぞれ開催しましたの
で、特別委員会の質疑の概要を報告します。

■平成２４年第１回（１月２３日）
□釜石市復興交付金事業の概要とスケジュー
ルの当局説明
問 震災後のまちづくりに廃校校舎の活用計
画は。答 具体的な計画はない。
問 風力発電事業への特区制度は。答 被災し
た地域の復興がメーンとなるので厳しいが、
規制緩和の要望はしている。
問 被災２１地区の地区別計画の進捗状況は。
答 １月中の全地区合意は難しい。
問復興公営住宅が高層建築の場合、震災での
経験をどう生かすのか。答 エレベーター、停
電対策の自家発電、備蓄倉庫を整備したい。
問被災した宅地の買い取り、建築制限の線引
きは。答 現時点ではっきり決めているもの
ではなく、住民との話し合い、国・県との協
議によって変わってくる。
問 土地区画整理と移転補償は。答 区画整理
では、土地は換地により別の敷地に権利が移
ることになるが、建物は移転補償をする予定
ではいるものの現時点では評価の仕方が決
まっていない。
問 住宅金融支援機構の災害復興住宅融資と

は二重ローン債務者でも適用されるのか。
答 直ちに適用外になるとは決まっていない
が、支援機構との個別のやりとりになる。
問 災害公営住宅の入居期間は。答 入居期間
は定めていないが、１０年を過ぎると収入要件
が適用される。

■平成２４年第２回（２月２０日）
□復興交付金事業計画の当局説明
問 ＪＲ山田線の復旧及び鵜住居地区国道４５
号のルート変更の検討状況は。答 山田線は
鉄路での復旧を要望しているし、国道45号は
JRに沿ったルートも含めて検討中。
問嬉石・松原地区の国道かさ上げは。答嬉石
のトンネルからの高さに合わせて西に向かっ
てかさ上げをするが、矢の浦橋方面と三陸鉄
道の陸橋下はあまり高くできない。

□新たな防災行政無線の整備の当局説明
問 新たな無線システムは災害時には有効に
機能できるのか。答 電源等のしっかりした
バックアップ体制の中で構築したい。
問 設置箇所数は。答 約１００基

なお、釜石市復興交付金事業計画は平成２３
年度末に国の１次審査結果が示され、今年度
は事業計画が実践に移る新たな年度となるこ
とを踏まえ、当特別委員会の活動を行ってま
いります。

東日本大震災復興対策特別委東日本大震災復興対策特別委員員会会

１月臨時会開催
かまいし市議会だより
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条 例 関 係
■東日本大震災復興交付金基金条例
・復興交付金事業等に要する経費の財源に充てるため、基
金を設置するもの。

■地域情報通信基盤整備事業分担金徴収条例
・地域情報通信基盤整備推進事業により光ファイバケーブ
ルを整備した地域において、新たにテレビの視聴、光イ
ンターネットサービスの利用を希望する市民が負担する
分担金について定めるもの。

■部設置条例の一部を改正する条例
・機構改革による危機管理監等の新設など。
■特別会計条例及び駐車場条例の一部を改正する等の条例
・市営大町駐車場の用途廃止に伴う特別会計と条例の廃止。
■市税条例の一部を改正する条例
・災害関連支出に係る対象期間が延長されたことに伴う所
要の改正をするもの。

■学校給食センター条例の一部を改正する条例
・中学校の給食開始に伴い、給食センター運営委員会の委
員定数を増員するもの。

■幼稚園に関する条例の一部を改正する条例
・小川幼稚園の閉園に伴う所要の改正をするもの。
■図書館設置に関する条例の一部を改正する条例
・図書館協議会の委員の任命の基準を定めるもの。
■介護保険条例の一部を改正する条例
・「定例会の概要」を参照
■市営住宅管理条例等の一部を改正する条例
・東日本大震災による市営住宅等の用途廃止に伴い、市営
住宅管理条例、改良住宅管理条例、コミュニティ住宅管
理条例について所要の改正をするもの。

■防災会議条例の一部を改正する条例
・「定例会の概要」を参照
■消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一
部を改正する条例
・消防団員の待遇改善を図るもの。

一 般 議 案
■(臨)公共下水道根幹的施設の災害復旧事業に係る建設工
事及び実施設計書作成の委託に関する基本協定の締結
・日本下水道事業団との契約金額 ３３億８７７７万円
■過疎地域自立促進計画の変更
・過疎対策事業債の借り入れに伴い、計画を変更するもの。
■財産の取得（３件）
・震災復興事業に使用するため、ＳＭＣ㈱から７億７７８４万
５６５６円で鵜住居町の土地を購入するもの。

議 決 議 案 ・消防ポンプ自動車６台を、合資会社古川ポンプ製作所か
ら１億１２６４万４千円で購入するもの。

・小型動力ポンプ付積載車２台を、㈱岩野商会から１９６３万
５千円で購入するもの。

■釜石高等職業訓練校の指定管理者の指定
・引き続き、職業訓練法人釜石職業訓練協会を平成２９年３
月３１日まで指定管理者に指定するもの。

■本郷地区コミュニティ消防センターの指定管理者の指定
・引き続き、本郷町内会を平成２９年３月３１日まで指定管理
者に指定するもの。

■市道路線の認定に関し議決を求めることについて
・一般県道水海大渡線の一部を市道として引き受けるもの。
■デジタル防災行政無線災害復旧工事の請負契約の締結
・パナソニックシステムソリューションズジャパン㈱との
契約金額 ５億３５５０万円

予 算 関 係
■(臨)一般会計補正予算（第８号）
・２億２７００万円増額。総額５５７億２２００万円。
・消防防災通信基盤整備事業、福祉灯油購入費助成事業の
増など。

■一般会計補正予算（第９号）
・１６５億９２００万円増額。総額７２３億１４００万円。
・三陸鉄道災害復旧事業費補助金、漁業再建復旧支援事業、
水産流通･加工業復旧支援事業、漁港災害復旧事業の増
など。

■漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
・３億３７５４万７千円減額。総額３３１１万４千円。
■駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
・４９７万７千円増額。総額１７０７万７千円。
■魚市場事業特別会計補正予算（第２号）
・新釜石魚市場建設事業の、２４年度への繰越限度額を計上。
■平成２４年度予算
・一般会計、７特別会計、水道事業会計の予算を可決。

人 事 案 件
■副市長の選任に関し同意を求める
・平成２３年７月から１人欠員となって
いた副市長に嶋田賢和さんを選任す
ることに同意。

嶋田賢和副市長
■監査委員の選任に関し同意を求める
・４月１日から新たに野田喜一さんを選任することに同意。

※ (臨)とあるのは１月臨時会での議案
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３
月
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら

日
ま
で
、

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２２

１８

初
日
に
は
復
興
計
画
に
沿
っ
た
市
政
運
営
に
つ
い
て
の
市
長
施
政
方
針
演
述
、
教
育
行
政
方

針
演
述
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
最
終
日
に
は
、
釜
石
ヒ
カ
リ
フ
ー
ズ
㈱
の
工
場
設
置
に
つ
い

て
市
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

日
か
ら
は
９
名
が
一
般
質
問
に
登
壇
し
、
復
興
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
内

１３
容
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成

年
度
予
算
を
含
む
市
長
提
出

２４

議
案

件
は
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
件
の
議
員
提
出
議

３５

案
に
つ
い
て
は
、

人
以
下
学
級
実
現
等
の
意
見
書
、
父
子
家
庭
支
援
の
意
見
書
が
可
決
、
公

３０

的
年
金
引
き
下
げ
反
対
の
意
見
書
は
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
ののののののののののののののののののののの
概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概

３
月
定
例
会
の
概
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

大
震
災
の
影
響
が
大
き
い

新
年
度
当
初
予
算

平
成

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

２４

大
震
災
後
、
初
め
て
の
当
初
予
算

と
な
り
ま
す
が
、
通
常
予
算
の

２
・
２
倍
と
な
る
３
８
２
億
９
千

万
円
と
、
か
つ
て
な
い
膨
大
な
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の

月
、
当
市
の
復
興
ま

１２

ち
づ
く
り
基
本
計
画
が
で
き
る
中

で
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、

生
活
基
盤
の
再
建
等
を
掲
げ
た
実

質
的
な
初
年
度
に
あ
た
る
予
算
と

な
り
ま
す
が
、
今
後
、
国
か
ら
の

交
付
金
の
配
分
を
含
め
、
当
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
柱
と
な
り

ま
す
。

歳
入
で
は
、
市
税
が
大
震
災
の

影
響
で
８
億
２
千
万
円
ほ
ど
の
減

と
見
て
い
る
中
、
そ
の
分
、
地
方

交
付
税
が

億
円
増
と
な
っ
て
い

１０

ま
す
。
ま
た
、
歳
出
で
は
、
瓦
れ

き
処
理
と
な
る
災
害
等
廃
棄
物
処

理
事
業
を
１
７
０
億
円
と
み
て
い

る
の
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

３
年
ご
と
に
改
正
す
る
介
護
保

険
事
業
計
画
の
見
直
し
に
伴
う
介

護
保
険
料
の
改
正
及
び
当
市
が
独

自
に
定
め
る
特
別
給
付
（
見
守
り

介
護
サ
ー
ビ
ス
）
の
廃
止
を
行
う

も
の
で
す
。

介
護
保
険
料
の
改
訂
は
、
所
得

に
応
じ
て
６
段
階
の
年
額
保
険
料

を
定
め
る
も
の
で
、
保
険
料
を
月

額
一
人
当
た
り
３
９
９
５
円
か
ら

４
６
８
０
円
に
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

ま
た
、
見
守
り
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
、
平
成

年

月
か
ら
在
宅
の

１５

１０

要
介
護
認
定
者
を
対
象
に
、
見
守

り
、
身
体
介
護
等
を
一
体
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
短
期
入
所

生
活
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
整
備
が
進
展
し
た
こ
と
、
利
用

者
の
減
少
、
固
定
化
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
介
護
保
険
費
用
が
増

加
し
て
い
る
等
の
理
由
で
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

な
お
、
条
例
は
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

現
行
条
例
で
の
釜
石
市
防
災
会

議
委
員
は
、
各
関
係
機
関
の
役
職

員
を
任
命
し
て
い
る
中
で
、
現
委

員
の
全
員
が
男
性
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
生
か
し
、
市
民
の
視
点
か
ら

の
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
る

た
め
、
防
災
会
議
の
委
員
数
を
、

現
行
の

人
以
内
か
ら

人
以
内

３０

３５

に
改
め
、
一
般
市
民
や
女
性
を
委

員
に
含
め
ら
れ
る
よ
う
所
要
の
改

正
を
し
た
も
の
で
す
。

かまいし市議会だより
第１２８号１５

検証しつつ、手を携えて復興に向け進んでい
きたいとの意見がありました。最後に、復
旧・復興に係る建設業界の力は非常に大きい
ものがあるので、この力を他の業種にいかに
回していくかが今後の課題でもあるとして意
見交換会を終えました。

２月２７日、経済常任委員会は、岩手県建設
業協会釜石支部と震災後の建設業の現状につ
いて、市当局を交えて意見交換を行いました。
建設業協会からは、入札参加の予定を組む

上で必要となる、建設工事発注予定の早期の
公表や、入札辞退が多く見られる原因の見極
めや改善を要望されました。特に、震災後は
労務単価や資材価格が上昇し続けており、設
計時の積算単価では契約後の人員確保が難し
い現状となっています。また、コンクリート
から人へというの流れの中で、公共工事、技
術者、職人は減少しておりますが、大震災か
らの復興に向けてたくさんの技術者、職人が
必要になってきています。
当局からは、震災前のルールのまま、震災

後もやってきた弊害もあるが、立ちどまらず
に、動きながら改善すべきは改善していくと
の発言がありました。
議員からは、岩手、宮城、福島と復興予算

が一気についたが、釜石の復興が他に遅れを
とることのないよう議会としても頑張りたい
との意見や、安全確保と施工管理をしっかり

２月２０日、市議会議員全員協議会が開かれ、
釜石市高齢者保健福祉計画・第５期釜石市介
護保険事業計画（案）について、当局から説
明がありました。
両計画は、老人福祉法及び介護保険法に基

づき、３年ごとに策定されるもので、平成２４
年度を始期とし、平成２６年度までの計画と
なっています。
今年度の計画は、大震災の影響が大きく、

震災後の介護の需要動向が不明確のため、介
護事業者の参入意向が確認できないことから、
来年度、再精査のうえ、介護サービスの基盤
整備の計画量などの見直しを行うとしていま
す。
また、本計画の策定にあたり、被災した当

市の現状として、人口の流出現象が加速、今
後、高齢化がさらに進み、ひとり暮らし、高
齢者のみの世帯が増加すること、地域に壊滅

的被害が生じたことにより、地域コミュニ
ティーが喪失されたこと、復旧、復興の途上
にあるものの、保健、医療、福祉、介護機能
が低下していることをあげています。
計画の基本的な考え方としては、高齢者の

日々のくらしや、これを支えるさまざまな活
動は、人と人との支えあい、地域とのつなが
りが重要であるとして、保健・医療、福祉・
介護の分野においてもさまざまなネットワー
クづくりが大切であるという理念に基づき、
計画の基本施策として、地域包括ケアシステ
ムの実現を掲げています。
質疑では、大震災で被災した五葉寮の復旧

の見通し、生活支援ハウスの増床について、
介護保険制度では、保険料の区分、引き上げ、
収納率、待機者等について意見が交わされま
した。

経済常任委員会活動報告

議 員 全 員 協 議議 員 全 員 協 議 会会

委 員 長 赤 崎 光 男
副委員長 木 村 琳 藏
委 員 合 田 良 雄

古 川 愛 明
小 鯖 利 弘
松 坂 喜 史
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１月３０日、市議会臨時会が開かれ、「平成２３
年度一般会計補正予算」と、「公共下水道根幹
的施設の災害復旧事業に係る建設工事及び実
施設計書作成の委託に関する基本協定の締結
に関し議決を求めることについて」の２議案
を審議し、両議案とも全会一致で可決しまし
た。
市長からは、復興まちづくり計画、災害廃

棄物処理、東日本大震災検証委員会、被災者
への支援についての報告がありました。
補正予算の審議では、花露辺地区の新たな

宅地整備としての防災集団移転促進事業や瓦
れき処理について議論が集中し、福祉灯油購
入費助成事業、デジタル無線、被災住宅の家
財保管場所等の質疑がありました。

平成２３年９月からの新任期において組織さ
れた釜石市議会東日本大震災復興対策特別委
員会は、本年１月から３月まで理事会を３回、
特別委員会を２回、それぞれ開催しましたの
で、特別委員会の質疑の概要を報告します。

■平成２４年第１回（１月２３日）
□釜石市復興交付金事業の概要とスケジュー
ルの当局説明
問 震災後のまちづくりに廃校校舎の活用計
画は。答 具体的な計画はない。
問 風力発電事業への特区制度は。答 被災し
た地域の復興がメーンとなるので厳しいが、
規制緩和の要望はしている。
問 被災２１地区の地区別計画の進捗状況は。
答 １月中の全地区合意は難しい。
問復興公営住宅が高層建築の場合、震災での
経験をどう生かすのか。答 エレベーター、停
電対策の自家発電、備蓄倉庫を整備したい。
問被災した宅地の買い取り、建築制限の線引
きは。答 現時点ではっきり決めているもの
ではなく、住民との話し合い、国・県との協
議によって変わってくる。
問 土地区画整理と移転補償は。答 区画整理
では、土地は換地により別の敷地に権利が移
ることになるが、建物は移転補償をする予定
ではいるものの現時点では評価の仕方が決
まっていない。
問 住宅金融支援機構の災害復興住宅融資と

は二重ローン債務者でも適用されるのか。
答 直ちに適用外になるとは決まっていない
が、支援機構との個別のやりとりになる。
問 災害公営住宅の入居期間は。答 入居期間
は定めていないが、１０年を過ぎると収入要件
が適用される。

■平成２４年第２回（２月２０日）
□復興交付金事業計画の当局説明
問 ＪＲ山田線の復旧及び鵜住居地区国道４５
号のルート変更の検討状況は。答 山田線は
鉄路での復旧を要望しているし、国道45号は
JRに沿ったルートも含めて検討中。
問嬉石・松原地区の国道かさ上げは。答 嬉石
のトンネルからの高さに合わせて西に向かっ
てかさ上げをするが、矢の浦橋方面と三陸鉄
道の陸橋下はあまり高くできない。

□新たな防災行政無線の整備の当局説明
問 新たな無線システムは災害時には有効に
機能できるのか。答 電源等のしっかりした
バックアップ体制の中で構築したい。
問 設置箇所数は。答 約１００基

なお、釜石市復興交付金事業計画は平成２３
年度末に国の１次審査結果が示され、今年度
は事業計画が実践に移る新たな年度となるこ
とを踏まえ、当特別委員会の活動を行ってま
いります。

東日本大震災復興対策特別委東日本大震災復興対策特別委員員会会

１月臨時会開催
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条 例 関 係
■東日本大震災復興交付金基金条例
・復興交付金事業等に要する経費の財源に充てるため、基
金を設置するもの。

■地域情報通信基盤整備事業分担金徴収条例
・地域情報通信基盤整備推進事業により光ファイバケーブ
ルを整備した地域において、新たにテレビの視聴、光イ
ンターネットサービスの利用を希望する市民が負担する
分担金について定めるもの。

■部設置条例の一部を改正する条例
・機構改革による危機管理監等の新設など。
■特別会計条例及び駐車場条例の一部を改正する等の条例
・市営大町駐車場の用途廃止に伴う特別会計と条例の廃止。
■市税条例の一部を改正する条例
・災害関連支出に係る対象期間が延長されたことに伴う所
要の改正をするもの。

■学校給食センター条例の一部を改正する条例
・中学校の給食開始に伴い、給食センター運営委員会の委
員定数を増員するもの。

■幼稚園に関する条例の一部を改正する条例
・小川幼稚園の閉園に伴う所要の改正をするもの。
■図書館設置に関する条例の一部を改正する条例
・図書館協議会の委員の任命の基準を定めるもの。
■介護保険条例の一部を改正する条例
・「定例会の概要」を参照
■市営住宅管理条例等の一部を改正する条例
・東日本大震災による市営住宅等の用途廃止に伴い、市営
住宅管理条例、改良住宅管理条例、コミュニティ住宅管
理条例について所要の改正をするもの。

■防災会議条例の一部を改正する条例
・「定例会の概要」を参照
■消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一
部を改正する条例
・消防団員の待遇改善を図るもの。

一 般 議 案
■(臨)公共下水道根幹的施設の災害復旧事業に係る建設工
事及び実施設計書作成の委託に関する基本協定の締結
・日本下水道事業団との契約金額 ３３億８７７７万円
■過疎地域自立促進計画の変更
・過疎対策事業債の借り入れに伴い、計画を変更するもの。
■財産の取得（３件）
・震災復興事業に使用するため、ＳＭＣ㈱から７億７７８４万
５６５６円で鵜住居町の土地を購入するもの。

議 決 議 案 ・消防ポンプ自動車６台を、合資会社古川ポンプ製作所か
ら１億１２６４万４千円で購入するもの。

・小型動力ポンプ付積載車２台を、㈱岩野商会から１９６３万
５千円で購入するもの。

■釜石高等職業訓練校の指定管理者の指定
・引き続き、職業訓練法人釜石職業訓練協会を平成２９年３
月３１日まで指定管理者に指定するもの。

■本郷地区コミュニティ消防センターの指定管理者の指定
・引き続き、本郷町内会を平成２９年３月３１日まで指定管理
者に指定するもの。

■市道路線の認定に関し議決を求めることについて
・一般県道水海大渡線の一部を市道として引き受けるもの。
■デジタル防災行政無線災害復旧工事の請負契約の締結
・パナソニックシステムソリューションズジャパン㈱との
契約金額 ５億３５５０万円

予 算 関 係
■(臨)一般会計補正予算（第８号）
・２億２７００万円増額。総額５５７億２２００万円。
・消防防災通信基盤整備事業、福祉灯油購入費助成事業の
増など。

■一般会計補正予算（第９号）
・１６５億９２００万円増額。総額７２３億１４００万円。
・三陸鉄道災害復旧事業費補助金、漁業再建復旧支援事業、
水産流通･加工業復旧支援事業、漁港災害復旧事業の増
など。

■漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
・３億３７５４万７千円減額。総額３３１１万４千円。
■駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
・４９７万７千円増額。総額１７０７万７千円。
■魚市場事業特別会計補正予算（第２号）
・新釜石魚市場建設事業の、２４年度への繰越限度額を計上。
■平成２４年度予算
・一般会計、７特別会計、水道事業会計の予算を可決。

人 事 案 件
■副市長の選任に関し同意を求める
・平成２３年７月から１人欠員となって
いた副市長に嶋田賢和さんを選任す
ることに同意。

嶋田賢和副市長
■監査委員の選任に関し同意を求める
・４月１日から新たに野田喜一さんを選任することに同意。

※ (臨)とあるのは１月臨時会での議案
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３
月
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら

日
ま
で
、

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２２

１８

初
日
に
は
復
興
計
画
に
沿
っ
た
市
政
運
営
に
つ
い
て
の
市
長
施
政
方
針
演
述
、
教
育
行
政
方

針
演
述
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
最
終
日
に
は
、
釜
石
ヒ
カ
リ
フ
ー
ズ
㈱
の
工
場
設
置
に
つ
い

て
市
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

日
か
ら
は
９
名
が
一
般
質
問
に
登
壇
し
、
復
興
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
内

１３
容
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成

年
度
予
算
を
含
む
市
長
提
出

２４

議
案

件
は
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
件
の
議
員
提
出
議

３５

案
に
つ
い
て
は
、

人
以
下
学
級
実
現
等
の
意
見
書
、
父
子
家
庭
支
援
の
意
見
書
が
可
決
、
公

３０

的
年
金
引
き
下
げ
反
対
の
意
見
書
は
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
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初
予
算

平
成

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

２４

大
震
災
後
、
初
め
て
の
当
初
予
算

と
な
り
ま
す
が
、
通
常
予
算
の

２
・
２
倍
と
な
る
３
８
２
億
９
千

万
円
と
、
か
つ
て
な
い
膨
大
な
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の

月
、
当
市
の
復
興
ま

１２

ち
づ
く
り
基
本
計
画
が
で
き
る
中

で
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、

生
活
基
盤
の
再
建
等
を
掲
げ
た
実

質
的
な
初
年
度
に
あ
た
る
予
算
と

な
り
ま
す
が
、
今
後
、
国
か
ら
の

交
付
金
の
配
分
を
含
め
、
当
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
柱
と
な
り

ま
す
。

歳
入
で
は
、
市
税
が
大
震
災
の

影
響
で
８
億
２
千
万
円
ほ
ど
の
減

と
見
て
い
る
中
、
そ
の
分
、
地
方

交
付
税
が

億
円
増
と
な
っ
て
い

１０

ま
す
。
ま
た
、
歳
出
で
は
、
瓦
れ

き
処
理
と
な
る
災
害
等
廃
棄
物
処

理
事
業
を
１
７
０
億
円
と
み
て
い

る
の
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

３
年
ご
と
に
改
正
す
る
介
護
保

険
事
業
計
画
の
見
直
し
に
伴
う
介

護
保
険
料
の
改
正
及
び
当
市
が
独

自
に
定
め
る
特
別
給
付
（
見
守
り

介
護
サ
ー
ビ
ス
）
の
廃
止
を
行
う

も
の
で
す
。

介
護
保
険
料
の
改
訂
は
、
所
得

に
応
じ
て
６
段
階
の
年
額
保
険
料

を
定
め
る
も
の
で
、
保
険
料
を
月

額
一
人
当
た
り
３
９
９
５
円
か
ら

４
６
８
０
円
に
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

ま
た
、
見
守
り
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
、
平
成

年

月
か
ら
在
宅
の

１５

１０

要
介
護
認
定
者
を
対
象
に
、
見
守

り
、
身
体
介
護
等
を
一
体
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
短
期
入
所

生
活
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
整
備
が
進
展
し
た
こ
と
、
利
用

者
の
減
少
、
固
定
化
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
介
護
保
険
費
用
が
増

加
し
て
い
る
等
の
理
由
で
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

な
お
、
条
例
は
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

現
行
条
例
で
の
釜
石
市
防
災
会

議
委
員
は
、
各
関
係
機
関
の
役
職

員
を
任
命
し
て
い
る
中
で
、
現
委

員
の
全
員
が
男
性
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
生
か
し
、
市
民
の
視
点
か
ら

の
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
る

た
め
、
防
災
会
議
の
委
員
数
を
、

現
行
の

人
以
内
か
ら

人
以
内

３０

３５

に
改
め
、
一
般
市
民
や
女
性
を
委

員
に
含
め
ら
れ
る
よ
う
所
要
の
改

正
を
し
た
も
の
で
す
。
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検証しつつ、手を携えて復興に向け進んでい
きたいとの意見がありました。最後に、復
旧・復興に係る建設業界の力は非常に大きい
ものがあるので、この力を他の業種にいかに
回していくかが今後の課題でもあるとして意
見交換会を終えました。

２月２７日、経済常任委員会は、岩手県建設
業協会釜石支部と震災後の建設業の現状につ
いて、市当局を交えて意見交換を行いました。
建設業協会からは、入札参加の予定を組む

上で必要となる、建設工事発注予定の早期の
公表や、入札辞退が多く見られる原因の見極
めや改善を要望されました。特に、震災後は
労務単価や資材価格が上昇し続けており、設
計時の積算単価では契約後の人員確保が難し
い現状となっています。また、コンクリート
から人へというの流れの中で、公共工事、技
術者、職人は減少しておりますが、大震災か
らの復興に向けてたくさんの技術者、職人が
必要になってきています。
当局からは、震災前のルールのまま、震災

後もやってきた弊害もあるが、立ちどまらず
に、動きながら改善すべきは改善していくと
の発言がありました。
議員からは、岩手、宮城、福島と復興予算

が一気についたが、釜石の復興が他に遅れを
とることのないよう議会としても頑張りたい
との意見や、安全確保と施工管理をしっかり

２月２０日、市議会議員全員協議会が開かれ、
釜石市高齢者保健福祉計画・第５期釜石市介
護保険事業計画（案）について、当局から説
明がありました。
両計画は、老人福祉法及び介護保険法に基

づき、３年ごとに策定されるもので、平成２４
年度を始期とし、平成２６年度までの計画と
なっています。
今年度の計画は、大震災の影響が大きく、

震災後の介護の需要動向が不明確のため、介
護事業者の参入意向が確認できないことから、
来年度、再精査のうえ、介護サービスの基盤
整備の計画量などの見直しを行うとしていま
す。
また、本計画の策定にあたり、被災した当

市の現状として、人口の流出現象が加速、今
後、高齢化がさらに進み、ひとり暮らし、高
齢者のみの世帯が増加すること、地域に壊滅

的被害が生じたことにより、地域コミュニ
ティーが喪失されたこと、復旧、復興の途上
にあるものの、保健、医療、福祉、介護機能
が低下していることをあげています。
計画の基本的な考え方としては、高齢者の

日々のくらしや、これを支えるさまざまな活
動は、人と人との支えあい、地域とのつなが
りが重要であるとして、保健・医療、福祉・
介護の分野においてもさまざまなネットワー
クづくりが大切であるという理念に基づき、
計画の基本施策として、地域包括ケアシステ
ムの実現を掲げています。
質疑では、大震災で被災した五葉寮の復旧

の見通し、生活支援ハウスの増床について、
介護保険制度では、保険料の区分、引き上げ、
収納率、待機者等について意見が交わされま
した。

経済常任委員会活動報告

議 員 全 員 協 議議 員 全 員 協 議 会会

委 員 長 赤 崎 光 男
副委員長 木 村 琳 藏
委 員 合 田 良 雄

古 川 愛 明
小 鯖 利 弘
松 坂 喜 史
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gikaijimu@city.kamaishi.iwate.jp

か
ま
い
し
市
議
会
だ
よ
り

■
発
行
／
釜
石
市
議
会
　
　
　
　
  　
　
　
　
■
編
集
／
釜
石
市
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
                    ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://www.city.kamaishi.iwate.jp./gikai/

平
成
２４
年
４
月
１
８
日

第
１
２
８
号

▼
あ
の
忌
ま
わ
し
い
巨
大
津
波

に
よ
る
大
災
害
か
ら
、
早
い
も

の
で
１
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
思
え
ば
ち
ょ
う
ど
１
年

前
、　

年
度
補
正
予
算
を
議
論

２２

し
て
い
る
最
中
で
の
巨
大
地
震

で
し
た
▼
　
年
度
一
般
会
計
予

２４

算
は
例
年
に
比
べ
２
・
２
倍
も

あ
る
大
き
な
予
算
案
の
審
議
で

し
た
。
復
興
交
付
金
等
の
関
係

で
、
ど
う
し
て
も
大
き
な
予
算

と
な
る
わ
け
で
す
が
、
何
か
む

な
し
く
感
ず
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
▼
金
額
が
大
き
い
割

に
議
論
が
少
な
い
。
な
ぜ
か
。

復
旧
・
復
興
事
業
一
つ
一
つ
が

巨
大
な
金
額
が
必
要
な
の
で
す
。

ま
ち
が
よ
み
が
え
る
の
は
、
こ

の
後
か
ら
な
の
で
す
▼
気
持
ち

が
瓦
れ
き
化
し
た
よ
う
な
３
月

定
例
会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
古
川
　
記
）

ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
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きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき

委

員

長
　
菊
　
池
　
　
　
孝

副
委
員
長
　
合
　
田
　
良
　
雄

委
　
　
員
　
遠
　
藤
　
幸
　
徳

　
　
　
　
　
細
　
田
　
孝
　
子

　
　
　
　
　
古
　
川
　
愛
　
明

　
　
　
　
　
菊
　
池
　
秀
　
明

　
　
　
　
　
菅
　
原
　
規
　
夫

【
１
月
】

　
・
会
派
代
表
者
協
議
会

１３　
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会
理
事
会

１６　
・
経
済
常
任
委
員
会

２３　
　
協
（
岩
手
県
建
設
業
協
会
釜
石

　
　
支
部
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
）

　
・
議
会
運
営
委
員
会

　
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会

　
・
１
月
臨
時
会

３０　
・
会
派
代
表
者
協
議
会

【
２
月
】

　
・
会
派
代
表
者
協
議
会

１０　
・
議
会
運
営
委
員
会

１３　
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会
理
事
会

　
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会

２０　
・
議
員
全
員
協
議
会

　
・
会
派
代
表
者
協
議
会

　
・
経
済
常
任
委
員
会

２７　
　
視
（
岩
手
県
建
設
業
協
会
釜
石

　
　
支
部
と
の
意
見
交
換
会
）

　
・
議
会
運
営
委
員
会

　
・
会
派
代
表
者
協
議
会

【
３
月
】

２
・
議
会
運
営
委
員
会

５
・
３
月
定
例
会
（
～
　
日
）

２２

　
・
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会
理
事
会

１３　
・
民
生
常
任
委
員
会

１４　
　
協
（
継
続
調
査
に
つ
い
て
）

　
・
会
派
代
表
者
協
議
会

　
・
総
務
常
任
委
員
会

１５　
　
協
（
継
続
調
査
に
つ
い
て
）

　
・
経
済
常
任
委
員
会

　
　
協
（
継
続
調
査
・
所
管
事
務
調

　
　
査
に
つ
い
て
）

　
・
議
会
運
営
委
員
会

　
・
会
派
代
表
者
協
議
会

１９　
・
議
会
運
営
委
員
会

２１　
・
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

２３　
・
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

２６【
４
月
】

３
・
民
生
常
任
委
員
会

　
　
協
（
仮
設
小
中
学
校
の
見
学
に

　
　
つ
い
て
）

　
・
議
員
全
員
協
議
会

　
・
会
派
代
表
者
協
議
会

４
・
議
会
運
営
委
員
会

　
・
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

９
・
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

※
協
…
協
議
事
項
　
視
…
視
察
研
修

癌

贋

岩

雁

眼眼

眼眼

翫
翫

翫
翫

　釜石市議会のホーム

ページには、議員提出

議案(意見書を含む)の

内容の全文が掲載され

ております。また、会

議録の閲覧・検索もで

きますのでご利用くだ

さい。

陳陳
　
　
情情

選
挙
管
理
委

選
挙
管
理
委
員員

議議
会会
のの
動動
きき

　
４
月
４
日
に
任
期
が
満
了
す
る

選
挙
管
理
委
員
と
同
補
充
員
に
つ

い
て
、
３
月
定
例
会
招
集
日
に
選

挙
を
行
い
ま
し
た
。
選
挙
で
は
議

長
の
指
名
推
選
に
よ
り
、
左
記
の

方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

◆
選
挙
管
理
委
員

　
淺
　
田
　
征
　
光
　
さ
ん

　
神
　
林
　
知
　
明
　
さ
ん

　
橘
　
内
　
　
　
修
　
さ
ん

　
福
　
成
　
菜
穂
子
　
さ
ん

◇
補
充
員
（
順
位
順
）

　
①
佐
々
木
　
曉
　
美
　
さ
ん

　
②
遠
　
野
　
健
　
一
　
さ
ん

　
③
成
　
瀬
　
幸
　
司
　
さ
ん

　
④
日
　
野
　
輝
美
子
　
さ
ん

▼
死
別
の
父
子
家
庭
支
援
（
ひ
と

　
り
親
支
援
）
に
関
す
る
要
望

※
こ
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、
本
会

議
に
お
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

意

見

意
　
見
　
書書

■
　
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教

３０
　
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
、
教

　
育
予
算
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

□
総
務
・
財
務
・
文
部
科
学
大
臣

　
に
対
し
送
付
し
ま
し
た
。

■
父
子
家
庭
に
対
す
る
支
援
の
充

　
実
を
求
め
る
意
見
書

□
内
閣
総
理
・
総
務
・
厚
生
労
働
・

　
男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
に
対

　
し
送
付
し
ま
し
た
。

■
公
的
年
金
の
引
き
下
げ
に
反
対

　
す
る
意
見
書

□
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
し
ま
し

　
た
。




